
2022年度 文部科学省委託事業 

「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するための実践研究」 

 

 

神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム 

～知的障害青年のための大学教育の創造～ 

Kobe University Program for Inclusion （KUPI） 

 

 

 

 

 

2023年 3月 

神戸大学国際人間科学部 



1 

 

 

神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム（KUPI）

～知的障害青年のための大学教育の創造～ 

目次  

1.4 年目の KUPI～ワンクールを経て進化へ～  ......................................................................... 2 

2.プログラムの概要と経過  ..................................................................................................... 7 

1）募集要項とチラシ  .......................................................................................................... 7 

2) 説明会開催  ................................................................................................................... 7 

3)プログラムの内容作り  ................................................................................................... 15 

4）入学者募集の状況と募集、選考  ................................................................................... 16 

5）神戸大学学生のメンター募集  ....................................................................................... 17 

6）大学教務の協力で「特別の課程」制度の発展を  ........................................................... 18 

7）保険の加入、コロナ感染拡大防止について  .................................................................. 18 

8）入学式の様子  ............................................................................................................... 18 

9) 卒業論文発表会と修了式の様子  ................................................................................. 19 

10）合格者数の決定と 4 回目受講生の扱いについて  ......................................................... 20 

3．プログラム内容  ............................................................................................................... 21 

1）火曜日プログラム「障害共生教育論」  ......................................................................... 21 

2）水曜日のプログラム「よりよく生きるための科学と文化」  ......................................... 34 

3）金曜日プログラム「話し合う！やってみる！」  ........................................................... 57 

4）課外活動「WILL キャンプ」に参加して  ........................................................................ 69 

４．4 回目受講生による KUPI 卒業論文  ................................................................................. 71 

1)4 回目の受講生の立場と卒論の位置づけ  ........................................................................ 71 

2)卒論に取り組むにあたって  ............................................................................................ 71 

3)卒論作成のサポートについて  ........................................................................................ 71 

4)卒論のテーマと取り組みの様子  ..................................................................................... 72 

5)サポーター所感  ............................................................................................................. 72 

6)卒業論文  ........................................................................................................................ 74 

5．KUPI 学生の声「KUPI での学びの感想」  .......................................................................... 84 

6．プログラムから何を学んだのか  ....................................................................................... 89 

1）授業担当教員  ............................................................................................................... 89 

2）一般学生  ...................................................................................................................... 95 

3）メンター学生  ............................................................................................................. 105 

7．コーディネイターの感想  ............................................................................................... 108 

8．おわりに  ........................................................................................................................ 113 

 

 



2 

 

1.4 年目の KUPI～ワンクールを経て進化へ～ 

津田 英二 

 

１ 知的障害者に大学教育を開くプログラムモデルの問い 

 神戸大学「学びの楽しさ発見プログラム（KUPI:Kobe University Program for Inclusion）」

（以下、KUPI）は、知的障害者に大学教育を開くことを目的とした取り組みである。文部

科学省からの受託研究として 2019 年度に開始し、今年度で４年目の実践となった。初年度

は科目等履修生度を活用し、２年目以降は「特別の課程」として取り組んでいる。「特別の

課程（履修証明プログラム）」は、60 時間以上の一定の体系性をもつカリキュラムをもつ、

社会人等を対象とした学修プログラムである。KUPI は、大学の後期期間（10 月から 2 月初

旬）の４か月余りに、火・水・金の週３日、それぞれ 17～20 時の３時間ずつ授業を実施し

ている。 

 KUPI の実践が挑戦している大きな問いのひとつに、知的障害者の生涯学習推進に対して

大学がいかに貢献できるか、という問いがある。アメリカには、知的障害学生に対する教

育プログラムを提供した大学に対して連邦政府が補助金を拠出すると定めた高等教育機会

法があり、それに基づいた実践が各州で数多く取り組まれている。韓国には、知的障害学

生を対象とした学部のある韓国ナザレ大学がある。神戸大学はこの大学と連携協定を結ん

でおり、継続的な交流を続けることで大きな影響を受けてきた（近藤他、2013；村田他、

2015；金丸他、2017）。これらの先進事例を前にすると、日本の大学はいまだに知的障害者

に対して固く門を閉ざしているように感じられる。 

 日本にも「オープンカレッジ」の名称で「公開講座」の枠組みを用いて取り組まれてき

た歴史がある。KUPI は「公開講座」の取り組みから学びながら、さらに大学の資源を動員

することのできる制度の活用を試み、日本の大学の諸条件に適応する取り組みの事例を積

み上げようとしている。 

 KUPI は、文科省の受託研究費を資金源としているため、３年を目途とした有期の実践と

して開始した。そのため、１年目から実践研究としての成果を形にすることを意識してき

ている。特に年度ごとの報告書は、可能な限り豊富な記述データを掲載してきた。今年度

も本報告書で、さまざまな角度から今年度の KUPI の取り組みを捉えた文書を公開する。そ

の上で、３年目までの取り組みをアカデミックな観点から検討した共著論文を別途発表し

た（赤木、2023）。KUPI の取り組みは、神戸大学のプログラムとして発展していくことを

期するだけでなく、全国の大学に知的障害者の学びに貢献する取り組みが起こり、それぞ

れ独自に発展していくことを支えることができるかどうかという観点を大切にしている。

４年目に突入した今年度も、全国から多くの見学や講演依頼をいただき、いくつかの大学

では知的障害者を対象としたプログラム開設の検討に入っているという話もうかがった。

2019 年度に KUPI を始めたときから比べると、ほんの少しずつではあるが景色が変わって

きていることを感じる。 

 実践面からも研究面からも、KUPI の実践を通して追究したい問いの方向は３つある。第

一に、プログラム内容に関わる問いである。大学教育としてどのようなプログラムを提供

することが効果的であるのか、教育の内容と方法についての問いである。第二に、大学教
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育が与える KUPI 学生（知的障害のある学生たち）に与える効果についての問いである。問

うべき効果には、KUPI 学生個々人への影響にとどまらず、家族をはじめとして、母校であ

る学校や就労現場など KUPI 学生を取り巻く人や組織に対する影響も含まれる。第三に、大

学教育に対する効果についての問いである。この効果には、学生たちに対する直接的な教

育効果の他に、社会的責任の範囲や大学教育の概念といった教職員の意識への影響、大学

に対する社会通念を含めた文化への影響などの広がりをもつ。そして第四に、KUPI のよう

なプログラム運営をするための外的条件についての問いである。運営体制やコスト、支援

者の専門性や育成、外部機関との連携・協働、学内資源の活用、諸規則や法律等の制度の

活用など、モデルケースとして示すべきデータは幅広い。このように、実践的な問い、研

究面からの問いは、同心円的に果てしなく広がっている。できるところから言語化してい

く以外にない。本報告書の編集も、その問いの一端に答える小さな歩みになると思う。 

 

２ KUPI のプログラムの柱になりつつある表現活動 

 今年度は、想定を大きく上回る 19 名の KUPI 学生が在籍し、うち 18 名が履修証明書を

受け取った。受験生をどこまで受け容れるかということについて、運営チーム（河南コー

ディネイター、黒崎サブ・コーディネイター、川地准教授、赤木准教授、津田）で悩みな

がら検討を行ったが、彼らが不合格通知を受け取ることのダメージを考えると、可能な限

り受け容れたいという気持ちが勝った。10 名程度の定員を前提としていたため、メンター

学生の確保やそのための資金のやりくりなどが必要だった（結局大赤字だった）し、支援

者の気遣いも、一人ひとりの学生の学びの質よりも、KUPI 学生間の関係性に焦点が合いが

ちだった。サブ・コーディネイターと延べ 21 名のメンター学生を中心に、KUPI 学生が前

向きに楽しく学びに参加できる状況の確保に奔走した。 

 授業の形式や内容については、微調整はあったものの基本的に昨年度までの実績を引き

継いだ。火曜日の授業は授業担当者（津田）がメンター学生からの意見を聞きながら、水

曜日の授業は授業担当者（人間発達環境学研究科教員 8 名と附属特別支援学校教員 2 名）

がコーディネイターと相談しながら、金曜日の授業はメンター学生とサブ・コーディネイ

ターが相談をしながら、教育内容や方法の組み立てと改善を検討した。 

 実績と議論を積み重ねることで、徐々に「自己表現を通して学ぶ」という形式が随所に

取り入れられ、KUPI の実践の柱になってきているように感じられる。火曜日の授業では、

自ら作詞作曲をした歌を唄いミュージックビデオを作る制作に取り組んだ。水曜日の授業

では、作文やダンスやものづくりなど、まさに自己表現をテーマとした授業があったが、

その他の各授業でも創作的な作業を通して学ぶ活動が取り入れられている。金曜日の授業

でも、新喜劇や階段アートの制作などを含め、自己表現と対話をキーワードとした活動が

中心であった。 

 教員側の肩の力が抜けてくるにしたがって表現と学びとの関係が強まってきたことには、

理由がある。授業中や授業後の KUPI 学生の様子をみながら学びを実質化させていこうと

すると、自然と意味のある教授内容が精査され、教授方法が洗練されていく。そのことと

関係があるように感じられる。 

 教員が授業で話している内容に対する理解度は、KUPI 学生たちの表情をみるとだいたい
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わかる。「わからない」というサインは比較的はっきり出してくれる学生が多い。KUPI 学

生に話しかけていると、何がわかりにくい部分で、どのように説明をすればよいのかとい

うことを教員側が訓練されるという状況が現れる。しかし、KUPI 学生の中でも言語能力に

大きく差異があり、KUPI 学生の「わからない」というサインを読み取っていたら際限がな

い。ある程度のところで、説明を重ねるのを諦めるしかない。KUPI 学生の側からは「わか

らないけど、楽しい」という学びの楽しみの表明があることに助けられている側面も大き

い。 

 このような相互行為のために、昨年度の授業を反省して、今年度の授業を構想するとい

うサイクルの中で、必然的に説明を必要とする内容の教授の量は減っていく。その代わり、

KUPI 学生の側からの表出に時間を割こうと考えることも自然ななりゆきである。 

 表出行為の中でも表現活動に焦点が合いがちになるのは、授業に参加した後で出てくる

KUPI 学生の表出が、それぞれ単なる表出を超えたユニークさをもっていると感じるからで

ある。授業のふりかえりの語りや記述には、KUPI 学生それぞれの経験や認識のユニークが

表われる。KUPI 学生の学びを評価するには、授業の内容について「理解した－理解できな

かった」という枠で捉えるのではなく、個々人が授業の内容から「何を連想しどのような

方向に思考が進んだか」という枠で捉えるのでなければ、KUPI 実践のおもしろさが損なわ

れると感じるようになる。したがって、授業において生起した自由な精神活動の結果をで

きる限り適切なツールを用いて KUPI 学生に表現してもらうことが、より学びの意味を実

感できるのである。 

 この点について、「銀行型教育」に対する「課題提起型教育」や、「アンラーン」unlearn

といった学習論の用語で説明することもできるように思う。 

 

３ 障害者の生涯学習推進の進展と KUPI 

 KUPIの取り組みは神戸大学から文科省から直接委託を受けて 2019年度から始まったが、

2020 年度からは兵庫県教育委員会と神戸大学とが連携して進める取り組みの一部という

位置づけになった。 

 兵庫県教育委員会と神戸大学は、兵庫県の障害者の生涯学習を推進するためのコンソー

シアムを組織し、県域を対象としたモデル開発を行っている。コンソーシアムには、障害

者が学ぶ機会を広げていくことに関心と熱意をもった人たちが集まる組織である。障害者

団体や障害者福祉施設、各種の生涯学習関連機関、PTA、特別支援学校、大学、社会福祉部

局などが構成員となっている。 

 個別の学びの場づくりや情報収集・発信などを行ってきているが、2021 年度は特に知的

障害者を対象とした県民アンケート調査を実施した。このアンケート調査の結果として、

知的障害者はとても長い自由時間をもっているが、その自由時間は決して豊かに使われて

いるとはいえず、意味のある活動をしたいと思っている人が多いのにもかかわらず、実際

に活動をする場をもっている人はわずかでしかない、ということが明確に示された（詳細

の調査結果については次の WEB ページからダウンロードできる。 http://www2.kobe-

u.ac.jp/~zda/hyogo-consortium.html）。このアンケート調査の結果を受けて、2022 年度

は公共的な学びの場を障害者に開いていく試みとして、「ミュージアム・インクルージョン」
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プロジェクトを手がけることとした。 

 神戸大学がこうした動きの中心にいることで、障害者の生涯学習推進の全体状況の中に

ある KUPI の取り組みの意味について継続的な省察が迫られる。障害者の生涯学習推進政

策という観点からみると、知的障害者に大学教育を開いていこうとする試みは、学びの機

会からの排除という観点において象徴的ではあるものの一般化はしにくい。神戸大学のよ

うな学びの環境は、どこにでもあるものではないからである。 

 さまざまな場で、多様な担い手が、一歩ずつでもできることを進めていくということが、

この政策推進のめざすところである。障害者の生涯学習推進政策に KUPI が貢献しえるの

は、ひとつには全国のさまざまな大学で同様の実践をしていく上で必要な知見を蓄積する

ことであり、本報告書はその点で重要な役割をもちえると信じている。もうひとつには、

KUPI を通して各地で実践に取り組む人たちを育てるということである。KUPI で学んだ人

たちが各地に散ってそれぞれの地域でできる範囲での活動を進める担い手となれば、KUPI

はさらなる貢献をしたことになるだろう。 

 ４年目を終えた KUPI は、今年度 3 名の「卒業生」を送り出す。「卒業生」たちは学ぶこ

との歓び、他者といきいきと関わり自分らしくいることの正当性を深く理解したと思う。

それぞれの生活の場で活躍すれば、自ずと KUPI で学んだことが地域や職場などに伝わっ

ていくだろう。また、KUPI 学生と共に学んだ神戸大学の正規学生も、卒業してそれぞれの

テリトリーで活躍し、KUPI の遺伝子を伝えていってくれることと思う。巣立っていく人た

ちに大いに期待したい。 

 さて、KUPI は来年度 5 年目を迎える。ワンクール終えて次に向かうイメージであるが、

スタッフも入れ替わる。初年度からコーディネイターとして大きな役割を果たしてくださ

った河南勝さんが引退を決断されたためである。研究科教員の講義やその準備にていねい

に寄り添ってくださったことで、教員たちは安心して授業に取り組むことができた。入学

式や修了式の司会、運営会議の司会進行なども、安心してお任せしてきた。引き続き、KUPI

の発展を見守っていただけるものと思うが、ひとまず区切りである。ありがとうございま

した。 

 

〈文献〉 

赤木和重、川地亜弥子、津田英二、河南勝、佐藤知子、殿垣亮子、柴田眞砂子、黒川陽司

（2023）「知的障害青年の大学教育プログラムはなにをもたらしたか：教育専門職養成大

学における３年間の実践を通して～」『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』

16（2）、pp.87-95 

金丸彰寿、大山正博、川手さえ子、張主善、和田仁美、岩崎陽、塩田愛里、高寅慶、金明

淑、金英淑、金栄喆、津田英二（2017）「障害学生の「学び」から見るインクルーシヴな

大学教育の意義と課題～韓国ナザレ大学卒業生のインタビュー調査を踏まえて～」『神

戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』11(1)、pp.19-36 

近藤龍彰、柴川弘子、森本彩、赤木和重、津田英二（2013）「知的障害のある青年が大学生

になることに関する一考察：韓国ナザレ大学リハビリテーション自立学科の調査を通し

て」『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』7(1)、pp.135-152 



6 

 

村田観弥、近藤龍彰、張主善、盛敏、柴川弘子、金鐘敏、赤木和重、津田英二（2015）「学

生間の相互性に着目したインクルーシブ教育のケーススタディ：韓国ナザレ大学におけ

るドウミ制度及び寄宿舎共同生活」『神戸大学大学院人間発達環境学研究科研究紀要』

9(1)、pp.29-43 

  



7 

 

2.プログラムの概要と経過 

  

2019 年度から開始したプログラムは 4 年目が終わり、3 名の卒業生を送り出した。初年

度から 4 年続けて受講をした 3 名は卒業論文に取り組んで本書に掲載した。 

プログラムの準備は 2022 年 7 月から進めた。コロナ禍で兵庫県の感染者も多かったが

制限なく準備ができた。神戸大学のホームページ「新型コロナウイルス感染拡大防止のた

めの神戸大学の活動制限指針」を確認しながら対面で説明会や選考会を実施した。 

火曜日は津田教授が「障害共生教育論」の講義を担当した。自己表現の制作課題は２つ

あった。いずれも津田教授が制作した作品を視聴してイメージ付けしたあとに、ペア（KUPI

学生と一般学生又はメンター学生）で作った。再受講生も昨年度とは違う自己表現にイキ

イキと取り組む姿があった。水曜日は 8 名の教員と神戸大学附属特別支援学校の教員 2 名

が「よりよく生きるための科学と文化」のテーマで KUPI 学生のために特別授業を行った。

教員の中には担当する授業のスケジュールを調整して KUPI で登壇してくださった。無理

なお願いをしたと反省をしている。そのおかげで KUPI でしか体験できない貴重な授業を

してくださったことに感謝をしたい。金曜日は「話し合う！やってみる！」をテーマに KUPI

学生が出した意見を元にメンター学生が活動内容を決定した。メンター学生が綿密な打合

せを行うことでゼミや「階段アート」にも取り組むことができた。そして毎年好評の「体

験新喜劇」（外部講師）も実施した。 

募集は昨年度と同様に「特別な課程」履修証明制度を利用して行った。大学の事務との

調整はサブコーディネイターが担当をした。募集や入試、選考など入学までの対応は KUPI

で行ったが、入学までのスケジュールは大学の事務に伝えて、大学が発行する合格通知書

や各書類の発送時期は確認をしながら行った。これらの事務と水曜日プログラム担当教員

との打合せは、2 名のコーディネイターが担当をした。 

 

1）募集要項とチラシ 

 

昨年度の内容を元に修正を行った。前述の通り神戸大学で利用する制度や入学条件、選

考方法等に変更はなく、対面で説明会や選考会をする方向で準備を進めた。7 月下旬に津

田教授がホームページに募集要項等の情報を公開して学生募集をスタートした。 

コーディネイターは募集要項、チラシ、説明会案内、前年度のプログラム内容、願書な

どをセットにして兵庫県教育委員会や神戸市教育委員会、神戸大学業務支援室、就労移行

支援事業所、手をつなぐ育成会などに足を運んで配布し、プログラムの説明を行った。 

（資料）募集要項全文、募集チラシ 

 

2) 説明会開催 

 

8 月 22 日に説明会を実施し、希望者には個別対応を行った。参加者は 15 組。再受講生

は一人（本人）で参加する者が多かった。昨年度の様子は河南氏がプロジェクターを使っ
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て説明を行った。写真からも受講の様子が伝わるように工夫をした。「特別の課程」履修証

明制度の説明やプログラム内容に加えて、オンライン授業の可能性についても説明を行っ

た。説明会実施の際には新型コロナウィルス感染拡大防止として換気や手指消毒の準備、

参加者の体温記入及び健康チェックなどを行った。                        

（資料）説明会の案内 
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11 
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資料：チラシ全文 
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資料：説明会案内全文 
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3)プログラムの内容作り 

 

①火曜プログラム 

火曜日プログラムは、神戸大学国際人間科学部の授業「社会教育課題研究（障害共生教

育論）」として実施している。この授業は、発達コミュニティ学科の専門科目であるととも

に、社会教育主事の資格に関連する科目でもある。一般学生と KUPI 学生が共に学びあうこ

とを追求するねらいで、プログラムの内容も検討している。 

 今年度は、自分で作った歌を歌うことを目標とした自己表現をめぐって授業を展開した。

昨年度の取り組みを踏襲して KUPI 学生と一般学生が協働で作品を創作することを通した

学びで、以下の効果をねらった取り組みであった。 

・KUPI 学生にとっては表現したい自己を省察する機会となる。 

・KUPI 学生にとっては新たな自己表現の方法を習得する機会となる。 

・一般学生にとっては KUPI 学生のライフストーリーや人格に触れる機会となる。 

・一般学生にとっては他者の学びや自己表現の支援を実践的に学ぶ機会となる。 

・場合によっては、一般学生が他者への支援の中で自分の専門性を試す機会になる。 

・KUPI 学生、一般学生両者にとって、異質性の高い他者と共同で作品を制作する体験とな

り、挑戦する気持ちを共有できる機会になる。 

 授業は、KUPI 学生と一般学生が知り合うところから始まり、自分の内面を表現すること

について考え、表現した内容を検討した。創作活動の前半は、フリートラックのラップに

乗せて自己紹介する歌づくりに挑戦し、後半は、自由なテーマで作詞作曲して歌う作品づ

くりに挑戦した。途中、表現活動を生業とする韓国の知的障害者グループをゲストとして

招き、表現することの意味について深める機会も持った。 

 

②  水曜日プログラム 

水曜日プログラムは、神戸大学人間発達環境学研究科の中で、この事業を理解して協力

していただける教員と相談しながら授業づくりを進めている。8 名中 7 名が経験のある先

生で、内 4 名が 4 年連続でお世話になった。今年度初めてお願いした教員が 1 名だった。 

津田教授と赤木准教授が協力していただける教員に依頼して、後はコーディネイターが

授業日程や授業内容、授業の進め方などについて打合せを行った。今年度も昨年に続いて

津田教授から神戸大学附属特別支援学校の教員に声をかけてもらい、制作の授業を受ける

機会を得た。 

水曜日の学びの大きなテーマは初年度から変わらず「よりよく生きるための科学と文化」  

とし、それぞれの専門性を活かした授業づくりをお願いした。一人 2 回の授業を基本と

し つつも 1 日でも協力していただけるよう日程調整をした。打合せでは受講生の特徴や

配慮事項、再受講生の割合、メンター学生の役割などを知らせ、授業を進めるにあたって

のお願いをし、理解をしていただいた。 

シラバスの作成、できるだけ視覚的にわかりやすい資料の作成、ワークやグループディ 

スカッションを取り入れた授業の工夫などをお願いした。また、専門性のある内容を KUPI 
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学生のペースに合わせてゆっくりと精選して授業を進めていただけるよう、無理なお願い 

もさせていただいた。 

今年度も新型コロナウィルス感染対策と KUPI 学生の増加に伴い、対面授業の教室は昨

年度より広い教室を確保した。また、授業内容によって必要な教室（ダンス教室、体育館、

音楽室）の確保をした。 

授業後は KUPI 学生、メンター学生、コーディネイターが約 1 時間のふり返りを行い、 

KUPI 学生が帰った後は、更にメンター学生とコーディネイターがふり返りを実施するこ

と で、可能な限り教員にフィードバックをしてきた。 

 

③金曜プログラム 

金曜日プログラムは、「話し合う！やってみる！」のテーマの通り、興味のあることを出

し合って話し合い、みんなで様々なことを体験するプログラムである。初回に自己紹介を

しながらやってみたいことを出し合った。今年度は課外活動を計画することは可能であっ

たが優先順位が低かったため計画に至らなかった。金曜日は教員がいないためメンター学

生主導で活動内容を計画した。話し合う時間が必要なため他曜日のメンター学生と違って、

雇用時間が 1 時間プラスされている。 

 昨年度に続いて構内施設（図書館、体育館、構内カフェでの展示鑑賞）を利用したり、

読書会を計画した。今年は新たにゼミ活動を実践した。KUPI 学生の人数や受講回数による

経験を考慮すると、全てを 19 名で行うことは難しかった。全員で対話を進める大切さを重

視したかったが、お互いをより良く知るには 3 グループに分かれてゼミ活動をする時間が

必要だった。このゼミ活動がかなり有意義であったことは金曜日プログラムの項をご覧い

ただきたい。 

KUPI 学生が発した「目が悪いから同じ色の階段は歩きにくい」からヒントを得て KUPI

学生が神戸大学へ発信する「階段アート」を実施した。国際人間科学部長 近藤徳彦教授

へ階段の使用許可をいただく文書を送ったところすぐに快諾をいただき、1 か月間かけて

制作を行った。（本書表紙写真） 

初年度から続けている活動の中に「体験新喜劇」がある。講師として放送作家の砂川一

茂氏、中川佑希氏（オフィスゆうき代表）、堀口昌宏氏（学校教員）の 3 名を招いた。当プ

ログラムの実施メンバーである赤木准教授は KUPI 学生に「体験新喜劇」のねらいを話し、

講師と KUPI との調整役、録画や発表会の WEB 配信などを担当した。今年は KUPI 学生が劇

で使用する風景画も作成をした。 

 

 

4）入学者募集の状況と募集、選考 

 

7 月末から募集を開始して、昨年度の受講生へ案内（メール）を送った。案内を希望す

る人が多かったため「今年度も KUPI を開講します。ご興味があれば、、」という形で全員に

送った。再受講を推奨しているわけではないが、ありがたいことに 9 割の人から出願があ

った。初めて出願をする人は 10 名だったが、そのうち 1 名は入学条件が合わなかった。中
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学校を卒業後に「総合療育センター」を利用していたため、「高等学校あるいは特別支援学

校高等部を卒業していること」の条件に合わなかったのだ。大学の事務に確認をしたとこ

ろ、「学校教育法に定める学校を卒業していることが条件である」と言う回答だったため受

験に至らなかった。よって 20 名による選考が行われた。 

選考検査は面接（本人）と作文選考を実施した。グループ面接は津田教授と赤木准教授

が担当、作文選考はコーディネイターが担当をした。作文の題は３つの中から選んでもら

った。原稿用紙に書いたがパソコン入力を希望する者もあった。絵で表現する方法も提示

したが全員が作文を書いた。選考結果は、1 名について不合格とし、他の選択肢をすすめ

た。その結果 19 名に合格の通知をした。  

合格をすると 4 回目の受講となる 3 名については、選考後に卒業論文の課題があると説

明を行った。詳しくは 10）の項に記す。 

 

    

 

 

5）神戸大学学生のメンター募集 

  

今年度は、神戸大学国際人間科学部、経済学部及び

人間発達環境学研究科の学部生、大学院生、卒業生、

延べ 20 名がメンター学生として活躍した。昨年度ま

でにメンターを経験したことがある学生が 7 名おり、

残りの 13 名が初めてメンターを経験する学生であっ

た。新規のメンターは、関係する教員がゼミや授業で

の呼びかけに応じた学生たちである。また、初年度に

KUPI 学生として在籍し、昨年度はボランティアとして

参加した青年が、メンター補助として水曜日と金曜日に活動を行った。火曜日はメンター

9 名、水曜日はメンター7 名とメンター補助 1 名、金曜日はメンター5 名とメンター補助 1

名が活躍した。  
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6）大学教務の協力で「特別の課程」制度の発展を 

  

昨年度に引き続き、学校教育法に規定される、大学等における履修証明制度を活用した。

詳細の資料は昨年度のものに準じているので、資料については 2020 年度の報告書を参照

いただきたい。 

 履修証明制度に関わる事務は国際人間科学部教務学生係が、入学生受け入れから履修証

明書発行まで一貫して担当した。履修証明書は、授業の出席率や出席態度に基づき、評価

委員会と教務委員会で修了の承認を得た上で、学長名で発行した。 

 

 

7）保険の加入、コロナ感染拡大防止について 

  

保険は、「学生教育研究災害傷害保険」（任意）の案内を行った。ほとんどの KUPI 学生が

加入をした。 

 神戸大学の活動指針を参考にしたが制限することはなかった。教室では入室時に体温を

記入する、休憩時間の換気、手指消毒の使用を行った。KUPI 学生もこの生活に慣れている

ため抵抗なく対策をすることができた。体温未記入者がいた場合は KUPI 学生同士で声を

かけ合う姿が見られ、意識して過ごしている様子がわたった。風邪の諸症状が記入できる

健康チェック表を配布して授業日に確認を行った。備考欄に起床時間や体調を記入してい

る KUPI 学生もおり、日頃から平熱や体調管理について意識して過ごせたことは良かった。

授業中はマスクを着用したがダンスや運動では外すように促す教科もあった。最後まで対

面授業を実施することができて本当に良かった。 

 

 

8）入学式の様子 

 

 10 月 1 日（火）の入学式はウエルカム演奏で始まった。津田教授（アルトサックス）と

岡崎准教授のゼミ生がピアノ、バイオリン、チェロ、声楽、打楽器で演奏を披露してくれ

た。とても優雅な時間で会場の緊張がほぐれた。ゼミ生は火曜日の一般学生やメンター学

生で KUPI 学生と一緒に学んでくれた。 

 国際人間科学部 近藤徳彦学部長と神戸大学業務支援室 𠮷見和男室長からお祝いの言

葉をいただいた。KUPI 学生は大学での学びに胸を膨らませ、宣誓では学びたいことを話し

た。勉強だけでなく、大学生活を楽しみたい様子が伝わった。入学式のあとは津田教授に

よる火曜日の授業ガイダンスが行われた。 
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9) 卒業論文発表会と修了式の様子 

 

2 月 15 日、修了式の前に卒業論文発表会が行われた。ここでは発表会の様子とその準備

について少し触れる。卒業論文の指導はコーディネイターの河南氏と金曜日メンターの加

戸氏が担当をした。修了式一週間前、完成したばかりの卒業論文の読む練習を行った。持

ち時間は 7 分なので全文発表か一部発表かは指導者と話し合って決定をした。時間を計り

ながら練習を重ねて、自宅にも発表用原稿を持ち帰った。原稿の読みやすさに関しては加

戸氏が書体や行間にも細かく気を配り、発表会用の原稿を作成した。 

緊張した空気の中、河南氏司会で卒業論文発表会が始まった。50 名を超える参加者が見

守る中、譜面台に置いた原稿をまっすぐ見つめて、落ち着いて発表を行った。その姿はと

ても堂々としており、立派で輝いていた。3 名のテーマはそれぞれ違うため、どの発表も

引き込まれる内容で、彼らの KUPI への想いや学びの感想、経験や成長が伝わってきた。自

らで成長したことを堂々と発表できる姿はかっこ良かった。 

発表のあとに津田教授と川地准教授から講評があった。津田教授は KUPI で経験を重ね

る度に成長をして次に伝えようとした様子を話し、これからの経験に活かしてほしいと話

した。川地准教授は作文の授業を通して、彼らが 4 年にわたり成長や変化をした様子を交

えながら今回の卒論の素晴らしさや集大成について話した。発表後、卒業生はやり切った

表情の中にホッとした表情を見せていた。 

休憩のあと、T 君はマリンバでお祝いの演奏を披露

した。これまでも式典での演奏を快く引き受けてく

れた T 君、素敵な演奏をありがとうございました。

早めに来て組み立てをしてくださったご両親様にも

感謝を伝えたい。 

河南氏の司会で修了式が始まった。国際人間科学

部長 近藤徳彦教授、メンター学生、教員代表の川地

准教授からお祝いのメッセージをいただいた。KUPI

学生は津田教授から履修証明書を受け取って、KUPI で学んだ感想を話した。用意した原稿

を読む人、まっすぐ前を見て話す人、涙をこらえながら話す人、修了式を欠席した友だち

に向かってメッセージを送る人、18 名の感想はとても素晴らしくて、やり切った表情を見

せていた。 

会場には稲原准教授（哲学）の授業でグループワークを行った際の模造紙や金曜日のゼ

ミ活動で文字や絵をかきながら対話をした模造紙の展示を行った。 

修了式が終わったあとにコーディネイターの河南氏が今年度を持って引退されること

を発表した。KUPI 学生とは週に一度しか会わないが KUPI 学生からの信頼は厚く、そして

水曜日の授業を担当する先生方は、安心して登壇することができたと感じた。KUPI 初年度

から大変お世話になりました。 
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10）合格者数の決定と 4 回目受講生の扱いについて 

 

 今年度の希望者が例年になく多くなり、8 月末に定員の倍になる希望者 20 名が確定し

た。定員をはるかに超えて希望者があることは、KUPI の存在や活動が認知され期待の表れ

としてたいへん喜ばしい事だった。しかし、当初から大学の諸条件（教室の大きさ、授業

を進める上での諸課題、授業担当者の負担、メンター学生の確保、運営財政、事務的な面

など）から、受け入れには限界があるという不安があった。選考から合格発表に至る過程

で、どのような基準で合否判定するかたいへん頭を悩ました。 

 とりわけ、入学条件に照らして合致するのか、何回も受験する学生をどうするか、何人

までなら受け入れ可能かといった面から議論を重ねた。 

選考を終えた結果、KUPI での学びよりも他の選択肢の方が良いということで不合格とした

ものの、他の希望者のだれも不合格にすることができないということで、19 名の受け入れ

に踏み切った。ただし、この事業の初めから継続して受講することになる 4 回目の受講生

の 3 人について、「大学は 4 年制である」ことを理由に今年度で終わりにすることを条件

として受け入れることにした。また、4 年で卒業するという形をとり、卒論を書いて発表

するということを取り決め、説明をした上で受け入れることにした。また、この 4 年で卒

業という形を今後も申し合わせとすることを確認した。 
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3．プログラム内容 

 

1）火曜日プログラム「障害共生教育論」 

 

【火曜日の概要】 

 火曜日の授業は、神戸大学国際人間科学部の

正規授業である「社会教育課題研究（障害共生

教育論）」との合同授業である。この授業は、発

達コミュニティ学科の専門科目であるととも

に、社会教育主事の資格に関連する科目でもあ

る。一般学生（授業生）とメンター学生と KUPI

学生が共に学び合うことを追求している。 

 今年度は、KUPI 学生は一般学生やメンター学

生とペアを組み、二通りの方法で音楽による自

己表現に挑戦した。その方法は、主に授業日程

の前半に行われた自己紹介の歌詞をラップに

乗せて表現するもの（自己紹介ラップ）と、後半に行われた「自分の心が動くこと」をテ

ーマに作詞・作曲に挑戦するもの（曲作り）の二つである。授業は KUPI 学生と一般学生と

メンター学生のアイスブレークから始まり、自分の気持ちを言葉やメロディーでどのよう

に表現するかを考えた。自己紹介ラップの製作と曲作りは、ペアで歌詞作りから始め、完

成した楽曲に合わせた動画の作成を実現していく、という段取りで取り組んでいった。 

 

火曜日に行われる KUPI プログラムには、今年度 43 名が参加した。 

・KUPI 学生 18 名 

・一般学生  13 名 

・メンター学生 9 名 

・ボランティア 1 名 

・コーディネーター 1 名 

・指導教員 1 名 

 

1 回の授業は 90 分で，授業後に振り返りを 60 分行った。日程は以下の通りだった 
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本稿では、火曜日のプログラム内の取り組みの概要とエピソードを紹介する。時系列に

沿って、1 気持ちの表現、2 自己紹介ラップ、3 ラハプとの交流、4 曲作り、の順番でま

とめる。また、それらの取り組みに加えて、休み時間、振り返りの時間、全体を通しての

所見についても別項でまとめる。 

 

 

1 気持ちの表現 

 

【概要】 

 火曜日の授業の始まりとして、KUPI 学生が表現するとはどういうことかについて考える

授業があった。自己表現のために、まず表現するとは何かを大学教員からレクチャーがあ

った。まず、子どもの写真を KUPI 学生に見せて、どんな感情なのかを考えるワークがあっ

た。その後、言葉でなるべくたくさんの気持ちを人に伝えてくださいと KUPI 学生を促し

た。それから、KUPI 学生と一般学生とメンター学生はグループに分かれ、20 分間グループ

ごとに、「気持ちを表現する言葉」をたくさん考えて書き出し、グループごとに発表した。

授業の最後に、「難破船」という曲が流れ、歌を通して気持ちが伝わるということを学生達

に伝え、授業が終わった。次の授業で、「気持ちを表現する言葉をたくさん出し合おう」「気

持ちが伝わってくる歌、歌詞で表現された気持ちに注目しよう」というテーマで 40 分グル

日 時 活 動 内 容 

10/4 入学式、ガイダンス 

10/11 「気持ちを表現する言葉」をグループでたくさん出し合う 

「気持ちが伝わってくる歌」を話題に話す 

10/18 「気持ちが伝わってくる歌」「歌詞で表現された気持ち」につい

てグループワークをした 

10/25 自己紹介ラップ作り 1 

11/1 自己紹介ラップ作り 2 

11/8 自己紹介ラップ作り 3 

11/15 自己紹介ラップ作り 4 

11/22 自己紹介ラップ作り 5 

11/29 自己紹介ラップの発表会 1 

12/6 韓国の劇団ラハプとの交流 

12/13 自己紹介ラップの発表会 2、曲作り 1 

12/20 曲作り 2 

12/27 曲作り 3 

1/17 曲作り 4 

1/24 曲作り 5 

2/7 作品発表会、ふり返り 
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ープワークをし、順番に発言した。最後発表する時に、KUPI 学生は好きな歌手、歌、歌詞

について発表した。 

 

【エピソード：表現の難しさ】 

 授業初回、特に初参加の KUPI 学生や一般学生、

メンター学生の中には不安や緊張した面持ちの

学生も多く見られた。初めてのグループワークで

感じられた難しさとして、形式面と内容面の 2 つ

が挙げられる。 

 形式面として、どうしても「メンター学生と

KUPI 学生」「一般学生と KUPI 学生」といった個別

のやりとりとなってしまうことが難しさとして

感じられた。KUPI 学生の中にはグループワークで

他の人の話に耳を傾けることが難しい人もいる

ためにグループでのディスカッションが盛り上がりにくい場面が多かった。そのため、話

のラリーを続けようと思うとどうしても「メンター学生と KUPI 学生」「一般学生と KUPI 学

生」の個別のやりとりになってしまった。初回の授業のため、KUPI 学生との関わりに慣れ

ていない一般学生やメンター学生の中には戸惑いやグループワークでの困り感を持つ学生

も多かった。 

 内容面として、「気持ちの表現に着目することが難しかった」ということが挙げられる。

初回では、授業を担当する大学教員が学生時代に失恋したときの曲を紹介し、その中に含

まれる「切ない気持ち」を例に取り上げ、歌の中に含まれる「気持ち」に注目して読み取

ろうというイントロがなされた。しかし大学教員の意図とは少しズレて、「好きな歌を紹介

する」グループワークになったグループが多かった。多くの KUPI 学生にとって「気持ちの

表現」に着目することは難しい面があるということがわかった。 

 

 

2 自己紹介ラップ 

 

【概要】 

 気持ちの表現の授業を経て、KUPI 学生は自己紹介ラップづくりに挑戦した。ラップは若

者からの人気があること、またリズミカルで言葉をのせやすいことから、ラップは KUPI 学

生に合った自己表現の方法ではないかということで採用された。まず、KUPI 学生は一般学

生やメンター学生とペアになった。KUPI 学生は、自分の好きなことを紹介しコミュニケー

ションをとることで、自分を他の人々に知ってもらえるような歌詞づくりに必要な言葉を

見つけていった。次に、既成のラップに合わせて歌詞を並べ、録音や動画で使用する写真

の撮影を行った。動画編集は主に一般学生やメンター学生が担ったが、自分がこれまでに

撮影した写真を用いる KUPI 学生や、動画編集を自ら行う KUPI 学生もいた。それぞれの作

品は「らしさ」が存分に発揮されており、ラップづくりを通して KUPI 学生のことを深く知
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ったり、意外な一面を見たりすることができた。 

 

【エピソード：一般学生の自己紹介ラップ！（だぜ！）】 

 一般学生の自己紹介ラップづくりをグループで一緒に取り組んだ。一般学生の自己紹介

ラップづくりを SM 君、MY さん、I さんとメンター学生とで手伝う。SM 君は、普段全員の

前での発表や大人数グループで意見がないか聞かれたとき、恥ずかしさからか、「パスで」

と気持ちを表現することをためらうことが多い。しかし、一般学生に色々質問して一般学

生の事を知ろうという時間では、最初は質問することにためらいを見せたものの、緊張が

和らぐにつれ、「好きな食べ物は？」「好きな曲は？」と積極的に質問する姿が見られるよ

うになった。また、一般学生の答えに対して「俺もそれ好き」「(一般学生の好きな曲に対

して)かっこいい」など、豊かな反応も示してくれるようになった。I さんは、速い会話の

ペースや大勢の声が飛び交う場が苦手なようで、一般学生に質問したり会話に加わったり

するということは難しかったが、

グループワークで出てきたやり取

りをより詳細に、丁寧に記録しよ

うと、紙を広げて一生懸命書き取

ってくれていた。聞き取れなかっ

たところは聞き返すなど、こだわ

りを持って記録を務めてくれた。

そうやってグループメンバーで引

き出した質問の答えから一般学生

の自己紹介ラップが完成した。完

成したものをみた MY さんが、「もっとラップっぽくするために、語尾に“だぜっ”ってつ

けよう！」と提案する。SM 君が「それおもろい」と反応し、全員の前での発表では、MY さ

んが「だぜっ」役を務め、グループメンバーの色がにじみ出た一般学生自己紹介ラップと

なった。 

 

【エピソード：ラップダンスと涙】 

昨年度の KUPI でも自己表現に取り組み、KUPI

学生は歌や絵、写真などを使って作品を作った。

Y 君は歌やダンスが好きであり、多くの人々に

協力してもらいながら作品を作りあげたことに

大きなやりがいを感じたため、今年もミュージ

カル作品を作成したいと意気込んでいた。ただ、

今回のテーマは「自己紹介ラップ」だった。昨

年のミュージカルのように、みんな一緒に創作

するのではなく、一人一人が自分の作品を作る

ことになった。そのため、みんなでミュージカ

ルを練習する時間があまりとれなかった。その
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なかでも、Y 君は「ラップでミュージカルを

したい」と願いを語った。自分で作ったラッ

プ音楽に合わせて、みんなでダンスをした

い。その願いに応えるべく、振り返りの時間

のあとで 9 名のメンターがダンスを練習す

ることになった。しかし、曲がまだ完成して

いなかったため、手拍子でリズムを取り、踊

ることになった。Y 君がダンスを披露し、メ

ンター学生は見よう見まねで練習した。Y 君は、大まかなダンスの動きをあらかじめ共有

しながら、ほとんど即興的に踊った。練習するたびに踊りが変わっていくので、メンター

学生の多くは戸惑いを感じた。しかし、予想外の動きに合わせてダンスをすることは、新

鮮な楽しさもあった。ダンスを練習するなかで、コロナ禍の悲しみを笑顔に変えたいとい

うメッセージが込められていることをメンター学生は知った。最後には、Ｙ君の表現した

い思いが込められたダンスを踊ることができた。ラップの披露会では、Y 君は涙を流しな

がらその動画を見ていた。 

 

 

3 ラハプ 

 

【概要】 

 劇団ラハプとの交流を行った。ラハプは知的障がいのある人々で構成されている韓国の

劇団である。授業ではラハプの作品を 2 本鑑賞した。1 本目はミュージカル調の作品であ

った。KUPI 学生からは「明るく楽しい曲調が好き」といった声が多く聞かれた。2 本目は

「Disabled」というラップ調の曲であった(ラハプ, 2021）。「Disabled」という曲はラハプ

の俳優たちの言葉を集めて歌詞が作られており、友達に心ない言葉を言われた辛い経験な

どが語られている。KUPI 学生は好きなフレーズを発表したり、自分が経験した辛い出来事

を話したりしていた。また、歌詞に共感して涙を流す KUPI 学生の姿も見られた。メンター

学生にとっては KUPI 学生が自分の障がいについて様々な思いを抱いていることを知る機

会となった。 

 「Disabled」を見たことがある KUPI 学生も多かった

が、表現活動を仕事として行うプロの作品を見たこと、

実際に俳優の方々が来て下さり歌詞を作ったときの思

いを話してくれたことによって、次週からの曲作りへ

の意欲が高まった。一方で、「韓国語が分からない」と

いう理由で前向きに授業に取り組むことができない

KUPI 学生も見られ、異文化交流の難しさを感じた。 

 

文献：ラハプ（2021）Disabled (official MV) YouTube  retrieved February 16, 2023 

from https://www.youtube.com/watch?v=U-pTdr61lI0  

https://www.youtube.com/watch?v=U-pTdr61lI0
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【エピソード：ドラえもんがつないだラハプとの絆】 

 授業後すぐにラハプの方々の元に駆け寄り、何やら話をしている MY さんの姿があった。

「何を話しているのだろう？」と思い側に行ってみると、MY さんが好きなドラえもんにつ

いてラハプの方々に話そうとしているようであった。双方には韓国語と日本語という言語

の壁があるため、写真や動画を見せたり、メンター学生に韓国語に訳すのを手伝ってもら

ったりしながら上手くコミュニケーションを取る姿が見られた。MY さんは普段からメンタ

ー学生や大学教員と積極的にコミュニケーションを取っているが、初めて会う人々に対し

ても同じように関わっていくことができる物怖じしない姿勢と、コミュニケーションをど

うやって取るか自分なりに考え、実践する様子が非常に印象的であった。また、振り返り

では「韓国語を勉強してみたい」と話していた。KUPI の活動は学内の人々のみで行われる

ことがほとんどであるため、学外、しかも海外の人々と交流できたことは、MY さんの世界

が広がるきっかけになったと思われる。 

 

 

4-1 曲作り 

 

【概要】 

 気持ちを表現する活動、自己紹介ラップづくりを受け、集大成として「曲作り」に取り

組んだ。歌詞だけではなく曲も作成することがテーマだった。授業担当である大学教員の

当初の意図として、「自分の心が動くことを歌詞にする」という試みだったが、実際は、自

分の好きなものについて曲にした学生が多かった。しかし、なかには、自分の大切な想い

を作詞した学生も見られた。 

 作詞の面では、自己紹介ラップでも経験していることから、ペースはそれぞれでありな

がらも比較的順調に言葉を紡いでいった。難関となった作曲では、音楽系専攻のメンター

学生や音楽に長けている大学教員が他の一般学生、メンター学生とも情報を共有し、アプ

リやピアノ、その他の楽器を使いながら KUPI 学生と共に曲を作り上げた。既存曲の替え歌

となってしまうことが全体の課題として挙げられていたが、独自のリズムで歌ったり、ア

レンジしたり、オリジナルの歌詞に乗せて自分の気持ちを表現したりする姿が見られた。

その曲を自分自身の声で録音し、自分たちでミュージックビデオを作成し、最終日に発表

会を開催した。 

 

【エピソード：「彼」に届けが「彼女」を変えた】 

HK さんは、恋をする彼に向けた歌を作詞作曲し

た。録音をする際には、リズムやテンポ感を意識

するあまり、単調的に歌詞を歌っているだけの録

音となってしまっていた。そこで、メンター学生

から「この曲を誰に伝えたい？」と問いかけると、

HK さんからは「彼に向けて歌いたい」という返答

があった。そこで、彼に気持ちを伝えるためには
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どのように歌ったら良いか、ということを一緒に考え、「彼を思い浮かべて、聴いて欲しい

思いを伝えながら歌ってみる」という結論を出した。その後は、それまでの歌い方と全く

異なり、歌詞によって変化をつけた、心のこもった歌声となった。歌を作ることだけでは

なく、それを表現するときにどのように気持ちを込めるか、気持ちを込めるだけで歌い方

がどれほど変わるのか、という「表現」の奥深さと難しさを感じた出来事だった。 

 

【エピソード：感受性は世界を救う】 

 KUPI１年目の SY 君が作った曲は、「感謝」をテ

ーマに、１番：大変な時にサポートしてくれた家

族への感謝、２番：昔遊んだ友人への感謝、3 番：

特別支援学校で宿題なしにしてくれたお偉いさん

(?)への感謝という三本立て。SY 君は寡黙な芸術

家気質で、その美的センスが節々に現れた素敵な

曲になった。例えば、”千羽鶴見ていたよ”とい

う歌詞を私（“私”はメンター学生である）が提案

すると、SK 君が「”千羽鶴眺めてた”の方が良い」

という様に、私の幼い言葉遣いを素敵な言葉に逐一変換してくれた。また、SY 君のクリエ

イティブな考えにも大いに助けられた。特に、録音後に私のミスで机を叩いた音も入って

しまったことに気づいてしまった際には「やってしまった……これは面倒だぞ……」と落

ち込んでいたが、SY 君の「ドラムみたいで良い」という天啓のような意見に救われた。そ

れで再度聞き直してみると、今度は雑音ではなく、曲中のリズミカルな音にしか聞こえず、

SY 君の感性の豊さは世の中を良くするんだ、と一人感動した。ミュージックビデオも SY

君一人で作成し、皆からの評判も良かった。これからも SY 君が何かしらの形で作品を作り

続け、世界を豊かにしてくれることを願ってやまない。 

 

【エピソード：音楽は時に、想像を超えてくる】 

 1 月も終盤、「曲作り」の授業も大詰めとなった発表会前最後の授業日。私と NR 君は重

大な局面を迎えていた。先述の通り、この「曲作り」の授業は KUPI 学生と一般学生・メン

ター学生がペアとなって進行する形をとっていたのだが、私は特定のペアを組まず、毎週

違った KUPI 学生と創作に当たっていた。そんな私とペアを組むことになった NR 君は天候

などの事情で二週間この授業を休んでおり、この最後の一日で 2 週間分の遅れを取り戻し

ながら完成を目指す必要があった。残された時間はわずか、進行度合いも遅れを取ってい

る。それでも、私には NR 君との共同制作を完成させたい思いがあった。 

NR 君とは昨年度の KUPI に私が参加した時からの付き合いで、授業時間以外でもよく雑

談をする仲であった。そこで頻繁に彼が話していたことが、彼がクリエイターとして動画

を作成し、YouTube にアップロードしたい、という夢であった。この夢は、彼の過去に体

験したことに起因するもので、今の彼を構成する重要な要素であると感じていた。NR 君は

今年度を以て KUPI を卒業するということもあり、機会があれば必ず彼の創作したいもの

を形にしたいと考えていた。今がその機会である。必ず形にするという覚悟を持って、私
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たちは制作をスタートさせた。 

まず、NR 君のここまでの進捗を整理することから始めた。すると、彼の思いが込められ

た歌詞が出来上がっており、その歌詞に合わせて曲を構成するコードも完成されていた。

さらには、以前、彼がその歌詞をアカペラで歌っているところに偶然居合わせたこともあ

ったため、既に彼の中ではこの「曲作り」のゴールが見えているだろうと薄々感じていた。

整理した結果、私たちに残された課題は、コードを曲の形にした上で彼の歌を録音するこ

と（＝曲の完成）、完成した音楽に合わせたミュージックビデオを作成すること（＝動画の

完成）の二つであることが分かった。この二つを残された時間で行うべく、まずは曲の完

成を目指すことにした。 

曲の完成を目指すに当たって一番の障壁となったのは、既に完成されたコードを曲の形

にすることであった。しかしこれについては、当日ギターを持参していた大学教員がコー

ドを基に伴奏をしてくれる、ということになりすぐに解決した。となると、残りの障壁は、

彼が以前の授業からしばらく時間が経っているこの状況で歌詞に合わせて歌うことができ

るかどうか、ということであった。 

思うに、「曲作り」の活動において、正しい音程でメロディーを歌う必要性は決してない。

KUPI 学生と一般学生及びメンター学生がメロディーのある音楽を自分たちの手で作り、歌

っていると実感していることの方が重要であり、そのメロディーに再現性や正確性を求め

るのは大切ではない、と考えていた。以前のラップ活動などを通して、KUPI 学生たちの多

くは正しい音程で歌うことが苦手なのかな、と感じていた部分もある。そのため、以前ア

カペラで聴かせてくれたものとは別のメロディーとなり、最悪の場合以前完成されたコー

ドと NR 君が歌う歌が全く噛み合わない状況が生まれるのではないか、と考えていた。 

しかし、そんな私の心配は杞憂に終わった。大学教員の伴奏に合わせ、彼が歌ったその

音楽は、以前私が聞いたことがあったものであった。それでいて、以前聞いたことがある

ものとは異なり、しんみりとしたギター伴奏に合わせるかのようなその歌声は聞いた人の

心を揺さぶるかのような音楽でもあった。私は覚悟を持って臨んでいたにも関わらず、ど

こか彼の作る音楽を「所詮は KUPI 学生が作るもの」と舐めている部分があったのかもしれ

ない。彼の中には確かに完成を目指していた曲の形があり、それを表現する力も備わって

いたのだ。こうして私たちは無事、素晴らしい曲を完成させることができた。 

残された課題は動画の完成のみとなったが、曲を完成させた私たちにとって難しいもの

ではなかった。NR 君がミュージックビデオの完成まで

の道標を示し、私がそれを形にする。結局、動画の編集

作業は授業終了後に持ち越され、完成したのは発表会の

２日前となったが、無事、NR 君と私との共同制作は終わ

りを迎えた。 

私はなぜ、KUPI において自己表現の活動を行なって

いるのか、ということに関して疑問を抱いている部分が

あった。しかし、ここに記した NR 君との活動を通じて、

その意味を少しだけ肌身で感じられたような気がした。 
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【エピソード：学んだよ 緊張以外の 表現を】  

KUPI 初参加の HY さんは、最初は緊張していたようで、表情が固く、アイコンタクトは

少なく、口数も少なかった。しかし授業を重ねるごとに、HY さんがアイドルグループ・嵐

のメンバーの一人である大野智のことが大好きだということ、年末年始を家族と楽しく過

ごすことなどを教えてくれるようになった。また、発表会前最後の授業では、HY さんが既

に自分のミュージックビデオ動画が完成していたので、Y 君のダンス動画の撮影を手伝っ

てくれた。Y 君のダンスを見て励まされたのか、Y 君の動画撮影が終わった後に、自分もダ

ンスで表現したいと言って、嵐の曲に合わせて、教室で一曲、完成度の高いダンスを披露

してくれた。このように、半年間の学習を通して、他の学生とのコミュニケーションが増

えてきた。また、授業で自己表現について学んだことと他の KUPI 学生から受けた刺激によ

って、自己表現の幅が広がった HY さんの姿が見られた。 

 

 

4-2 発表会 

 

【エピソード：待ちに待った発表会】 

 いよいよ火曜日の授業も最終日。当日はこれまで授業に参加していた学生に加え、数多

くの保護者の方やお客さまをお迎えして、発表会が行われた。 

 「誰のからいこうか？」という大学教員の問いに対して、いつも通り「僕のから！」「私

は最後！」という声が飛び交った。一人ずつ作品を披露していき、鑑賞した後は、みんな

で大きな拍手でお互いの作品を賞賛しあっていた。また、それぞれが隣の学生に感想を伝

えたり、作品について褒めあっていたりする様子もあちらこちらで見られた。和やかな雰

囲気で発表が進んでいき、次の発表者は誰にしよう？と次の発表者を決めている時、HR さ

んから「7 番目がいい」という声が上がった。全体の前で自分の意見を主張することが少

なかった、彼女のこの一言は、彼女自身がこの半年間で、この場に対して自分を出すこと

ができるようになった、という成長が垣間見えるものであった。また、この空間であれば、

受け止めてもらえる、という安心感があったからこそ出たものであろう。 

この発表会の間、「誰の曲が発表されるのだろう？」「自分はいつ発表しようかな？」「次

はどんな作品かな？」というドキドキ、ワクワク感に溢れた空気が教室内には流れていた。

キラキラした表情で次の作品を待つ

彼らの顔からは、普段の振り返りの

際には見られないような、仲間の作

品への期待感が窺えるものであっ

た。今年度の KUPI が始まった当初に

はあまり見られなかった、このメン

バーで半年間をともに過ごした KUPI

生同士のつながりが実感される発表

会となった。 
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5 休み時間 

 

【エピソード：休憩時間にもあふれる創作への熱意】 

 前半、「自己紹介ラップづくり」の時、あまり知らない学生達と初めてのペアワークで緊

張を感じたのか、それとも授業に慣れていなかったのか、IM 君は授業の時と振り返りの時、

眠ってしまうことがあった。授業の回数を重ね

るごとに、慣れたこともあったのか、IM 君は曲

作りへの意気込みをたくさん見せてくれた。休

憩時間と振り返りの時間でもずっと動画編集

したり、振り返りシートを一生懸命書いたりし

た。振り返りシートの記入では、振り返りの内

容や漢字をどう書くのかなどについて、メンタ

ー学生によく質問した。後半、「作詞作曲」動

画作成の最後の授業で、IM 君の動画はまだ完

成していなかった。授業の後で動画を完成させ

ようと思っていたメンター学生に、「授業の間

で動画を完成させる！」と語気強く語った IM 君の真面目な姿が見られた。そして休憩時間

にメンター学生と動画を引き続き編集した。休憩時間には、IM 君の自分の作品を非常に大

事にすることや、知識に対する探求心、集中力が高いなどの一面が見られた。 

 

 

6 振り返りの時間 

 

【概要】 

毎回 90 分講義の後には、KUPI 学生、メンター学生、コーディネーターで行う 60 分程度

の振り返りの時間を設けていた（なお、一般学生は 90 分講義のみ参加している）。基本的

には、コーディネーターが教壇に立ち、KUPI 学生が一人ずつ本日の感想を話すという流れ

で行われた。また、皆に向けて伝えたいことがある KUPI 学生がいた場合は、この時間をも

って発表をした。一人ずつ発表するという形式

上、どうしても KUPI 学生の集中が途切れてし

まう印象があった。感想を飛び越えて自分の好

きなものを発表することも度々あった。自分へ

の質問や、自分の興味に触れることがあると

KUPI 学生の口は止まるところを知らず無限に

話ができる。しかし、普段交流のない KUPI 生

同士が作品を通じてお互いに学び合う、という

こちら側の希望の実現は困難で、途中からは全

体での振り返りではなく、少人数グループで振

り返りを行うなどを行った。 
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【エピソード：ボランティア学生を仲間に迎え入れた瞬間】 

振り返りの時間には KUPI 学生とメンター学生がその日の講義についての振り返りシー

トを記入していた。その振り返りシートはコーディネーターが教卓に準備しており、KUPI

学生の有志で各学生に配布する。KUPI 学生である T 君は振り返りシートの配布を担ってく

れていた有志の一人であった。 

 彼はある日の講義後に、それまで見たことがない学生が講義後も教室に残っていること

に気づいた。その学生とは、その日が初参加だったボランティア学生である。そのボラン

ティア学生の彼女は、初めての KUPI プログラムへの参加で緊張しており、それまでの授業

で既に関係が構築できていた学生らが楽しそうに会話する中で若干居心地悪そうにしてい

た。Ｔ君はそんな彼女の姿を感じてか、「君の名前は？」と声をかけ、振り返りシートを渡

した。また振り返りの時間も、たいてい一番前の席に座るＴ君がわざわざ後ろの席に移動

し、ボランティア学生の隣に座った。彼がボランティア学生に話した内容は彼が集めてい

るカードや、彼自身が出演予定のイベントの話ではあったが、ボランティア学生は自分も

KUPI プログラムの仲間に入れてもらえたようで大変嬉しかった。T 君は KUPI プログラム

に参加し始めて 4 年目のベテランであり、周りを見て行動する余裕があったのだと推察す

る。故によく他の KUPI 学生の授業態度や様子を見ており、時には注意喚起していた。本エ

ピソードは、ただ周りを見たり注意したりするだけでなく、孤立しているボランティア学

生に気づき、行動に移したという点で、彼の成長を感じる内容ではないだろうか。 

 

 

7 全体を通して 

 

【エピソード：自己表現の広がり】 

火曜日の授業が始まった当初、KUPI 学生、一般学生、メンター学生のお互いの緊張感が

あったこともあるが、KUPI への参加が１年目の IT 君はメンター学生などからの質問に対

しての返答は、基本的には「はい、いいえ」の二択が多く、会話のラリーが続かなかった。

しかし、鉄道や飛行機、ジャニーズのグループなど、彼の好きなもの、趣味を紙いっぱい

に書き出すことが得意で、その紙を手がかりに彼の好きなものについて知ることができ、

その後、回を重ねるごとに、趣味の話や家族で旅行に行ったというような話を授業の前後

や休憩中にしてくれることが増えた。火曜日授業の最終回では、ご家族の方から「こんな

に喋るようになったことが、家族全員驚いています」というお話もあり、KUPI、特に火曜

日は「気持ちの表現」から始まり、「自己紹介ラップづくり」「曲作り」を通して自分の気

持ちを言葉に出すことを体験したことが、会話での表現の広さを作るきっかけの一つにな

ったのではないかと考えられる。 

IT 君のように、多くの KUPI 学生は、火曜日の表現活動を通して自分の内面を豊かに表

現していくことができた。本章で紹介したそれぞれのエピソードは、火曜日のプログラム

の中で、KUPI 学生の内発的表現が促されたことを示している。ここまで、火曜日のプログ

ラムで見られた KUPI 学生の成長に焦点を当てて活動を紹介した。最後に、メンター学生の

立場から見た 3 つの課題を述べる。 
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【課題 1：人間関係の難しさ】 

KUPI には様々な学生が参加しているため、それに伴い人間関係も多様に展開される。

前年度以前から KUPI に参加している KUPI 学生同士でさらに関係性を発展させたり、職場

や学校など共通のコミュニティがある KUPI 学生同士でサポートし合ったりする姿が見ら

れた一方で、初めはなかなかなじめず一人で休み時間を過ごすことが多い今年度初参加の

KUPI 学生や、どうしてもそりが合わずメンター学生に相談したり愚痴を話したりする

KUPI 学生もいた。 

特に、今年度は参加する KUPI 学生の人数が歴代最多で再受講生も多かったため、初め

の時期は再受講生とそうでない KUPI 学生との間にどうしても壁があるように感じてい

た。具体的には、休み時間など授業の前後の時間、再受講生は再受講生同士やメンター学

生と会話が弾むが、初参加の学生は一人で暇をしているのではないかと思われる様子であ

ったり、再受講生も初参加の学生に積極的に話しかける姿はあまり見られなかったりし

た。我々メンター学生もそのような KUPI 学生たちをつなげられるよう動いたり話しかけ

たりしたが、前半は思ったように交流が生まれなかった。しかし、授業の回数を重ねるご

とに、KUPI 学生が再受講生も初参加の学生も関係なく交流する様子が見られるようにな

った。もちろんそこには共通の趣味やコミュニティがあることも挙げられるのだが、それ

以外の要因を二つ考える。 

一つは、他の人を巻き込む形の制作があったことである。たとえば、ある KUPI 学生の

制作は大人数で行いたいという思いがあったため、KUPI 学生も希望者は参加する形とな

った。そこに、初めは再受講生が参加したのだが、その様子に興味が湧いたのか、徐々に

初参加の KUPI 学生らも場を共にしたりするようになり、KUPI 学生同士の交流が多く生ま

れた。これらの交流が生まれたことももちろん意義があると考えるが、それぞれが参加し

たいものや見たいものに対して行動を起こしやすくなっている様子に当初との変化を感じ

た。また、もう一つの要因として、お土産の配布を考える。今年度で初めに行ったのはお

そらくベテランの KUPI 学生であったと記憶するが、その姿を見てか、どこかお出かけを

したあとにはお土産を配る KUPI 学生の姿が何度か見られるようになった。その際、お土

産は各自が取っていく形式ではなく一人一人に配っていくことがほとんどであったため、

普段話すことのない KUPI 学生同士であっても、「お土産どうそ」、「ありがとう」のや

り取りは最低限生まれ、そこから「どこに行ったの？」と会話が続く様子も見られた。お

土産を配ることでコミュニケーションが生まれ、それが発展しうることを実感した。 

 

【課題 2：人間関係に留まり学びにまでいってないこと】 

今年度の KUPI を通して、上述のように多様なコミュニケーションが見られた一方で、

人間関係ではトラブルもあった。KUPI にはたくさんの人がいるため、KUPI 学生には、し

んどくなったりしたら教室を出てもよいし、悩みや困りごとがあったらなんでも言ってほ

しいと繰り返し伝えられていた。そのため、たいていの場合は、教室から出て自衛したり

誰かしらに相談したりすることでトラブルにまではなっていなかったのだが、KUPI 学生

の中には自分の不満を言葉によって表現することを苦手とする学生も多く、その点に関し
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ては KUPI 学生にとっても、場を共有しサポートする我々にとっても課題が残るものとな

った。 

 具体的には、KUPI 学生が授業後に他学生に悪口を言うというトラブルがあった。不満

やストレスなどは多く抱いているのではないかと考えられる一方で、自分からそのことに

ついて我々に話すことも多くはなかった。そのような中で、授業後に上述のようなことが

あったと聞いた際には、メンター学生としてはコミュニケーションの不足と不十分さを感

じた。当該学生が直接行動に起こす前に直接冷静に言葉で伝えるには至っていなかったこ

と、また我々がより密にコミュニケーションを取ることで防止できたのでないかというこ

とに関しては、課題が残った。ただ、後日言葉による解決が行われたようなので、成長の

過程にあるのだと感じた。 

 

【課題 3：一般学生の葛藤の受けとめ】 

 火曜日の KUPI の大きな特徴の一つとして、メンター学生以外に一般学生が関わること

が挙げられる。それにより、相互に学びあうことができるが、難しさもあった。メンター

学生として関わる中で最も感じたのは、KUPI 学生が一般学生とメンター学生という 2 種

類の学生についてあまり理解していないということである。つまり、どの曜日にもメンタ

ー学生はいてなじみがあるため、火曜のみの一般学生のこともひとまとめにしてメンター

学生と呼んでいるのではないかということである。そのため、KUPI 学生が一般学生のこ

とを「一般学生」と呼ぶことはほとんどなく、KUPI 学生はおそらく意図していないのだ

が、一般学生に疎外感を感じさせてしまったことがあるのではないかと考える。 

 また、一般学生とメンター学生の明確な役割の違いというのはおそらく定義されていな

いため、お互いにどの部分を担えばよいのか戸惑う場面があった。実際に一般学生から

も、自分はどこまでサポートをして、どこまで自分として参加してよいのかわからないと

話してもらったことがある。一般学生自身もメンター学生自身も自分がどのように授業に

参加するかはそれぞれに委ねられている部分が大きいため、その点について悩んだり葛藤

したりする学生は多かったのではないかと感じる。 

 その一方で、一般学生、メンター学生が、KUPI での表現活動を楽しんでいたことも事実

である。「この授業が楽しい」という一般学生の声もあり、KUPI 学生の表現の豊かさに驚

いた学生や、KUPI 学生とともに創作する楽しさを実感した学生も見られた。今後は、一般

学生の葛藤を受けとめ、フォローするための工夫が必要である。 
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2）水曜日のプログラム「よりよく生きるための科学と文化」 

 

【水曜日プログラムの趣旨】 

 ・「よりよく生きるための科学と文化」を柱に、今期も人間と生活、社会、自然、文化と 

いった視点で構成した。 

・神戸大学の教育学、哲学、音楽学、自然科学、心理学、保健学、舞踏学、経済学などを 

専門にする教員による特別授業として実施する。（協力いただく教員とその授業内容に 

ついては別掲） 

 

【プログラムに取り組む基本スタンス】 

・KUPI での学びは、「神戸大学・学ぶ楽しみ発見プログラム」と名づけてるように、学生

が楽しく学べることを大切にする。 

・神戸大学の教員の協力を得て、大学での学びにふさわしく質的にレベルを落とすことな

く学べるように工夫する。つまり、むずかしいことを障害のある学生にもわかりやすく

教えてもらうこと。 

 

【授業をしていただくにあたっての留意事項】 

 ①一人 2 回連続の授業を基本とする。（都合により 1 回の場合もあり） 

 ②KUPI 学生が知的障害青年ということを配慮して、授業の進行はゆっくりとしたテンポ

を心がけること。内容的に少なくてよい。 

 ③授業するにあたってはシラバスを作成すること。シラバスは、KUPI 学生に配布するが

メンター学生など関係者の共通理解のツールでもあるため、この事業の資料としても

活用する。 

④KUPI 学生にわかりやすくするために、パワーポイントを使用するなど、視覚的にわか

りやすくする。（ただし、文字にルビを打つことは基本的には必要はない。）あわせて、

授業の資料をレジュメにして配布すること。簡単なものでよい。 

⑤専門用語や聞き慣れない言葉を使用する場合は、できるだけわかりやすく解説するな 

ど工夫をお願いしたい。 

⑥授業には基本、KUPI 学生 2～3 人に一人のメンター学生がつく。メンター学生は授業 

が理解しやすいように丁寧に支援するので、安心して協力を要請してほしい。 

 ⑦「新型コロナウイルス感染拡大防止のための神戸大学の活動制限指針」に従って、オ 

ンラインでの授業をする場合がある。その際には、ご協力をお願いする。 

 

【KUPI 学生をサポートする上で気を付けたこと】 

・授業前にコーディネーターが担当教員に授業の進め方を確認し、授業準備物を用意した。 

授業が始まる前にメンター学生に授業内容と流れを伝え共有した。 

・授業後のふり返りでは、コーディネーターが進行し、授業内容のポイントをふりかえり, 

メンター学生が入ったグループディスカッションのテーマを提起した。 

・ふり返りのテーマに沿って、グループディスカッションをし、発言しやすい環境をつく
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ると共に、発言内容を大きめの紙にメモするようにしてみんなで共有できるようにした。 

 

【水曜日プログラムの授業計画】 

（１）「人間の発達」 赤木 和重 准教授 

① 10 月５日  文字で遊んで学ぶ：「漢感伝」 漢字一文字から好きな食べ物を当

てよう 

② 10 月 1２日 文字で遊ぶ：糸電話 飛んで仮名文（カナブン） 

（２）「コンテンポラリーダンス体験」 ～なまえで踊ろう～ 関 典子 准教授 

  ① 10 月 19 日 全体とグループでのダンス「自分のなまえをモデルにダンスづく 

り」 

② 10 月 26 日 グループでのダンス 「録画したダンスをステップアップしよう」 

（３）「哲学」 稲原 美苗 准教授 

① 1１月２日  「人生ってなに？」 しあわせと思うときは？/しんどいと思うと

きは？ 

② 1１月９日  「人生ってなに？」 私たちは何のために生きているの？ 

（４）「私たちの人権としての社会保障」 井口 克郎 准教授 

① 11 月 16 日  憲法と社会保障制度について KUPI のゆるキャラを考える 

（5）「人間の発達と表現」 ～人はなぜ書くのか～ 川地 亜弥子 准教授 

① 11 月 30 日  作文の表現を読み解く 筆記具の歴史について学ぶ 

② 12 月 7 日   作文を書こう 読み合わせ、発表 

（6）「身体を動かそう！」 ～究極のスポーツ アルティメット～  喜屋武 享 助教 

① 1２月１4 日  アルティメットの紹介 実際に 3 チームに分かれての試合 

（7）「山と動物と私たち」   清野 未恵子 准教授 

① 1 月 11 日 野生動物について知る 野生動物の骨の標本、猪と鹿の足に触れる 

（8）「音楽表現活動を体験しよう！」 岡崎 香奈 准教授 

① 1 月１８日 好きな歌手、曲の紹介  トーンチャイムを演奏 

② ２月 1 日  楽器を使った音楽表現 「明日がある」の替え歌作詞 

（9）「生活を楽しむものづくり」神戸大学附属特別支援学校 柴田真砂代教諭、竹川幸介 

教諭 

① 12 月 21 日 「フェルトパンチャーをつかったポーチをつくろう」 

② 2 月 8 日  「フェルトパンチャーをつかったランチョンマットをつくろう」 

 

 

(1)「発達のフシギを学ぼう！」  

講師：赤木 和重准教授 

 

〈概要〉 

・赤ちゃんから大人への心の発達を学ぶ 

・相手の気持ちを考える 
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・自分の気持ちを表現する 

 

〈内容〉 

（１） 幼児のコミュニケーション能力はすごい！ 

 ポケモンのキャラクターを使ってお父さんと幼児が連想ゲームをしている動画を視聴し

た。幼児がヒントを出して、お父さんはそれがどのキャラクターかを当てるというもの。

正解があってないようなそんなゆるい出題だが、幼児が相手のリアクションを見ながら、

言葉のやりとりを楽しんでいる様子に驚かされた。 

 

（２） カンカンデン（漢感伝）：「私の好きな食べ物」 

 自分の好きな食べ物のヒントとなる漢字を一文字書き、それを当ててもらうグループワ

ークを行った。ヒントは３つ（漢字三文字）で、正解したら、出題者も回答者も点数がも

らえるゲーム。相手に伝わりやすい漢字を見つけるのに苦労していたが、発想豊かな楽し

いヒントも多く見られた。知識の詰め込みとしてとらえがちな漢字の学習も、相手に伝え

たい、わかってもらいたいと思いながら最適な漢字を思い起こしたり、調べたりすること

で能動的な学びを体験した。 

 

（３） 飛んで仮名文（カナブン）：「最近、楽しかったこと」「今の自分の気持ち」 

 ひらがな２〜5 文字のヒントで、相手が伝えたいことを想像して当てるゲーム。一文に

気持ちや情報を詰め込むことに頭を抱える KUPI 学生もいたが、試行錯誤しながら相手に

伝わるような文章を考えヒントを作成していた。 

 

（４） 絵本『あつかったら ぬげばいい』 

つらい時やしんどい時に、ふと心が暖かくなる絵本の紹介。「どの人もハッピーになれる○

○を！」ということで、「部屋がうるさかったら、○○すればいい」について具体的に意見

を出し合って検討した。「イヤホンをして音楽を聴いたらいい」「外へ出ればいい」などの

積極的に色々な意見が出された。 

 

（５） 糸電話を使ってみよう：部屋がうるさかったら糸電話で話せばいい！ 

糸電話を使って、飛んで仮名文をグループワークで行った。人数が多かったこともあり、

思うように聞こえないという意見もあったが、コップを通じて離れた相手の声がしっかり

聞き取れた時は「おぉ！聞こえた！」と嬉しそうな声も上がっていた。 

 

〈授業を振り返って〉 

 KUPI が始まってまだ日が浅いこともあり、全体的に少し緊張しているように感じられた

が、カンカンデンや飛んで仮名文などを通じてお互いのことを知ることができたように思

う。 

カンカンデンでは、漢字がどうしても思い浮かばないという場合には、短いひらがなの

言葉を用いるなどして工夫した。また、わからないけれども、どうしても漢字にこだわり



37 

 

たい場合にはメンター学生に質問したり、携帯で検索したりする姿も見られた。思い思い

に授業に取り組む姿は、授業で紹介された絵本『あつかったら ぬげばいい』に通じるも

のがあると感じた。 

飛んで仮名文では、なかなか正解が出なかったが、すでに知り合い同士だとすっと言い

当てられることもあり、驚きの歓声が上がる場面もあった。KUPI が終わる頃には相手の言

わんとすることがふとわかるようになっているかもしれない。正直、正解があるようでな

いようなクイズだが、その正解なるものを聞いた時、へぇ〜○○さんはそういう気持ちな

のね、ほぉ〜○○さんそういうことが好きなのねと感じることができ、なかなか面白いゲ

ームだと思った。 

このように、短い漢字や平仮名使って、自分の気持ちを伝えたり、相手の気持ちを考え

たりするというグループワークを通じて、学びの楽しさを体感できたように思う。「大学と

は、1 人で覚えるところではなく、一緒に考えるところ（たぶん）」という赤木先生の言葉

通り、知識のインプットではなく、共に考え共に学ぶことができるのか KUPI の魅力であ

り、それを体現する授業であった。 

 

 

（２）人間と表現「コンテンポラリーダンス体験～なまえで踊ろう～」  

講師：関 典子准教授 

 

〈テーマ〉コンテンポラリーダンスを用いて名前を表現する 

 

〈概 要〉 

・コンテンポラリーダンスとはどのようなものか 

・”KUPI”やみんなの名前の文字を元に振り付けをして、発表する 

 

〈内容・第 1 回〉 

（1）概要説明・コンテンポラリーダンスとは？ 

いつもと違う F164 の教室で、KUPI 学生とメンター学生は地べたに座りながら、パワーポ

イントを用いた関先生による説明を聞いていた。あぐら、三角座り、寝転がりなど体勢は

様々であったが、皆夢中になって先生の話を聞いていた。説明の中では、授業の内容や計

画を話した後、コンテンポラリーダンスを知る目的で関先生の『瀕死の白鳥』という作品

を鑑賞した。先生の作品を見ての KUPI 学生の感想は、「かっこよかった」、「色気があった」、

「白鳥なのに黒くて怖かった」という作品全体を通しての感想や、「バレエをやってるから

こそ出来るダンス」、「死を手のふるえで表しているのがすごかった」など細部に注目して

いるものもあったり、「コラボしたい」、「タップダンスしながらトロンボーンしたい」とい

ったコラボ案まで挙がっていた。また動画の内容に関してのクイズも出題された。「振り付

けの中で何という文字を描いているか」、そして「”SWAN”を、身体を使って空中に描いて

いるがどのようにして描いているか」というものだった。最初の問に関しては英語 4 文字

というヒントが出されていたため、KUPI 学生は皆思い思いの英単語を回答していた。そし
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て二つ目の質問に対しては、皆立ち上がって身体を大きく使いながら回答をしていた。 

 

（2）ウオーミングアップ 

円形に大きく広がった後、柔軟体操から始まった。柔軟体操の中では、開脚をして身体を

前に倒す動きがあり、HH さん、T さん、HY さんなどが 180°に開脚をしたまま、身体をべ

ったりと地面につけ、柔軟性を披露していた。その様子には、他の KUPI 生やメンター学生

からも驚きの声が上がっていた。 

身体を十分にほぐした後で、ダンスのウオーミングアップが始まった。内容は自分の名前

に関する文字を一字（ひらがな・カタカナ・アルファベットのいずれでも OK）を選び、好

きなように空中に描くというものであった。一人ずつ披露する形式だったため時間はかか

ったが、それぞれの個性があふれるパフォーマンスは見ていておもしろかった。手の指、

足の指で描く学生から、身体全体をフルに使って描く学生まで様々であった。 

 

（3）名前で踊ろう 

6 班に分かれて、ダンスの振り付けと発表を行った。振り付けの内容は、それぞれの名前

や”KUPI”をどのように描くかというものであった。 

 

①ほいほいチーム 

初めに MY さんと HH さんのペアダンスから始まった。「ラブラブ白鳥ダンス」と本人たち

は名付けていたが、笑いの絶えない、息の合ったダンスだった。次に MM さんが名前のロー

マ字表記を描くような形でダンスをした。何の文字を空中に描いているのかがはっきりと

伝わるようなダンスになっていた。最後に T 君が名前のイニシャルを描くように踊ってい

たが、とてもキレキレで表現したい気持ちが前面に伝わってくるようなパフォーマンスで

あった。 

 

②たかちゃんチーム 

先ほどのチームとは異なり全員で同じダンスをしていた。まずはメンバーそれぞれの名前

の文字を一文字ずつ空中に描くようなパフォーマンスで始まった。ジャンプ・両手・足な

ど様々な表現で文字を表していた。次に”KUPI”を一文字ずつ空中に描くようなダンスを

していた。ここではおしりも含めて、全身を使ったダンスとなっていた。 

 

③まやっほーチーム 

このチームも全員で同じダンスをする形式だが、スタートはタップダンスであった。足だ

けのダンスの次は、それぞれの名前から一文字ずつとって、それらを空中に描くような形

でダンスをしていた。このダンスは身体全体を使った大きなダンスとなっていた。最後に”

KUPI”を一文字ずつからだ全体を使って表現するダンスでパフォーマンスを終えた。 

 

④SY 君チーム 

このチームは一人一人ソロダンスを披露していた。皆名前を表現するダンスを披露してく
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れたが、IT 君は主に足を使った地面に大きく描くような形のダンス。SY 君は地面に寝転が

る振り付けもあり、身体全体を大きく使って表現するダンス。I さんは手の指で空中に描

くようなダンスをそれぞれ披露した。 

 

⑤HY さんチーム 

基本的にはチーム全体で同じダンスを踊る形であった。初めに HY さん、T さんが好きな嵐

のメンバー大野くんの名前を表現するダンスを披露した。身体全体を使ったダンスで大野

君にたいしての愛があふれるパフォーマンスとなっていた。そこに遅れたヒーローのよう

に登場した NR 君が自分の名前を様々な文字で表現していた。 

 

⑥若たか軍団 

このチームは 4 人班であったが、音が気になるという理由で参加しない KUPI 学生がいた

ため、M 君とメンター学生でのパフォーマンスとなった。後から聞いた話にはなるが、事

前の打ち合わせでは、昨年の流行語にもノミネートされたきつねダンスを踊る予定だった

そうだが、直前に音楽が変更されパルケエスパーニャの音楽に合わせて M 君が即興ダンス

を披露した。打ち合わせとは異なるダンスのため、メンター学生は食らいつくような形で

パフォーマンスを完成させていた。 

 

〈内容・第 2 回〉 

（1）前回の発表の振り返り 

第 1 回で各班が発表した際に動画を撮っていたため、その鑑賞を行い、振り返りをした 

 

（2）実演（関先生より、お礼のダンス） 

お礼のダンスとして、先生の方からダンスを披露していただいた。そのダンスの中でどの

ような文字を描いているかがクイズとして出題されていた。正解は”KUPI”であった。 

K=キック, U=アップ, P=ピルエット・パッセ, I=I の形、愛 

でそれぞれ表現されていた。 

 

（3）意見交換（関先生へのリクエスト、アドバイス） 

どんな風に踊るのか、何を使って書くのか、どんな色で書くのかなどのリクエストを KUPI

学生から出してもらい、先生がそのリクエストに応えるという形式で行われた。 

色鉛筆やクレヨン、真っ赤といったように要求通りのリクエストもあれば、アンパンマン

やピカチュウなどキャラクターのイメージに沿ったように踊るリクエストもあったが、全

てのリクエストに応えていただいた。 

 

（4）休憩 

ここで五分間の休憩をとったが、KUPI 生たちのほとんどは自らで音楽を流して踊っていた。 

ただこの音楽の音量や、皆が騒ぐ様子が気に入らない KUPI 学生も一定数いたようだった。 
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（5）ウオーミングアップ 

関先生がお礼として踊ってくださったダンスを、ウオーミングアップを兼ねてみんなで踊

った。 

 

（6）ダンスアレンジ、発表 

先ほど踊った関先生の KUPI のダンスをアレンジする形で、各チーム制作をした。 

身体全体を大きく使って KUPI を表現してくれた T 君 

世界のダンスがしたいと提案してくれ、タップ・マハラジャ・フラ・阿波踊りを振り付け

に盛り込んだ IM 君 

皆の前で関先生への愛を表現してくれた I さん 

チーム全員で息の合ったダンスを披露してくれた T 君チーム 

以上のように二回目の発表も各チーム個性があふれる結果となった。 

 

〈授業を振り返って〉 

①身体を動かす楽しさ 

身体を動かすプログラムは今年度の水曜日ではこの授業が初めてだったので、皆踊って

くれるのか、指示に従ってくれるのかといった不安が始まる前にはあったが、ウオーミン

グアップから KUPI 学生の大半はノリノリで踊り、関先生には休憩を設けていただいたが

まるで必要がないかのように、授業が終わるまで身体を動かし続けていた。 

ダンスの振り付けでは各班がどのように進行するのかと思っていたが、どの班も KUPI 学

生の中で引っ張る子が表れ、その子につられて皆が意見を出し合って制作をする形で比較

的スムーズに進行していたと感じた。 

 

②枠にはまらない面白さ 

ウオーミングアップで一人ずつ発表をするときやチームとなって発表をするときなど

には大きな制限はなく「自分の名前の文字を使って踊る」「”KUPI”を表現する」など抽象

的な課題が与えられていた。この抽象的な課題に対しては、肯定的な意見と否定的な意見

が自分の中にはある。これらを私が担当した班の KUPI 学生を例に挙げて説明をしたいと

思う。まず肯定的な意見としては、自由な発想が無限に広がっていくという点だ。IM 君は

1 回目の時から世界のダンスがしたいと言っていた。その時にはダンスはもう完成してお

り、時間もあまりなかったため、2 回目にやろうと言った。結果ほとんどのダンスは 2 回

目にやることになったが、タップダンスだけスタートに入れることになった。この世界の

ダンスは適当に思いついたものを挙げているわけではなく、できるだけ地域が被らないよ

うに考えられていた。こういった KUPI 学生の発想にはいつも驚かされる。 

ただ否定的な意見としては、何を考えて良いのか分からなくなるということだ。私の担当

した NT くんは、普段から答えが多く存在する質問にはなかなか答えてくれない。そのため

二択で少しずつ絞っていくことが多い。今回の振り付けの際も「どのような振り付けをし

たいか」という質問には「うん」というのみで回答がなかった。そこでウオーミングアッ

プでやっていたダンスをするかと聞いたところ。「うん」との返事があったため振り付けに
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入れることにした。（”No”と返事をすることもほとんどないのだが） 

 

③皆が楽しく活動をするために 

ダンスの授業は概ね成功かと思われたが、数人ほど見学をしていた KUPI 学生がいた。理

由としては目立っている KUPI 学生に対しての不信感や、皆が使用する音楽のうるささ、テ

ンションが高くなった皆の騒ぎようなどが挙がっていた。本当の理由かどうかは定かでは

ないが、それでも聴覚障害をもち、補聴器を付けている人にとってはかなり気になるよう

だ。自分が活動をしているときは同様の音量でも訴えてこないなど、場面にもよるため難

しい問題ではあるが、より多くの KUPI 学生が楽しめるためには配慮しなければならない

問題である。 

 

 

(3)「人生ってなに？」  

講師：稲原 美苗准教授 

 

〈テーマ〉「人生」について考える 

 

〈概要〉 

・人生について、対話やアートを通して考えよう。 

・「幸せ/しんどいって思うのはどんな時？」グループで対話しよう 

・将来の夢と暮らしをアートで表現しよう 

 

〈内容・第 1 回〉 

「幸せ/しんどいって思うのはどんな時？」 

 

(1)哲学って何？ 

 始めに、哲学の意義について学んだ。哲学では、人が幸せに生きるために必要なことは

何かを問い、探究する。問いについて自分で考え、また他者との対話を通して深めること

で、納得しうる答えをつくりだし、一人ひとりの人生や社会や世界をより良いものにしよ

うと試みるのである。 

 

(2)人生って何？ 

 2 回の授業を通して探究するテーマは、「人生」である。ソクラテスとシェイクスピアの

人生にまつわる格言が紹介された。特に、ソクラテスの『人生とは選択の連続である』と

いう言葉が印象深いという学生が多くいた。仕事や KUPI での学びなど、自分の人生におけ

る選択を振り返っている様子だった。 

 

(3)幸せ/しんどいって思うのはどんな時？ 

 「幸せだと思うとき」「しんどいと思うとき」についてそれぞれ考えたことをカードに書
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き、グループで意見を交換した。はじめは思いつかないと言っていた学生も、他の人の考

えを聞き、ゆっくりと語り合うなかで、自分も同じだ！そういえばそんなこともあるな。

と自身の体験や感情を再認識していた。 

 

〈内容・第２回〉 

 「私たちは何のために生きているの？」 

 

(1)何のために生きているの？ 

仕事や人間関係がうまくいかないとき、壁にぶつかったときに、人は「自分は何のために

生きているのだろうか」と人生を見つめ直す。生きる目的となるのは夢である。誰のもの

でもない、自分の夢を持つことで、出会いや出来事に意味や価値を見出し、なりたい自分

になるために人生をかたちづくることができる。 

 

(2)夢とは何か？ 

 夢とは、将来実現したいこと、目標、希望である。自分らしい人生を歩むために、夢を

持つことは大切だ。私たちは様々な夢を持っているが、それらは永遠に変わらない物なの

だろうか、また必ず実現できるものなのだろうか。何にしろ、夢を持つことで人生は前進

し、自分の人生を歩むことができるようになる。自分の人生を歩むために必要なのは夢で

あるから、夢を持って生きよう。というメッセージを受け取った。 

 

(3)将来を考える。理想の家のアートワークから 

理想の家をデザインするワークを通して、将来どんな暮らしをしたいかについて考えた。 

学生たちは、大きな家の枠が書かれた画用紙の上に、一緒に暮らしたい人や住みたい場所、

欲しい家具や理想の生活の様子などをイラストや文字で思い思いに表現した。目に見えな

い将来の暮らしを想像することに戸惑う学生もいたが、好きなものや好きなことをふんだ

んに織り込んで、それぞれの個性あふれる理想の家を描いていた。 

 

〈授業を振り返って〉 

(1)対話を通して考えること 

 哲学と言うと、何か小難しく学びにくい学問であるような印象を受ける。しかし、生き

ていくなかで問いを持ち、自分の頭で考え、価値や答えを見つけ出すことは、人生を主体

的に、豊かに生きるために大切だ。哲学はすべての人とって切実な学問だと言えるだろう。 

それにしても、人生や生きる意味というテーマは壮大かつ抽象的で難しい。一人で悶々と

考えていても、納得する答えにはたどり着けないかもしれない。そんな時こそ、自分の意

見を伝えたり誰かの意見を聞いたりして、いろいろな視点から考えを広げ、深めることが

大切なのではないだろうか。また、対話しながら問いについて探求するという知的な営み

こそが哲学である。学生たちはグループワークをしながら難解で手が届かないように感じ

る哲学の本質に触れていたのだと思う。 
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(2)「家」を通して自分の人生を考える 

 何のために生きたいか、どのように生きたいかという問いは、主体的な人生を歩むため

に重要であり、またふわふわとして掴みづらい問いでもある。「家」という具体的なものに、

夢や理想を落とし込むことで、自己を理解し、自分がどのように生きたいかを少しでも明

確にすることができたと考える。 

KUPI 学生は、それぞれ好きなことや得意なことが強くあり、それらを表現する力を持って

いると感じる。ワークでも、好きなアイドルやキャラクターとの暮らしや、好きなものや

趣味に没頭できる環境を夢見て描いていた。好きなものや生きがいは、自分らしく豊かに

楽しく生きていくための活力になるだろう。 

また、「手話ができるパートナーと暮らしたい」「人が少ないところで暮らしたい」「落ち

込んだときに一人になれる部屋が欲しい」など、目に見えるヒトやモノ以外を想像する学

生もいた。このような願いは、自分を知ることによって生まれると考える。自分の強みや

弱みを理解し、自分とは何か、自分らしく生きるために必要なものは何かを考えることで、

主体的に人生をつくることができるようになるのではないだろうか。 

 

 

(4)「私たちの人権としての社会保障」  

講師：井口 克郎准教授 

 

〈概要〉 

・日本国憲法と社会保障 

・社会保障を劣化・解体しようとする近年の政府 

・社会保障を守り、発展させよう！ 

 

〈内容〉 

(1)日本国憲法と社会保障について学ぶ。 

 日本国憲法第 25 条には、「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を

有する。」と記されており、私たちには「健康で文化的な人間らしい生活」を営むことは私

たちの権利であり、国にはそのために社会保障などをよりよいものに向上していく義務が

あるということを学んだ。また社会保障制度の例として年金、生活保護、医療・介護保障、

そして障害者福祉が挙げられた。次に、現在起きている社会保障に関する様々な問題が制

度ごとに取り上げられた。たとえば、障害者福祉サービスは低所得の利用者からもサービ

ス利用料を多く取るようになったため、当事者たちが行政を相手に裁判を起こし、制度を

改善させたということが取り上げられていた。最後に、人間らしい生活を実現するために

は、より多くの人が社会に対して声を上げていくことが重要であるということが述べられ

た。 

 井口先生は憲法や社会保障といった専門語句が多く出てくるような話を、KUPI 学生にと

って分かりやすい言葉を用いながら説明してくださった。KUPI 学生にとっては難しい内容

ではあったが、レジュメに線を引いたり、熱心にノートにメモをとったりする姿が見られ
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た。一方で、内容の難しさゆえに居眠りしてしまったり、あまり理解できないためボーっ

としている KUPI 学生もいた。メンター学生はそのような KUPI 学生をどのようにサポート

したらよいか分からず、戸惑うことがあった。より具体的で、KUPI 学生にとって身近な例

を挙げながら彼らの理解を促していくことが必要だと感じた。しかし、社会保障は彼らの

生活に大きく関わるものであるため、社会保障制度や制度が抱える問題について知る機会

は非常に重要だったと思う。 

 

(2)KUPI のマスコットキャラクターを作ってみよう！ 

 より多くの人に社会保障に関心を持ってもらい、楽しみながら社会保障に関する運動に

参加してもらうことが大切であるため、社会保障を広めるためのゆるキャラ「健康で文化

的な生活ケン くらしー」が井口先生のゼミで作られたという話につながった。そして、

KUPI 学生は KUPI のマスコットキャラクターのデザインを各自考え、紙に描いた。デザイ

ンはパンダや猫、うさぎといった動物がモチーフになったものが多かったが、自分の好き

な食べ物やキャラクターをモチーフにしている KUPI 学生もいて、各々の「らしさ」が詰ま

った作品になっていた。実際に KUPI のマスコットキャラクターとして用いたいものばか

りであり、発表の際は大きな盛り上がりを見せた。 

 KUPI 学生の中には、マスコットキャラクターをなぜ作る必要があるのか理解できず、な

かなか作業に気が進まない人もいた。これは「社会保障運動では、多くの人たちが出会い、

輪が広がっていきます。楽しみながらやるのがとても大事です」という井口先生のメッセ

ージと「マスコットキャラクターが輪を広げる役割を果たす」ということを結び付けて考

えられなかったからであると考えられる。「なぜこの活動を行うのか？」という活動目的を

KUPI 学生に明確に示しておくことの重要性を感じた。 

 

【KUPI 学生が作成したマスコットキャラクター（一部）】 

 

 

(3)「健康で文化的な、人間らしい生活」を送るためには何が大切だろう？ 

 振り返りの時間には、KUPI 学生とメンター学生がグループに分かれ、「健康で文化的な、

人間らしい生活を送るために必要なもの」について話し合った。KUPI 学生の解答は実に多

様であり、スマホ、家族、社会保障、仕事といった多くの人に共通するものから、恐怖や

自由などの深い解答もあり、非常に興味深かった。 
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KUPI 学生は「人間らしい」生活という部分を難

しく感じていたようだが、適宜メンター学生が

「生きていくために絶対欲しいものって何？」

「普段の生活で大切なものは何？」など問いかけ

方を工夫することによって、KUPI 学生の発言を引

き出していた。KUPI 学生にとっては自分の生活を

見直し、「人間らしい生活」を送るためには多くの

ものが必要であることに気づけたようである。 

 

 

(5)「人間の発達と表現 人はなぜ書くのか①②」   

講師：川地 亜弥子准教授 

 

＜授業内容と授業日程＞ 

①自分が書きたいお題を見つけよう！（11/30） 

②自分の書きたい内容を自由に書こう！（12/7） 

 

＜テーマ＞ 

書きたいことを、書きたいように、書きたいだけ書く 

 

＜主な取り組み＞ 

第一回：作文とは何か、石盤と石筆の体験、書きたいお題を考える 

第二回：作文の作成、グループに分かれて作文の発表、代表者が全体で発表 

 

＜第一回＞ 

内容 

 

①川地先生の自己紹介 

川地先生が「私は〇〇です。」という形式の「私は」作文で自己紹介を行いました。 

 

②作文をする上で大切な考え方を勉強 

作文をする上では「書きたいことを、書きたいように、書きたいだけ書くこと」が大切

でありテーマも長さも自由です。そして作文は書いたら終わりではなく、書いた文章を

発表し話し合うことが大切になってきます。 

 

③書く道具の変化について勉強 

昔は文房具として石盤や石筆といった石でできた文房具を使用していました。実際に川

地先生が石盤や石筆を持ってきてくれたのでそれを使って文字を書いてみました。KUPI
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生の多くは石盤に自分の名前を書いていました。 

 

④自分が書きたいお題を見つける 

自分が作文で書きたいお題について考えてみました。「コロナが落ち着いたらしたいこ

と」について書きたい生徒もいましたし、「自分の趣味」について書こうとする生徒もい

ました。 

 

振り返り 

 

振り返りの時間に「私は文章を書くのが」に続く内容を KUPI 生に考えてもらいま

した。Y 君は「私は文章を書くのが好き」という意見を持っており、その理由とし

ては、普段は言いづらいことを文字として伝えられるからと答えてくれました。O

さんは「私は文章を書くのが好きな時もあるし嫌いな時もある」という意見を持

っており、その理由としては難しいお題の作文は書きにくいからと答えてくれま

した。全体的には文章を書くのが好きと答えた KUPI 生が多かったです。 

 

＜第二回＞ 

内容 

 

①作文の作成 

自由なテーマのもと、みんなが思い思いの作文を作りました。そして、皆の前で読んで

も良いよ!と言う人は四角の中に○を、是非読んで欲しい!と言う人は四角の中に◎を記

入してもらいました。KUPI 生のみんなが進んで○や◎を入れているのをみて非常にびっ

くりしました。 

 

②作文の発表 

3 つのグループに分かれてそれぞれの作文を発表しました。作文を発表した後、質問タ

イムを設けました。 

 

③代表者が全体で発表 

グループに分かれて発表した後、I さんが代表してみんなの前で作文を読んでくれまし

た。I さんはすごい堂々と発表されていたのでとてもかっこいいなと思いました。 

 

④秋田大学からのお客様の感想 

この日、KUPI の授業を見学したいということで秋田大学から 2 名のお客様が来られてい

ました。授業を見学した感想として「KUPI 生の学ぶ姿が良かった」とおっしゃっていま

した。 
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＜第一回の授業風景＞ 

・指導の様子              ・書きたいお題の発表 

 

 

＜第二回の授業風景＞ 

・グループに分かれて発表        ・全体で発表 

 
 

・授業見学に来られた方の感想  
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(6)「身体を動かそう！」〜究極のスポーツ アルティメット〜   

講師：喜屋武 享助教 

 

＜概要＞ 

コートの中でフライングディスクをパスして運び、コート両端のエンドゾーンでキャッ

チできれば得点が入るという 7 人制チームスポーツ『アルティメット』を実際に体験した。 

 

＜授業の様子＞ 

昨年に引き続き、本年も水曜プログラムに喜屋武先生が登場。まずは、いつも率先してみ

んなの前に立ってくれる T くんの先導でちょっぴり斬新な(?)準備運動をし、その後いく

つかのグループに分かれてフライングディスクのパ

ス練習をおこなった。フライングディスク経験者の

KUPI 学生はもちろん、初めてディスクに触る KUPI

学生もあっという間に慣れた手つきで自由自在にパ

スを飛ばせるようになり、メンター学生の方が苦戦

する場面もあった。また、相手の名前を呼んでから

パスを出すことで、これまでの授業の中でまだ接す

る機会のなかった KUPI 学生やメンター学生との新

たな交流も生まれ、心も身体も温めることができた。 

次に、フライングディスクを使ったドッヂボールで

ある『ドッヂビー』をおこない、チームスポーツの感覚を思い出した。大学教員からの「ど

のようにして２チームに分かれるか」という問いかけに対し、KUPI 学生から「一列に並び、

奇数と偶数の順番の人でチーム分けをする」という意見が飛び出した。なぜか人数に偏り

は出たものの、無事 KUPI 学生とメンター学生が入り混じった２チームに分かれることが

でき、『ドッヂビー』を何戦かおこなった。試合の途中で次々とディスクが投入され、各戦

とも最終的には計 3 枚のディスクで戦うこととなり、コート内は大パニックになりつつも

とても盛り上がった。また、内野と外野の行き来などのルールを KUPI 学生同士で適宜教え

合う姿や、まだ試合の中でディスクを投げていない人に自分が取ったディスクを渡す KUPI

学生の姿など、随所に KUPI 学生の優しさや思いやりが感じられる時間であった。 

授業の後半は、いよいよ『アルティメット』の時

間である。事前に大学教員から「ルールや試合の

様子などの動画を観る」という予習課題が出され

ていたが、授業内でもあらためて動画を観ながら、

全員でルールや競技の歴史などを学んだ。そして、

『アルティメット』は１チーム７人でおこなうた

め、『ドッヂビー』とはチームを組み替えて今回は

7〜８人ずつの３つのチームに分かれた後、「チー

ム名を決めたい！」という KUPI 学生からの提案

を受け、各チームに分かれてチーム名を考えた。

準備運動の様子（！）  

ルールを学ぶ姿は真剣そのもの  
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その結果、〈Dr.大野〉〈ナンバーワンチーム〉〈チキチキホークスタイガースマシーン〉と

いう、KUPI 生の好きなものや思いがたくさん詰め込まれた個性豊かな３チームが誕生した。 

「習うより慣れろ」ということで、何はともあれ

まずは実際に試合をしてみることに。まずは〈Dr.

大野〉対〈ナンバーワンチーム〉が対戦し、〈チキ

チキホークスタイガースマシーン〉が見学しなが

ら、全員でルールを覚えていった。攻守交代が激

しいゲームではあったが、大学教員やメンター学

生からのサポートもあり、KUPI 学生はあっという

間にルールを覚えることができた。さらに、勝つ

ために作戦を立てたり、『ドッヂビー』と同じよう

にディスクを他の KUPI 学生に譲ったりと、それ

ぞれのやり方で『アルティメット』に参加し、冬

の夜とは思えないほど熱気に包まれた 90 分となった。 

授業後の振り返りでは「楽しかった」といった感想が多く聞かれたほか、「運動が好き」

「普段から運動している」と話す KUPI 学生もいた。あらためて身体を動かすことの楽しさ

を実感するとともに、KUPI 学生同士の仲も深まったようであった。 

 

 

（7）「山と動物と私たち」  

講師：清野 未恵子准教授 

 

〈概要〉 

・どんな野生動物を知っているかについて話してみよう。 

・日本、私たちの住んでいる地域にはどんな野生動物が住んでいるか考えてみよう。 

・野生動物たちはどんな暮らしをしているか、シカやアライグマを事例に考えてみよう。 

 

〈授業の様子〉 

1.どんな野生動物が兵庫県に住んでいるか考えてみよう。 

 「野生動物ってどんなの？」という清野先生の問いかけ

から授業が始まり、KUPI 学生は兵庫県に住んでいる野生動

物の種類を順番に答えていった。シカ、イノシシ、タヌキ、

クマ、アライグマ、コウノトリなどたくさんの動物の種類

が出てきた。動物の写真や暗視カメラで撮られた動画が映

し出されると、「すごい」「どうやって動画を撮ったのかな」

と食い入るように見ていた。中には、動物の知識を披露したり、実際に職場で野生動物を

見た経験を話したりする KUPI 学生もいた。野生動物が私たちが暮らす地域に多く住んで

おり、意外と身近な存在であることを学んだ。 

 KUPI 学生は清野先生から指名されて解答していくという流れになっていたが、自分の番

いくで〜！  
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が待ちきれず挙手して発言したり、他の人の発表の合間を見つけて発言したりと積極的に

授業に参加する様子が見られた。テーマが「兵庫県に住んでいる野生動物」という KUPI 学

生にとって身近なことであったため、発言が活発な授業になったと考えられる。 

 

2.野生動物の頭蓋標本やイノシシ、シカの足を観察しよう。 

 先ほどの活動で挙げられていた野生動物のうち、いくつかの動物の頭蓋標本が机に並べ

られた。KUPI 学生は標本を見ながら、「どの動物の骨だろう？」「この足跡はどの動物のも

のだろう？」「この２つの動物の骨の違いは何だろう？」といった清野先生から出される問

題に対して、真剣に考える様子が見られた。また、イノシシやシカの足を観察する際には、

触ったり、写真を撮ったりして楽しんでいた。標本は非常にリアルなものが多く、怖がる

人も多いのではないかとメンター学生は心配していたが、その心配は杞憂に終わった。ほ

とんどの KUPI 学生が怖がることもなく興味津々で標本を観察していた。一方で、「触るの

は嫌や」と少し距離をとって他の KUPI 学生が楽しむ様子を見守る人もいた。 

 実際に標本を目にしたことで KUPI 学生の興味関心は

高まり、熱心に観察したり質問をしたりする姿がよく見

られた。ただし、触ってはいけない標本があることや丁

重に扱わなければならないことを清野先生やメンター学

生が述べていたが、少し乱雑に扱う様子も見られたため、

もう少し標本の扱いについては KUPI 学生にしっかりと

説明しておくべきだったということが反省点として挙げ

られた。 

 

3.グループに分かれて、シカとアライグマの頭蓋骨の標本を観察しよう。 

 グループに分かれ、シカとアライグマの頭蓋標本を観察した。2 つ

の骨を見比べながら、歯の形や並び方、大きさの違いについて話し合

った。KUPI 学生は特に歯の並び方が違うことに関心を持っており、

その違いは食べるものの違いから生じていることを知ると「面白い」

と話していた。 

 2 種類の動物の標本を見比べることにより、野生動物の体のつくり

の違いに気づき、生態への理解を深めることができた。 

 

4.暗視カメラを使ってみよう。 

 野生動物の撮影に用いられる暗視カメラを使い、「野生動物を撮影するためにはどのよ

うな角度でカメラを置いたら良いか」を考えて、教室内にカメラを設置した。KUPI 学生と

メンター学生が野生動物になりきり、上手に動画に収められるよう話し合いながらカメラ

の位置を決めていった。撮影した映像を見てみると、カメラを近くに置きすぎて身長の高

い人は足しか見えないなど思った通りの撮影をすることは非常に難しく、細かな調整を加

えながら取り組んだ。 

 カメラを気に入った KUPI 学生が多く、何度も撮影を行ったり、手から離さなかったりす
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る様子が見られた。また、撮影した動画を全体の前でスクリーンに映し出したのだが、そ

の際に自分がうつっていることを嫌がる人もいた。 

 全体的に賑やかな授業であったため、他のグループが盛り上がる声や周りの人々が歩き

回る音が気になって授業に集中できなかったと話す KUPI 学生もいた。KUPI 学生からの発

言が多く、活発な授業になることは望ましいが、先生やメンター学生の声が聞き取りにく

くなるという問題も生じてしまうというジレンマがあった。 

 

 

(8) 音楽する人間 —音楽表現活動を体験しよう—   

講師：岡崎 香奈准教授 

 

＜概要＞ 

1（1/18）  

まず最初におこなった自己紹介では、一人ずつ好きなアーティストや音楽について紹介

した。その後、KUPI 学生 10 名ほどが教室の中心で円形に座り、トーンチャイムの音を “パ

ス”しあう『トーンキャッチ』をおこなった。さらに、教室の前方に一列で並び、メンタ

ー学生や KUPI 学生の指揮に合わせてトーンチャイムを演奏することや、大学教員やメン

ター学生の演奏に合わせて『Over the Rainbow』をトーンチャイムやツリーチャイムで演

奏することを通して、音楽表現活動を体験した。 

2（2/1） 

授業の前半は、前回同様に希望者が円形に座り、大学教員とともにさまざまな楽器を用い

て自由即興演奏を楽しんだ。後半は、『明日があるさ』という楽曲の替え歌を個人やグルー

プで作成し、大学教員の伴奏に合わせてメンター学生と共に歌いながら他の KUPI 学生ら

にシェアした。 

 

＜授業の様子＞ 

1/18 

昨年同様に、まずは自分の好きな音楽を大学教員や他の KUPI 学生らに「シェア」する活

動から授業が始まった。大学教員と音楽の趣味が合って話が盛り上がる KUPI 学生もいれ

ば、大学教員に好きなアーティストについて熱弁を振るう KUPI 学生もおり、それぞれの普

段とは違った一面が垣間見ることができた。 

『トーンキャッチ』の活動では、五音音階の組み合わせに設定されたトーンチャイムを

KUPI 学生やメンター学生がそれぞれ１本ずつ持ち、誰かに向けて鳴らすことで音を“パス”

し、 “パス”された人がまた誰かに向けてトーンチャイムを鳴らすことで音を“パス”

していった。「次は自分に“パス”が回ってくるかもしれない」というドキドキ感の中で、

他者の動きや音に集中する KUPI 学生の姿がみられた。また、複数の KUPI 学生が一人のメ

ンター学生に対し“パス”を返し続けたことで、笑いが起こる場面もあり、集中を持続さ

せつつも和気あいあいとしたひとときとなった。 
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次に、ブルース音階の組み合わせに設定されたト

ーンチャイムを持った KUPI学生が教室の前方に一

列に並ぶと、大学教員の伴奏に乗せて、指揮者役の

メンター学生や KUPI 生の Tくんから出された合図

に従ってトーンチャイムを演奏した。こちらもい

つ誰に合図が送られるかはわからないため、トー

ンチャイムを持つ KUPI学生らは指揮者に集中しつ

つも、即興で展開されていく音楽を楽しんでいる

様子であった。また、演奏が終わると、演奏を聴

いていた他の KUPI 学生らからは自然と拍手が湧

き起こり、あたたかい空気感に包まれた。 

授業の最後には、ドレミファソラシドの順にト

ーンチャイムを持ち替え、大学教員のピアノやメ

ンター学生のチェロと共に『Over the Rainbow』

を合奏することに。楽曲の最初と最後はトーンチ

ャイムを 2 回ずつ順番に鳴らし、中間部では M 君

がツリーチャイムでソロを担当するというサンド

イッチのような構造で演奏をおこなった。緩やか

なテンポの楽曲に合わせて 2 回ずつトーンチャイ

ムを鳴らすというのは比較的難易度が高いもの

であるが、KUPI 学生は最後まで気を抜くことなく

指揮者に集中し、2 回ほどの練習ですぐに演奏できるようになった。KUPI 学生が持つ集中

力の高さや、「すぐにできるようになる」という彼らのポテンシャルの高さが垣間見える授

業となった。 

 一方で、授業中に少し嫌な思いをしてしまった

KUPI 学生が数名いたため、授業後の振り返りの時

間を一部使い、彼らが意見をぶつけ合う時間が設

けられた。自分の気持ちを相手に伝えることが苦

手であった彼らが、この日はそれぞれの言葉で自

分の気持ちや相手への要望を伝えることができ

ており、昨年とは大きく変化した姿があった。こ

の変化は、KUPI のプログラムの中でさまざまなこ

とを言語化し、他者と共有するという経験を積ん

できたことも理由のひとつではないだろうか。 

 

 

 

 

 

誰に“パス”しようかな  

M 君のソロ 

演奏の様子  
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2/1 

授業前半は自由即興演奏を体験した。10 名程度の KUPI 学生がさまざまな楽器の中から思

い思いの楽器を手に取って 1 回目の授業と同じように円形に着席すると、まずは一人ずつ

自分の選んだ楽器で音を鳴らして「楽器紹介」を

おこなった。カスタネットやタンバリン、1 回目

の授業で用いたトーンチャイムのほか、T 君が選

んだカホンや IM 君が選んだチャフチャス、果物

や野菜の形を模したシェイカーなど、珍しい楽器

も多く登場した。一通り楽器紹介が終わると、今

度は円形のまま「右（左）の人が楽器を鳴らした

ら、すぐに自分の楽器の音を鳴らす」という瞬発

力が問われるゲームのような活動に移行した。最

初は戸惑う KUPI 学生がいたものの、何回かやっ

ていくうちに KUPI 学生の瞬発力が磨かれていき、最後は「タタタタッ」とスムーズに音が

円を一周し、周囲から「おお〜！」という声が上がった。その後、メンター学生と共に自

由即興演奏をおこない、楽譜も打ち合わせもない、その場限りの音楽を作り上げた。参加

した KUPI 学生からは「心が癒されて最高だった」という感想があった。 

授業後半は楽器を置いてグループワークをおこない、ワークシートを用いて『明日がある

さ』という既成曲の替え歌を作った。まずは「明日がある 明日がある 明日があるさ」に

つながる歌詞を KUPI 学生それぞれが作り、「もっ

とピアノが上手になりたいな いつかきっとでき

るだろう」「職場の僕と〇〇くん 指導員に怒られ

ふたりとも落ち込んだ」といった個性豊かな作品

が出来上がった。その後、3〜4 人ずつのグループ

に分かれて、それぞれが作った歌詞を繋げたり新

たな歌詞を考えたりしてグループの替え歌を考え、

歌が得意なメンター学生に歌ってもらうことで発

表をおこなった。以下に、各グループの替え歌を

紹介する。 

 

「ピアノをしたり、りょこうやかいがいにいきたいな あし〜たがある。 あし〜たがある。

あし〜たがあ〜る〜さ。」 

「仕事終わりに KUPI へ行き、みな〜で勉強頑張るぞ〜。 あし〜たがある。 あし〜たがあ

る。あし〜たがあ〜る〜さ。」 

「さいきんやってるのはポイント活動 おおのくんはやくけっこんして ドラえもんとけっ

こんしてキスしたい ことしもホークス優勝だ！！」 

「くぴーももうすぐおわりだよ たのしいこともたくさんあった べんきょうした ともだ

ちできた ゆめーをかなえるくぴー」 

「KUPI の自分のダンス〜で 自己表現で踊れてさいこーだ あし〜たがある。KUPI と嵐み

替え歌ワークシート  

自由即興演奏の様子  
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んなでダンスしよ〜！！」 

「KUPI でリアルを手に入れる その力を己の成長にする証 しごとがある・こどもをみる 

いそがしいけど KUPI がすき」 

 

KUPIに対する思いを歌詞に乗せたグループが多

く、あらためて KUPI 学生にとって KUPI がいかに

大きな存在であるかを再認識させられた。また、

自分たちが考えた歌詞を歌ってくれるメンター

学生の歌をじっと聴いているグループや、メンタ

ー学生とともに歌って発表してくれたグループ

もあり、どの KUPI 学生もその表情は心なしか誇

らしげであった。 

2 回の授業ともに、大学教員から「やりたくない

人は無理をしないで、やりたいと思った時にやっ

てくださいね」という声がけはあった。しかし、楽

器活動に参加したい気持ちはあるものの一歩踏み出せない KUPI 学生を見つけて声をかけ

ていた MM さんや HK さんらのおかげもあり、ほとんどの KUPI 学生が授業内で楽器に触れ

ることができた。「すべての音が正解」「不正解は無い」ということが特徴の即興演奏は KUPI

学生にとってもメンター学生にとってもかなり新鮮だったようであるが、2 回の授業を通

してそれぞれが自己表現することの楽しさをあらためて感じていた様子であった。 

 

 

（９）「生活を楽しむものづくり①②」 

特別外部講師：柴田真砂代、竹川幸介(神戸大学附属特別支援学校教諭) 

 

＜テーマ＞ 

「生活を楽しむものづくり」 

 

＜概要＞ 

第１回：フェルトを使った織物でマイポーチをつくろう 

・マイポーチ作り 

・マイランチョンマットデザイン画づくり 

第２回：フェルトパンチャーをつかったマイランチョンマットをつくろう 

・前回の授業の続き(ポーチの仕上げ) 

・ミニランチョンマットづくり 

 

 

 

 

悩むな〜、どうしようかな〜  
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〇第 1 回 

＜内容・授業の様子＞ 

はじめに講師の方から自己紹介があり、活動の手

順を説明していただいた。その後マイポーチづくり

の活動に入り、①すでに縦に切り込みが入っている

フェルトに、ひもフェルト・毛糸・リボンなどの横糸

を自分で選んで通していく、②横糸を通す作業が終

わったら、両端を講師にミシンがけしてもらい糸の

始末をする、③できたフェルトおりを両面テープで

ポーチに貼り付けて完成という手順で行った。ポー

チができた人は次回の活動で作るランチョンマットのデザインを描く活動に移った。 

KUPI 学生は自分で好きな色や素材の横糸を選ぶ

のがとても楽しそうで、ある人は色味の違った青で

統一したり、ある人はカラフルにしたりシンプルに

したりと様々で、それぞれの個性が表れていた。縦

に切り込みが入っているフェルトにひもフェルト、

毛糸、リボンなどの横糸を通していくのが難しそう

で、苦戦している人も何人かいたので、メンター学

生がサポートをしている様子が見られた。それぞれ

自分の作業に集中しており自分の作品ができるこ

とへのワクワク感が感じられた。 

 

＜振り返りから＞ 

KUPI 学生からは「フェルトに横糸を通すのが難しかった」という感想が多く見られたが、

それでも「楽しかった！」という感想がとても多かった。また、「ポーチには○○を入れた

い」や「△△の時に使いたい」などと作った作品を活用しようと考えている KUPI 学生も見

られた。 

 

〇第２回 

＜内容・授業の様子＞ 

前回のポーチづくりがまだ終わっていない人はポ

ーチづくりから取り組み、ポーチづくりが終わった

らミニランチョンマットづくりに入った。作業は①

前回の授業で考えたデザイン画をもとにフェルトに

絵を写し、フェルトを切る、②スポンジのような土台

の上にミニランチョンマットをのせ、その上に切っ

たフェルトを置いて、フェルトの部分を針(フェルト

パンチャー)で刺しミニランチョンマットとフェル

トをくっつけるという手順で行った。針でフェルト
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とランチョンマットを刺すときはまっすぐ折れないように気を付けながら針をさし込むこ

とを意識したが、もし折れたとしても替えがあるので安心して取り組めた。 

前回の授業の終わり具合が人によって異なっていたので、ポーチづくりのつづきを行う

人、ミニランチョンマットの作業を始める人など様々だった。ミニランチョンマットの作

業ではデザイン画をどうフェルトに写すかが人それぞれで面白かった。もう一度フェルト

に描く人もいたが、デザイン画を切ってなぞったり、フェルトに何も描かずそのまま切っ

ていったりする人もいた。また、フェルトとランチョンマットに針を刺していく作業では

丁寧に一回一回刺す人もいれば高速で刺して仕上げる人もおり、個性が表れる作業であっ

たと思う。KUPI 生は自分の好きなものをアップリケにしており、笑顔で自分の完成した作

品をみんなに見せていた。 

 

＜作品紹介＞ 

マイポーチとランチョンマット 

 

 

 

 

 

 



57 

 

3）金曜日プログラム「話し合う！やってみる！」 

【金曜日の概要】 

金曜プログラムでは、メンター学生が中心となり、KUPI 学生とメンター学生にとっての

「大学での学び」とは何かという問いと向き合い、考え、毎週の活動を一からつくってい

く。 

今年度特に、KUPI の存在を大学内に「発信」していくことを金曜プログラムの軸に据え

て進めた。そして、今年度の KUPI 学生は最も受講生の数が多かったため、活動内容だけで

なく、場の使い方や動き方などの活動形態についても、メンター学生間でたくさんの議論

をした。そうした話し合いの末に生まれた、新たな活動形態の一つがゼミ活動である。受

講人数がこれまでとは違っていても、変わることなく、KUPI 学生とメンター学生それぞれ

が深く対話し、学べる形態を模索し続けた。 

 このように、新たな活動内容や活動形態など、今年の金曜プログラムは、チャレンジの

連続であった。KUPI 学生とメンター学生は、新しいものに挑戦することへの不安と緊張、

そして先が読めないワクワク感を共に感じながら、毎週の活動に取り組んだ。 

 

金曜プログラムの活動内容は、以下の表の通りである。 

以下、活動内容の詳細を紹介する。  

 

日 時 活 動 内 容 

10/7 自己紹介・金曜日にやりたいことの話し合い 

10/14 鶴甲第二キャンパス散策と感想発表 

10/21 六甲台キャンパス散策・社会科学図書館利用 

10/28 人間科学図書館利用・11 月の活動について話し合い 

11/4 ゼミ① アゴラと F 棟 1 階で芸術鑑賞 

11/11 ゼミ② 模造紙に絵を自由に描く 

11/18 読書会『ちくわのわーさん』 

11/25 ゼミ③ 哲学対話でみんなと思考を深める 

12/2 体験新喜劇①(台本読み合わせ) 

12/9 体育館で体を動かす 

12/16 体験新喜劇② 

12/23 体験新喜劇③（発表） 

1/6 階段アート① 階段を見ながら描きたいことを考える 

1/10 階段アート② 『KUPI とは何か』を考える 

1/20 階段アート③ 階段アートをデザインする 

2/3 階段アート④ 階段アートをデザインする・キャプションを考

える 

2/10 階段アート⑤ 階段アート完成・金曜 KUPI の振り返り 
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【自己紹介、金曜日にやりたいことの話し合い】 

・金曜日プログラムの初回は自己紹介から始まった。椅子を教室の真ん中に向けて座るこ

とで、全員の顔が見えるようにした。隣の人と協力して毛糸を棒に巻き、コミュニティ

ボールを作りながら話をした。話す内容は、何を話したらよいかわからない人のために

少しだけ指定したが、自分が話したいことを話してよいこととした。人数が多いことも

あってか、時々笑いが起こるような和気あいあいとした雰囲気で進んでいった。そして、

全員で作ったコミュニティボールが完成した。その後の金曜プログラムでは、このボー

ルを使って対話を進めた。 

  

・コミュニティボールとは、対話をするために便利なツールで、哲学対話の手法である p4c

に着想を受けつつ、KUPI で運用したルールは①ボールを持っている人が話す ②ボール

を持っている人はパスをすることができる ③ボールを持っている人が次に話す人を

選んでボールを渡す、とした。 

・後半は KUPI の金曜日プログラムの時間で何をやりたいかを出し合った。神戸大学の他

のキャンパスや、図書館に行ってみたいという意見や、好きな歌を歌いたい、体を動か

したいなど様々な意見が出た。なかなか言葉が出ない KUPI 学生も居たが、静かに待って

あげる雰囲気が全体にあった。全員に一度はコミュニティボールが回るようにしたため、

時間はかかったが、楽しい時間となった。 

 

 

【鶴甲第二キャンパス散策と感想発表】 

・３つのグループに分かれ、構内散策をした。体育館やカフェ「アゴラ」、音楽棟など構内

の隅々まで散策し、６階から見える神戸の夜景も堪能することができた。紙とペンを配

布していため、メンター学生の解説や気になったことをメモしている姿もあった。高い

ところが苦手な KUPI 学生や暗いのが怖い KUPI 学生など配慮が必要な場面も見られた。

1、２年目の KUPI 学生が新鮮な気持ちで散策を楽しむ一方で、３、４年目の KUPI 学生は

何度か見た場所ということもあり興味が薄そうな姿も見られた。毎年同じコンテンツに

する時は、３、４年目の KUPI 学生も楽しめるような工夫が必要であろう。 

・後半はまず、構内散策をしたグループのまま感想を出し合い、その後に全体で感想交流

をした。人数が多いことを考慮し、グループに分けて感想を出し合う形を試してみたが、

全体で交流した方が盛り上がっているような印象であった。多くの KUPI 学生が語った 6

階から見える夜景が印象に残ったという感想から、プールの水が抜いてあったことに疑
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問をもったというようなユニークな感想まで見られ、各々の個性的な着眼点が光ってい

た。 

 

【六甲台キャンパス散策・社会科学図書館利用】 

グループに分かれ(ゼミ)図書館と六甲台キャンパス散策をする。 

・六甲台キャンパスには歴史的な建造物が多く、KUPI 学生は建造物を見たり、メンター学

生による建造物にまつわる説明を興味深く聞いたりしていた。KUPI 学生(神大勤務)によ

る誘導の場面も多く見られた。 

・散策後、時間の関係上印象に残った借りた本についての紹介で終わった。 

書籍の内容としましては『数字でみる航空』や『日本の死刑』等の各々の関心や意外性

が感想の中で垣間見れた。 

・キャンパス散策では「校舎から見える神戸の夜景が綺麗だった。」NT 君はメンター学生

に自分の感情をシェアしたい!と言う一面が見られ終始笑顔で「綺麗かったね。綺麗ね。」

を教室に戻る時迄ニコニコで伝える場面が有った。又一部の KUPI 学

生は「たくさん歩いて疲れた。」といった感想が出た。 

・予め散策のルートは検討して居たが視力の低さから坂や階段の境目

が同系色に見えたりし恐怖による歩行困難でメンター学生の手を

借りる KUPI 学生が何名か居た事から『階段』に対するバリアフリ

ー・排除の根源さが色濃く成った。又階段から KUPI 学生とメンター

学生の距離も近く成り双方のコミュニケーションが取れる様に成

り互いの事を深く知る事が出来た。 

 

担当メンター学生感想: 

特別支援教育と言う環境下の排除されてしまった教育による学びへの探求心・開かれた自 

己を表面的に知を広める経験が無かったからこそ、大学と言う施設をツールにし今迄の閉 

ざされた感情が蠢いて行く瞬間がキャンパス散策を通じて垣間見えました。 

学ぶ事が如何に保障されてる事への重要さが彼らの社会参加では無く本当の学びとは何?

を考えさせられました。 
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【人間科学図書館に行く、借りた本の紹介、11 月の活動内容の話し合い】 

・はじめに司書の方から図書館の案内と利用の仕方について説明を受けた。その後、自由

に図書館を歩き回って、借りたい本を探す時間をとった。読みたい本がどんどん見つか

る KUPI 学生もいれば、活字の本が多いため、なかなか借りたい本が見つからない KUPI

学生も居た。図書館での活動に対して、３、４年目の KUPI 学生の中には関心が薄い様子

の人もおり、１、２年目の KUPI 学生に比べて満足度が低いようであった。 

・教室に戻ってきてからは、全員の顔が見えるよう輪になって座り、借りてきた本を紹介

し合った。「医療」「言葉」「野球」「ダンス」「宇宙」「手話」など多様な興味関心が顕在

しており、KUPI 学生のもつ好奇心や、学びへの意欲が伺えた。 

 

 

・最後に、11 月にやりたい活動内容を話し合った。KUPI 学生からは音楽、おでかけ、コ

ミュニケーションなど様々な意見が出てきた。しかし、意見の中には単なる遊びで終わ

ってしまうような内容も挙がっており、「学び」の要素をいかに取り入れていくかを検

討する必要が生じた。 

 

 

【ゼミ別活動】 

今年度の KUPI は受講生が多いため、全員参加の対話において踏み込んだ話し合いが難

しく、メンター学生が KUPI 学生全員の様子を把握しづらくなっていた。また、初めて受講

する KUPI 学生と複数回受講している KUPI 学生との間で、モチベーションや発言力の違い

があることがメンター学生間で共有されていた。 
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そこで今年度は、いくつかの回において、これまでの KUPI 金曜プログラムでは初めて、

3 つのグループ「ゼミ」に分かれて活動を行った。3 つのゼミは、受講回数の比較的多い

（3・4 回目）グループ 1 つと、比較的少ない（1・2 年目）グループ 2 つで構成した。各ゼ

ミにメンター学生がつき、働きかけを行った。 

 

ゼミ活動①作品鑑賞と対話 

・3 つの活動を 3 つのゼミでローテーションする形で行った。活動内容は以下の通りであ

る。 

1.ゼミ内での対話 

改めて自己紹介を行い、金曜プログラムでやりたいこ

とについて話し合った。 

2.カフェ・アゴラでの作品鑑賞 

大学内のカフェ・アゴラで展示されている高校生の陶

芸作品を鑑賞し、感想を話したり書き残したりした。 

3.発達コミュニティ学科学生の作品鑑賞 

大学内の廊下で展示されている学生の絵画作品を鑑賞

し、感想を書いたり模写したりした。 

 

それぞれのゼミが 3 つの活動を行った後、全員で対話し感想を共有した。 

・各ゼミが、それぞれのペースで、鑑賞と対話を進めることができた。全体の対話におい

ては、さまざまな視点から豊かな感想が話された。 

 

ゼミ活動②自由に描く（書く） 

・3 つのゼミに分かれ、これからの金曜プログラムでや

りたいことを話しながら、模造紙に絵や文字を描いて

いった。この回については、ゼミの縛りを強くせず、好

きなところに移動可能とした。 

・想定していた以上に、積極的に描く様子が見られた。

最後に全てのゼミで描かれたものを集めて、それを見

ながら対話したが、KUPI 学生たちの発信の面白さに気

付かされる驚きがあった。それは、KUPI 学生たちにも共有されたように思われる。この回

の活動は、階段アートの構想につながるものとなった。 

 

ゼミ活動③哲学対話でみんなと思考を深める 

・今回は、『Q』という日本放送協会の制作する番組を哲学対話の導入として視聴した。動

画を見ながらじっくりとテーマに向き合うことで、より豊かな対話が可能になると考

えたからだ。プログラムを通して友達を作りたいと思っている KUPI 学生が多いことか

ら、メンター学生で話し合い、「似てない人と仲良くできるの？」がテーマの回を扱っ

た。 



62 

 

・まず、KUPI への参加回数の近い者同士で組んだグループ（以下「ゼミ」と表記）で対

話を行った。ゼミでは、階段アートでの使用を想定して模造紙を長方形に裁断したも

のを一人一枚配布した。動画の感想を語り合い、その中で生まれた疑問や意見を深掘

りしてゆく形で対話が発展した。 

・紙には「友人」「人の好き嫌い」など、テーマから発展したワードを用いて文章を書く

KUPI 学生が多く見られた。普段は心に秘めていることや、動画の視聴を通して新たに

考えたことなどが表現されていた。 

・その後教室に戻り、ゼミでの対話内容を全体で共有した。 

 

・動画の視聴中、戦争の表現にショックを受けた KUPI 学生がいた。また、あらかじめ対

話の方向性を定めてしまうと、KUPI 学生によっては対話についていくことができず、

参加している実感が得られにくい可能性がある。メンター学生からテーマを提案する

形での哲学対話は慎重に進める必要があると気が付いた。 

 

【読書会『ちくわのわーさん』】 

・『ちくわのわーさん』という絵本を、みんなで円に 

なって順番に「読み聞かせる」というかたちで回し

読みをした。 

・『ちくわのわーさん』は、主人公の「ちくわのわーさ

ん」がいろんな食べ物に「出会い、憧れ、真似をす

る」お話である。内容はもちろんのこと、絵もとて

もコミカルでユーモア溢れる絵本だ。 

・本を選定するにあたって、「大学生が読んでも面白い

内容であるか」「知的な遅れのある人が読んでも理解できるものであるか」の 2 点を意識

した。 
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・私たち(特に KUPI 学生)は、絵本を誰かに読み聞かせると

いう経験がなかなかない。自分一人で読むのではなく、誰

かに聞かせる経験も私たちにとっての貴重な経験、学び

になったのではないかと思う。 

・読み聞かせる中で、一人の KUPI 学生が読んでいるときに、

読みやすいよう、隣の KUPI 学生が代わりに本を持つなど

の、読み聞かせの中での交流、共に読み聞かせる姿が見ら

れた。 

・読後の感想交流では、自由に感じたことや気づきが言い合えるように、あえて「問い」

を設定しなかった。それによって、活動後のメンター学生の振り返りでは、「学びが曖昧

になってしまったように感じる」「今日の彼らの学びは何だったのだろうか」という声が

あった。 

・一方で、問いを設定しなかったために生まれた脱線から「ニュージーランドに住んで、

カメラマンになりたい」や、「Youtuber になりたい」といった、KUPI 学生の夢などを知

ることもできた。こうした脱線は金曜プログラムだからこそ生み出せるものであり、そ

れが魅力でもあるとも改めて感じた。 

    

 

【体育館で体を動かす】  

・体育館でどのようなことをしたいかについて、事前に話し合いをした。 

・その話し合いを踏まえて、当日の前半は、体育館を「ボールを使ったスポーツ」「鬼ごっ 

こ」「体験新喜劇の小道具作り又はゆっくりする」という三つの場に分けて、進行した。 

KUPI 学生とメンター学生は各々自分がしたいと思う場に行って、活動する。後半は、ボ

ッチャを全員で行った。 

・場の名前もざっくりしていたため、様々なアクティビティがそれぞれの場で生まれてい

た。 
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例えば、「ボールを使ったスポーツ」の場であれば、 

野球、風船バレーやサッカーといったスポーツ、 

「鬼ごっこ」の場では、代わり鬼、氷鬼、バナナ鬼や

某番組の鬼ごっこのルールを少し改変したものな

どがあった。 

・様々なアクティビティをする中で、「あの子がルール

をわかっていない」「勝負にならない」といった KUPI

学生同士の衝突も見られた。 

・「体験新喜劇の小道具作り又はゆっくりする」という場の良さを強く感じた。この場は名

前の通り、次週の体験新喜劇のための小道具作りを行う場であり、体を動かすという今

回の活動の趣旨とは大きく異なっている。しかし、その「らしくない空間」が、場全体

の居心地の良さを生み出していたのではないかと思う。その中で、大変印象に残った

KUPI 学生とコーディネイターの会話を記載する。KUPI 学生の I さんは、何事に対しても

心配や不安から恐怖心を持ってしまう方で、来週の体験新喜劇の参加も躊躇していた。

そのため、コーディネイターが来週の参加の仕方について彼女と話し合っていたところ、

その場にいた他の KUPI 学生たちが「できることをやったらいいんだよ。」「土曜の新喜劇

見てみたら？」と I さんのことを一緒に考え始めた。一人の KUPI 学生とコーディネイ

ターとの会話が、自然と共同のお悩み相談のようなものになっていったのだ。 

 

・予定では、ボッチャが最後のアクティビティであったが、「だるまさんが転んだがした

い！」「おしくらまんじゅうがしたい！」(この日は極寒であった)という KUPI 学生から

声があがり、少し延長してだるまさんが転んだや、おしくらまんじゅうも楽しんだ。彼

らの様子からも、この日の活動がとても充実したものであったことが分かる。 
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【体験新喜劇】 

・「体験新喜劇」活動を行う砂川氏、中川氏、堀口氏の指

導の下、『～KUPI 温泉♨湯けむり 事件簿～いい湯か

な？』というシナリオで、KUPI 学生と金曜メンター学生

が参加する、アドリブ盛りだくさんの劇をつくる活動を

行った。2 回は、練習とリハーサルにあて、1 回は保護者

や他曜日メンター学生の前で披露した。 

・たくさんの常連客に愛される地元の銭湯「KUPI 温泉」

が物語の舞台だ。「KUPI 温泉」には、連日のようにロッカーあらしが横行しており、主

人たちは頭を悩ましていた。そんななか、「KUPI 温泉」に来訪予定のカメハメハ女王の

宝石を盗むという犯行予告までも届いてしまう！犯人はいったい誰なのか、無事捕まえ

ることはできるのか…という笑いありサスペンス的要素ありダンスありの内容であっ

た。 

・初回から、多くの KUPI 学生は、自分のやってみたい役に積極的に手を挙げ、台本を熱心

に読み込む姿が見られた。また、新喜劇の目玉の「コケる」動きもバッチリ決まってい

た。 

・練習を重ねていくうちに、自分の演じる役のセリフの少 

 なさや、立ち位置の変更などを砂川氏に提案する KUPI 

 学生の姿も見られた。 

・KUPI4 年目の O さんは、毎年新喜劇への参加をためらう

ことが多く、彼女なりの参加の仕方を模索した結果、い

つもナレーターをしていた。しかし、今年は、1 回目か

ら O さんは役に立候補し、4 年目にして初めて役を演じ

た。彼女は振り返りシートで、一番近くで舞台に上がっ

た他の KUPI 学生と「より一層信頼関係みたいなのが築けた」と書き、本番後に砂川氏と

コーディネイターのもとに行き、役を演じることが出来て良かったとお礼を伝える場面

もあった。 

・セリフや登場人物の設定が細かく決まっていないため、KUPI 学生は自分の好きなことや

得意なことを、自分が演じる役柄と組み合わせて、より自由に表現している姿が印象的

だった。写真が趣味である KUPI 学生は、途中からカメラマンに転身し、客席の後ろから

みんなの様子を撮影していた。彼の「人を撮影したい」

という夢がそこで実現していた。・本番は、スペシャルゲ

ストのコーディネイターも加わり、大変盛り上がった。

そして、KUPI 学生の笑顔には達成感で満ち満ちていた。

また、最後の振り返りの様子を見ていると、KUPI 学生同

士の距離も、体験新喜劇を通してより縮まったように感

じた。と、KUPI 学生同士の距離も、体験新喜劇を通して

より縮まったように感じた。  
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【階段アート】 

＜1/6 階段を見ながら描きたいことを考える＞ 

・10 月 14 日に行った校内散策の中で、一人の KUPI 学生から階段の視認性の低さを指摘さ

れた。大学の知へのアクセスから遠ざけられてきた知的障害者の学びに貢献するという

本プログラムの目的を達成するために、KUPI 学生が安全に利用できる施設の存在は大前

提であるべきだ。また、昨年度から「大学に KUPI が当たり前に存在している」状態の実

現を目指しており、発信活動に力を入れたいと考えていた。以上を踏まえて、メンター

学生で話し合い、鶴甲第二キャンパスで最も存在感のある B 棟入口付近の階段で「階段

アート」を行うことに決めた。 

・階段アートの実施にあたっては、テーマを設定することとした。その理由は①アートに

統一感を生むため②これまで行ってきたアートによる自己表現とは異なる試みを行い、

新たな学びを生むため③KUPI 学生同士のコミュニケーションや協力を引き出すためで

ある。 

・今回の目的は、KUPI 学生とメンター学生の対話によって階段アートのテーマを決定する

ことであった。 

・まず、メンター学生から階段アートの実施に至った背景と実施例をいくつか紹介し、完

成作品をイメージした。その中で、共通のテーマがあるとアートとして統一感が生まれ

ることを確認した。 

・次に、実際に階段アートを施す階段を下見しながら、その場で思いついたアイデアを紙

にまとめた。 

・教室に帰ると、全体で階段の利用者には

どのような人がいるのかを確認した。

そのなかで、メンター学生から KUPI 学

生に対して、どのようなアートが場に

相応しいのか考えるきっかけを与え

た。 

・その後、ゼミ（KUPI への参加回数の近

い者同士で組んだグループ）に分かれ

て模造紙を囲み、コミュニケーション

を取りながらアイデアを出し合った。

階段の利用者の存在を意識しながら描

く内容を調整することは、KUPI 学生に

とって新しい試みであった。 

・ゼミで話し合った内容を全体で共有し

た際、複数の KUPI 学生から「階段を七

色に塗り分ける」というアイデアが出

た。階段の視認性の低さを改善し、かつ

多様性の象徴でもあるため、メンター

学生で話し合い、七色を基調としてデザインを行うことに決めた。また、KUPI 学生の持



67 

 

ち味である多様なアイデアや表現がどれも正解となるよう、階段アートのテーマは

「『KUPI』ってなに？」に決定した。 

  

 

＜1/10 『KUPI とは何か』を考える＞ 

・今回はメンター学生から KUPI 学生に対して「『KUPI』ってなに？」というテーマを投げ

かけ、哲学対話を行った。 

・まず、一人一枚ワークシートを受け取り、個人で問いに向き合った。KUPI も終盤に差し

掛かり、それぞれがこれまでの活動を振り返る機会となった。多種多様なプログラム内

容やそこから得た学びを短い文で表現することに苦闘する KUPI 学生も見られた。 

・個人での活動が終わると、椅子を円形に並べて全体での共有を行った。ワークシートに

記入した内容を一人ずつ発表し、それに対して質問をし合うことで対話が進んだ。 

・休憩の後は、数枚の模造紙を囲んで階段アートのデザインを考えた。次回から本格的に

階段アートに着手することが決まっていたため、本番を想定して状況が設定された。

KUPI 学生は描きたいもの（使いたい色）に応じて机間を自由に移動したり、使える色に

合わせて表現を変えてみたりするなど、状況応じて行動を調整していた。 

 

＜1/20,2/3 階段アートをデザインする＞ 

・1 月 20 日と 2 月 3 日は、絵の具やマーカーを用いて、「階段アート用シール」の上にデ

ザインを施した。階段アート用シールは、連なった二枚×七（色）の計十四枚を使用し

た。 

・1 月 20 日は、主に絵の具を用いてシートを塗り分けた。トラブルを回避するため、「他

の KUPI 学生が描いた絵の上には描かない」というルールを設定し、冒頭でメンター学生

から KUPI 学生に伝えた。 

・色の主張を強めるため、メンター学生から余白をできる限り少なくするように声掛けを

行った。しかし、冒頭に示したルールとの矛盾もあり、所々で小さな余白が生じていた。

余白が目立つことや、筆での表現には限界があることから、2 月 3 日からはマーカーを

用いることとした。 

・2 月 3 日は、乾いた絵の具の上からマーカーによる描画を行った。文字による表現や細

かな描写が得意な KUPI 学生にとっては、思い通りの表現ができる機会となった。 
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・3 日には、ここ数週間の絵を中心とする活動に気持ちの乗らない KUPI 学生への対応とし

て、キャプションの設置場所を考えるグループを設定した。キャプションの設置場所は、

KUPI 学生から実際にあった提案を参考にして決定した。 

 

＜２/10 階段アートの完成・金曜 KUPI の振り返り＞ 

・2 月 10 日は、完成した階段アートを設置した。 

・シールを綺麗に貼り付けるために、まずは雑巾で階段の

清掃を行った。高所での作業が不安な KUPI 学生に配慮

しながら、その場にいた全員で協力して作業を進めた。 

完成した階段アート用シールを床に並べると、多くの

KUPI 学生が嬉しそうに写真を撮影していた。 

・階段にシールを貼る作業はメ

ンター学生が中心となって進めた。一部の KUPI 学生はメンター

学生のもとへシールを運んだり、設置されたシールを上から抑

えたりするなどして作業をサポートしていた。 

・シールを全て貼り終えると、自然と拍手が起きた。数週間にわ

たって創り上げた作品が形となり、KUPI 学生もメンター学生も

安心した表情をしていた。集合写真などを撮影し、教室へ戻った。 
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・10 日は金曜日プログラムの最終回であったため、プログラム全体の振り返りを行った。

KUPI 学生は、特に体験新喜劇が印象に残っているようだった。メンター学生からも一人

ずつ KUPI への参加がもたらした変化や KUPI 学生への感謝を述べ、金曜日プログラムの

全ての活動が終了した。 

 

 

 

4）課外活動「WILL キャンプ」に参加して 

『ESD プラットフォーム WILL 冬のボランティアプログラム』に KUPI 学生を迎えて 

冬プログラム・ディレクター：永尾信久 

 

1：活動内容 

 

ESD プラットフォーム WILL が主催する 1 泊 2 日

の「ESD 冬のボランティアプログラム」を兵庫県

加西市で行いました。このプログラムには未就学

児から学生、社会人まで延べ４４名が参加し、食

事作りやワークショップ、まちあるきを通して交

流を行いました。今回、KUPI 学生から５名参加さ

れ、普段から WILL の活動に参加される KUPI 学生

と初めて参加される KUPI 学生もいる中で、みなさ

んが個々に緊張感と期待を持って参加いただきました。 

今回のプログラムは非日常的な空間の中での様々な発見や気づきから、持続可能な社

会に向けての次のアクションへの手がかり・モチベーションをつかむために行いました。

活動中は、食事や入浴、就寝準備もすべて自分たちで分担し、協力し合う中で、お互いを

気にかけることや助け合うといった小さなボランタリズムが生まれたと思います。 

 

 

 

↓野外炊飯の様子 
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2：冬プログラムにおける KUPI 学生の様子など 

 

 このプログラムでの KUPI 学生の様子について紹介します。 

O さんは今回初めての人と話すことを頑張ったと振り返りシートに書かれており、実際

にワークショップの中でもグループ内のディスカッションに積極的に関わっていました。

また、自分の状況や周りを見て気づいたことを少しずつ周りの人に伝えてくれました。 

SM 君は日頃から明るく周りを照らしてくれる存在で、２日目の朝の時は、ほとんどの

人が眠そうにしている中で、元気に自分から「おはよう！」とみんなに挨拶をするなど、

色々な場面で場を盛り上げてくれました。また、まちあるきでは持ち前の自然に対する知

識を最大限に発揮して活発に活動に関わってもらえたと同じ班の参加者の人から聞きまし

た。 

NR 君は自身のペースと集団のペースを自分で調整しながら参加していました。NR 君が

いることで、集団が全員同じ動きをしなければいけないというような緊張感が消え、それ

ぞれのペースが重なり合って集団が調和していくというような温かい空間ができる瞬間も

あったと感じました。それでも野外炊飯でグループに分かれて班ごとに火起こしをする場

面では、みんなと一緒に一生懸命うちわを扇いで火起こしをしてくれました。 

MM さんは周りをとてもよく見ていて、「手伝うことありますか？」「体調は大丈夫？」

と周りに声をかける姿や、他の KUPI 学生を気にかけてサポートする姿が印象的でした。

また、準備段階での参加者に対する健康チェックの連絡も積極的に関わり、プログラムの

準備も一緒にしてくれました。 

最後に NT 君は今回初めての参加で、合宿前の顔合わせ時や合宿の序盤は緊張していま

したが、レクリエーションや食事の準備の時などみんなでワイワイしている空間の中で

徐々に打ち解けていき、「（自分の荷造りの用意が）終わった！」と自分から私に声をかけ

に来てくれたり、自分の意思で保護者の方に帰りは迎えに来てほしいという旨を私に伝え

てくれたりしました。 

非日常な場での共同生活や交流から、あらゆる人が自分自身や周りの人のいつもと違

う良い面に気づくことができたり、成長する機会になるということを、このプログラムを

通して感じることができました。KUPI 学生のみなさん、今回は参加してくれてありがと

うございました。また一緒に活動できることを楽しみにしています！ 

 

朝の体操                  さいころを使ったワークショップ 
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４．4 回目受講生による KUPI 卒業論文 

 

1)4 回目の受講生の立場と卒論の位置づけ 

 

4 回目の受講生には、次のような説明をして KUPI の学びに区切りをつけることにした。

大学は 4 年間で終了し卒業するので、KUPI についても継続しても 4 回までとし卒業するこ

と、そのために 4 回目受講の人は、卒論を書いて後輩や皆さんの前で発表することにする。

さらに先輩として新しい入学生に対しサポート的な役割を自覚してほしい旨を入学決定ま

でに説明し了承してもらった。 

もちろん、KUPI 学生全体にも、保護者に対しても同様の説明をして今後にもつながるこ

とを理解してもらった。 

 

 

2)卒論に取り組むにあたって 

 

 授業については、同じように受けることはできるが、卒論作成のためふりかえりなどは

参加しないこともあること、また自分で卒論作成の時間にすることもできるとした。 

 さらに、メンター学生は主に新しい人を中心にかかわるので、3 人に対しては関わりが

うすくなることもあると説明した。 

 卒論のテーマは基本自由とするが、金曜日プログラムのミニ研究で取り上げた内容につ

いては避けることとした。もちろん一緒に考え、相談しながら決めていくこととし安心し

て取り組んでいこうと話し合った。 

  

 

3)卒論作成のサポートについて 

 

 卒業論文の作成の取り組みは、3 人の力量や思いもあるのでどのような内容で進めたら

いいのか、どの時間帯で書いていくのか話し合いながら方向性を決めた。主としてメンタ

ー学生の加戸を中心にコーディネーターの河南と黒崎の 3 人で協議しながら進めていくこ

とになった。具体的には金曜日のふりかえりと水曜日のふりかえりの時間を中心に書く作

業を進め、担当の 3 人はオンライン等で打合せした。 

 金曜日のふりかえり時間に加戸が、3 人との話し合いをしながら手探りで進めていった。

その進捗状況を共有しながら進めてきた。 
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4)卒論のテーマと取り組みの様子 

 

最初、加戸から 3 人に、卒論を書く上での心が

まえとして、この「卒業論文」について「KUPI が

どんなところか」KUPI を知らない人にもわかる

ように伝える文章であることが伝えられた。ま

ず過去の KUPI 関係の資料や写真を見てふりかえ

りを行い、どのようなテーマで執筆するかを考

えた。意外にも、テーマや内容については 3 人と

もすぐに決まった。 

 

小川さんは、過去の KUPI についてのふりかえりの際、インタビューをしても良いと提案

したところ、卒業した元 KUPI メンター学生にインタビューをしたいという意向を示した。

親しい元メンター学生たちに自分から連絡を行うほど積極的であった。3 つの質問項目を

考え、加戸同席のもと 2 名にインタビューを行った。KUPI プログラムで文章表現の巧みさ

で評価されたことが、自信や積極性につながっていった経験があったことについてもイン

タビューの中で語られている。 

多田さんは、後輩へのメッセージを伝えたいという強い意向が一貫してあり、それは今

年度のプログラム中の振る舞いにも表れていた。今までの KUPI プログラムでノートを丁

寧にとっていたこともあり、印象に残った内容について生き生きと記述することができた。

メッセージの中では、楽しかったことだけでなく辛かったことについても書き、後輩への

熱いエールを送っている。 

二四岡さんは、他者との関係をいかにつくり維持するかという普遍的な問題に、時には

体当たりで、時には遠くから俯瞰しながら取り組んできた。その過程を回生ごとに分けて

指導者と話し合いながら書いた。特に「後輩」にあたる M 君との関係は重要な意味をもっ

ていたようである。執筆の際、他者への意識が必要であることを幾度となく語り、それを

まとめの中でメッセージとして書くことができた。 

 

 

5)サポーター所感 

 

卒論という形で自分の成長を振り返ることができたことは貴重な財産に 

河南 勝 

 

 今回はじめて、KUPI 学生の卒論という課題に取り組んだが、取り組んで良かったという

のが率直な感想である。時間的な制約や 4 年間をふりかえるという時間的な困難さもあっ

たが、彼らなりに真剣に向き合うことができた。 

 テーマ設定から、都度の書いた文章を理解すること、会話の中で出てきた言葉の意味を

彼らの文脈に沿って深める作業は難しさもあった。しかし、「ここにこだわったんだな」と
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か「そんな風に思っていたのか」といった発見や思いの強さにある種の感動すら覚えた。 

 何より、卒論作成の過程を通じて、彼らが自分自身の成長をみつめ、KUPI での学びの意

義を体現してくれたように思う。きっと、KUPI での 4 年間の学びはこれからの人生にとっ

て大きな財産になるではないかと思う。 

 この作業を根気よくサポートしていただいたメンター学生の加戸さんにはお礼の言葉し

かありません。本当にご苦労様でした。ありがとうございました。 

 

 

言葉を生み出す難しさと面白さ 

加戸 友佳子 

 

 KUPI では今までやったことのないことに関わる機会が多かったが、特に卒論の執筆に

ついては、不安を感じていた。 

 だが始めてみると、通常の卒論であれば最も時間のかかる作業である、テーマ設定や章

構成についてはスムーズに決まった。3 人の話を聞いていると、KUPI で過ごした中で常に

積み重ね、意識してきたことがあるようだった。 

困難があったとすれば、それぞれのこだわりをいかに形にするか、という表現の面で

のそれであろう。これについては、河南先生も私も、本人から詳しく聞き取ることで対処

していった。思えば、これまでの KUPI メンターとしての活動でも、「聞く」ことは軸とな

っていた。「聞く」ことは自身の対象化にもつながる。これは、小川さんのインタビュー

調査に帯同した際にも感じたことである。学ばされるのは常に、指導する側だと思う。 

河南先生・黒崎さんをはじめご協力いただいたみなさま、本当にありがとうございま

した。 
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6)卒業論文 

 

KUPI はどんな場所か？ ～メンターへのインタビューと私が感じたこと～ 

小川 七海 

 

1．はじめに 

  この卒業論文では、インタビューとふりかえりを通して、KUPI が私にとってどんな場

所か語っていきたいです。私が KUPI の卒業メンターさんにインタビューを行おうと思っ

た理由は、私のことを一番に覚えててくれそうだったし、一年目から話をよくしていて、

私もまたインタビューを通して話がしたいと思ったからです。 

  これから、2 章ではインタビューの結果を、3 章では自分で感じた成長について書きま

す。私にとって、KUPI とはどんなところだったのかをふりかえりました。 

 

２．メンターさんへのインタビュー 

 メンターさんには、次のような質問をしました。 

質問１ 私とのかかわりで印象に残っているエピソードを教えてください。 

質問２ メンターさんから見て、KUPI での私のどこが変わりましたか？ 

質問３ メンターさん自身は KUPI での経験を通して「成長したな、学んだな」と思うと

ころは？ 

 

A さん、B さんから聞き取ったことを記録して書きました。 

 

＜A さん＞ 

①私とのかかわりで印象に残っているエピソードを教えてください。 

「自分でできる人」という印象が強いため、授業の時間は困っている時を見つけた

ら、声をかけて関わるという印象しかないです。研究成果をポスターに書く際、これは、

小川さんのことだったかどうか定かではないが、どこにどういう配置で書いていこうか悩

んでいたかもしれない。しかし、何を悩んでいるのかを伝えることができる。それを見た

僕は、左側に過去⇒右側に最近のことを置いて作品づくりするのはどうかと提案した。 

また、小川さんは、体験新喜劇でナレーターをしていた。 

最初は、入ろうか悩んでいた。１年目だと、初対面ということもあり入る（参加）が

難しかったかもしれない。２年目は悩み続けたけど、ナレーターをすることができた。も

ちろん、小川さん自身の感想としてもあったように、砂川さん等のおかげで乗り越えるこ

とができたのではないかと感じる。 

 

②KUPI を通して、あなたから見て、私自身はどう変わりましたか？ 

正直に言うと、とてもむずかしいです。分からないけれど、僕自身から見て、金曜日

の方が印象強いです。 
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阪神タイガースの研究をした時の発表で、タイガースのユニフォームを堂々と着てい

るのを見ていて、自身のこだわりを他人に表現をする人になったんだな〜と感じ、本音、

すごいなー。と思います。僕には、小川さんのような行動は出来ないかもしれないです。 

タイガースのユニフォームを着て、みんなの前に立てるくらいにメンバーと仲良くな

った。果たして、1 年目に、その行動はでき（た）るのだろうか？友達としての感覚は、

同じく、プロ野球が好きという共通点があった。1 年目の際は、その話題について話をし

ていたが、2 年目は、急に、冗談を飛ばせる関係になった。関わりの変化があるし、とて

も仲が深まった。これは、KUPI を通して、あなた自身が学んだ事は？とも重なるかもし

れない。 

 

③KUPI を通して、あなた自身が学んだことは何ですか？ 

ちょっと、レポートに書いたことと違うかもしれないです。僕にとって、KUPI は憧れ

る集団。体験新喜劇など、なにかしらこだわりを貫ける。現在、教師をしていて、いまい

ち、子どものこだわりを出し合える。「それでいいんだよね」「それでいいよね」となる。

いきなり、こだわりなどが変わっても問題はない。こんなにも自由度の広がっている集団

っていいなあと思う。人、それぞれで、ハードルの違いも感じる。良い意味で、KUPI の

集団はハードルが低い。「各々探求したっていいじゃないか」と思う。一般の学級の自由

度の低さや、正解を導かなければと思ってしまう。もちろんのこと KUPI にもそれはある

が、皆がこだわり抜いて、納得までいく、納得するのは、KUPI の方が強い。他大学等

は、「水曜日」的。普通、学校では「わからない」が言いにくい。しかし、KUPI に来る

と、分からない所も、多少あるけれど、皆が納得しているなという空気になる。 

 

＜B さん＞ 

①KUPI を通して、あなたから見て、私自身はどう変わりましたか？ 

3 年一緒にいたので、ビフォーアフターを分けるのは難しいが…自分を出せるようにな

ったと思う。１年目はおとなしい子。まじめで時間通りに来てまじめに授業を受け帰って

いくイメージだった。 

いつからか、休み時間にしゃべったり、飲み会に行ったり、コロナ禍前のしあわせの

村への遠足などを通して、なっちゃん（筆者）が話し手になっていく印象があった。 

プライベートで関わっていく中で、授業中のなっちゃんも変わっていった。当てられたら

すぐ答えるし、「どう思う？」と聞くと「〜と思う」と答えるようになった。発言もする

ようになっていった。 

自分で自分のことを表現するようになっていった。 

 

②私との関わりで、印象に残っているエピソードを教えてください。 

 私の誕生日に「会いませんか」と LINE があった。自分から言ってくれたこともうれし

かったが、大好きなヨシタケシンスケさんの本『ふまんがあります』をくれた。「なっ

ちゃーん！」 

現在、大阪市内に引っ越して一人暮らしをしているが、この本を持ってきている。最
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近、この本を２年生に読み聞かせした。 

本を探してくれたこともうれしかった。当時は 2021 年 6 月なので、３年目の時だ。 

 つづり方サークルを作ったことも印象に残っている。川地先生の授業をきっかけには

じまり、書きたいことを書きたいときに（LINE グループに）投稿する。なっちゃんが

提案したものだ。 

３年目の 11 月から始めている。 

最近あまり投稿されていないが、今日のことを投稿したい。 

 

③KUPI を通して、あなた自身が学んだことは何ですか？ 

いっぱい学んでいるけど…難しい質問だ。 

「どんな人でもしゃべったらおもろいな」ということだ。 

私は小中高と私立で、障害のある人が入ってこない。当時は学校の中が全てだった。

いわゆる「普通の人」としか関わってこなかった。 

大学２年になって初めて、障害のある人に関わった。人生で初めて！ 

今まで関わってこなかったので、偏見にさえ至らず、自分の世界にもいなかった。 

KUPI に入って KUPI 生と話していく中で、「障害のあるなし関係ないやん」と思うよう

に。 

なっちゃんはなっちゃんやし、その人はその人。おもろいやん。 

一緒に何かをする上で、障害の線引きは関係ない。 

 

＜インタビューしての私の感想＞ 

 自分の知らない KUPI のことを 2 人は知っていて、こういう面があるのかとわかった。 

メンターさんからすごく自分が信頼されていたことがわかってうれしかった。 

今回、対面でインタビューできたことで、いろいろと話しを聞くことができよかっ

た。対面でないと聞けない質問ができ、3 つの質問以外にもいろいろと話しが聞けてよか

った。 

 

３．私が KUPI の学びを通して成長したなと感じたこと 

１）友だちがたくさんできたことです。 

KUPI へ 4 年間通って、友だちが増えて、話ができるようになったのはもちろんのこ

と、メンターさん、一般学生とも親しく話ができるようになり、学生の方ともなかよしが

多くなり、とっても嬉しかったです。大学生の方と普通にお話ができる場というのは、他

ではなかなかないのではないかと思い、今来られた 4 年間のありがたみを感じつつありま

す。 

 

２）苦手だった発表ができるようになったことです。 

 学校へ行っている頃は、あまりクラスの人と話はしたりしていなかったのですが、KUPI

に来てみて、話がしやすい場だなと感じました。そのため、KUPI の場になれていくにつ
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れて、皆と話をしたり、最初の頃、苦手だった手を挙げての発表もできるようになりまし

た。 

今、WILL というボランティアに関わる活動もしているので、行った場で初対面の方と

お話しするというのも KUPI と WILL メンバーの皆さんのおかげだと思っています。 

 

３）作文や詩の取り組みで自信を持てたことです。 

 作文は、小学校の頃から大好きで、作文の授業があると楽しみで仕方がないと言った感

じでした。 

自分の作文がもっと前に進んだと思ったのは、川地先生からかなと思います。KUPI が

終わっても、川地先生からのアドバイス付きの作文を書いてみたいなと思いました。 

 作文は紙で書かないとやった感がないので、川地先生に紙をもらって、作文を書きたい

というのが一番思っていることです。 

詩1についても、自分が書いたのが褒められるという嬉しさもありつつ、どこからかの感

情で恥ずかしさというものも少しありました。詩というのは、作文とでは全然違うけれ

ど、詩と言われると皆、あまりピンとこないという人もいます。しかし、そんな中で、詩

という単語を理解し、授業内で深め合いを続けた結果、詩のすばらしさや、作文とは違う

んだなということに気付くのではないでしょうか。 

 

４．まとめ 

 今回、A さん、B さんのお二人に話を聞いて、自分自身もインタビューをしていて、「こ

ういうことがあったんだ！」と忘れている部分も多少ありましたが、お二人の記憶力のす

ばらしさのおかげもあり、今に至っています。 

 今は、お二人とも、別々の場所で先生として働かれているのを聞いていると、自分がや

っている仕事より重大な職に就かれたのだなと誇らしく思ってしまいます。 

 A さんと B さんは共通して、KUPI は憧れる集団であるとおっしゃっていました。 

KUPI の中で、皆と一緒にいると、段々感じ始めたことは、人間というのは、障害があ

ってもなくても関係はないんだなということです。 

KUPI の中には、 様々な人々が勉強をするためやってきます。どんな病気・障害がある

人でも、道はできていって、新たな発見や勇気、希望を楽しめるよということを、インタ

ビューの中では出せているのかなと思います。 

 私が成長したなと感じたのは、自らの手で、手を挙げて、発表をしたり、やりたいこと

には、しっかりと、これをやりたいと示せるようになったことです。KUPI に入る前は、

発表や、他人との会話は苦手だったけれど、KUPI に入って、日が経つにつれて、発表で

きたり、初対面の方と会話できるようになれたので、自分にとっては、成長したと感じま

した。 

KUPI は自分にとって落ち着ける場所かなと思いました。KUPI がある日は、嬉しい気分

になって、皆と会える喜びがありました。また、KUPI がない日は、そのまま家へ帰るの

                                                      

1 [加戸註]昨年度の KUPI プログラムにて書かれたもの。補録にて掲載。 
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かと残念な気分でいます。なので、KUPI は自分の心の支えにもなった大切な場所でもあ

るので、持続しつづけてほしいと思います。 

 これからの私については、KUPI があった間、WILL の定例会に全く顔を出せていなかっ

たので、KUPI が終わったら、WILL の活動・イベントに多く参加していきたいと思いま

す。 

 あと、困っている人がいたら、すぐに駆けつけられる人になりたいと思います。 

 

 

【補録】 

 

見慣れた 18 時。いつもこの音楽。 

それは、私の趣味でもある野球だ。 

あの音楽が流れれば、行動がいつもより早くなっているかもしれない。 

でも、見慣れた時間がない日はとてもさびしく、悲しく思っている。 

私は、この時、観ている所の歌が大好きだ。 

なぜかというと、私は、バリバリの阪神ファン 

そして、阪神タイガースの球団歌である六甲おろしが大好きです。見慣れた場所・景色で

ある場所は、日によってはなれてゆくけれど、自分の心の中では、絶対に離れることはな

いだろう。 

同じ、兵庫県に生まれて、私は住んで、建物は、そこにあるのだから…。 

 

※昨年度のプログラムにおいて、「好きなもの」をテーマに書かれた詩
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KUPI の学びを引き継ぎたい。～後輩たちへのメッセージ～ 

多田 駿介 

 

１．はじめに 

 仕事は介護の仕事をやっていて、おじいちゃんやおばあちゃんのお世話と体操をした

り、コーヒーを入れたりと、色々な仕事をこなしています。 

 将来の夢は介護職になりたいですし、とりあえずやればやれると信じています。 

KUPI で 4 回目になりますが、今年度やってみたいことは、KUPI の仲間と協力しなら、こ

の卒業につながりたいです。金曜日プログラムでは、コミュニケーションボールを使い、

このつながりの鍵になるようやっていきたいです。 

 

２．この 4 年間で特に印象に残っている授業 

１）火曜プログラムで学んだことです。 

 津田先生の火曜プログラムでは、昨年「ライフストーリー」に取り組みました。 

・1 回生の授業では、「ライフストーリー」に取り組みました。 

自己紹介かねた「ライフストーリー」は、全然喋れなかったです。 

・2 回生では、イギリスの学生とオンラインで交流しました。 

 カーライルピープルファーストとの交流で、英語で喋りたくても頭が混乱してしまい、

そんなに英語で喋らなくてもいいのに？と疑問になりました。次にメンターさんが手助け

に入ってくれて助かりました。 

・3 回生では、「自己表現」に取り組みました。なかなか難しくてどん底でしたが、「人間

と宇宙」の授業から盛り上がり、どん底からはい上がって授業に参加できて良かったで

す。 

 その次に、結婚シュミレーションで、事前練習したり、オンラインでの当日発表もした

りしました。 

・4 回生（今回）では、ラップと卒論で特に楽しかったのは、ラップでカホンも持参して

実際に使ってみて良いリズムを刻んで「良かった～」とメンターさんがおっしゃっていま

した。 

 

２）水曜日プログラムではいろいろな先生から学んできました。 

①清野先生の「人間と自然（野生動物）」について学んだことです。 

〇授業の様子を記録から一部ふりかえってみると、 

 清野：ニホンザルはどういう寝かたをするでしょうか？ 

三択です。①座って寝る ②横になって寝る ③立って寝る 

 多田：①の座って寝るです。 

 清野：正解です。では、なぜ横になって寝ないのでしょうか？ 

 多田：敵に襲われるからです。 

 清野：そうですね。襲われてもすぐに立って逃げられるようにしているのです。寒

いのでみんなで固まって寝るのです。 
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〇その夜のことです。ぼくは、両親に「サルはどうやって寝るのか、知ってるか？」

と聞いた。 

 両親は、「知らない」と答えた。僕は、「座って寝るんやで。」「それは、敵から襲わ

れてもすぐに立って逃げれるようにしてるんや。」と説明したら、両親は「駿！！」と

耳を疑って感心した。 

 僕は、今日大学で学んだことを、両親に伝えることができた。なんか大学で学んで

いることに自信がもてた。 

 

②喜屋武先生の体育館でのスポーツの授業です。 

 喜屋武先生のスポーツは、今年は「究極のスポーツ アルティメット」でした。 

「アルティメットをやったことがある人？」と聞かれて、みんながあまり知らなかった

が、僕と数人だけが知っていた。びっくりした。 

最初の柔軟体操を私がした。ハードな柔軟体操をして、みんなが「ハードルが高いなあ

～。」 

と言っていました。 

アルティメットの試合を 3 チームでやって、勝ったり、引き分けもしましたが、最後

の最後に T ちゃんがフリスビーを取ってくれたが、思わずジャンプをしてバランスが崩れ

着地が乱れ尻から着地して床に激突して未だに痛いです。 

体育館でスポーツが出来て嬉しくて嬉しくて、最高でした。でも激突して痛かったで

す。 

 

３）金曜日プログラムは 

金曜日プログラムで一番楽しかったのは、M くんが大好きな伊勢志摩スペイン村のパル

ケエスパーニャ等が大好きです。 

次に、ユニバーサルスタジオジャパンのジョーズが好きけどジュラシックパークも大

好きです。 

新喜劇でナレーションは初挑戦だが、うまく出来て良かったし、保護者の前で発表が

出来て楽しかったです。さらに、今年は「KUPI 温泉強盗事件」で、Y 君と共犯になってし

まい、でも楽しくて涙が出てちゃったです。 

社会科学図書館に行ったね。本を借りたりしたね。今現在も工事中の所あって 6 つ図

書館があり、今も 5 つしかないそうです。リニューアルしていたら行きたいです。 

人間科学図書館でガイダンスを受けて、利用証ももらって入ることが出来、嬉しかっ

たです。同じ大学の図書館でも、色々あって分らなかったです。図書館が多くてわからな

かったです。 

 

３．後輩たちへのメッセージ 

 卒業した後も悔いものこらないように、後輩へのアドバイスします。 
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しんどかった事もあるけど、メンター学生さんや一般学生さんと共に頑張って欲しい

ですし、前に卒業したメンターさんにインタビューをしてから KUPI 生から一言を話して

みようと思います。 

大きな声の笑い声や音に敏感も激しい音も気になりやすいため、戸惑いが出てきた

り、頭が真っ白になったりと、すごい違和感が出やすいです。(笑) 

 私が一番頼りになるリーダーH さんです。しっかりしているので、透き通る声ではっき

りしているので、代表は H さんしかいません。 

 私たちは難しい授業を乗り越え、2 月 15 日の日が私たちが卒業する事になりました。

みなさんの前でお別れするのがさみしくなるが、メンター学生さんや一般学生さん 1 回生

が 2 回生に、3 回生が 4 回生になると思います。 

 今回の絵画は、みなさんの個人の絵がすごいなあーと感じました。それから卒業する私

を含め、小川さんや二四岡さんも今のメンター学生さんにお話しをしたいと思います。 

みなさん（私）もみなさんの絵が B 棟に貼り付けしたりと楽しみにしています。 

 お話が長くなるが、4 年目の 3 人が今日 15 日に卒業になるが、教えて下さった講師の

先生やメンター学生さんと一般学生さんにとって大切で感謝しかありません。本当に大変

お世話になりました。 

本当にありがとうございました。 
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お互いを意識して仲良くする。～思いを伝えることの大切さ～ 

二四岡 亮太 

 

１．はじめに 

みんなの考え方はいろいろあってとてもすごく良かった。しっかりしていて、人をつ

なげてとても楽しくなればみんなの限りない思い出になる。ワクワクしているからいい

な。笑って楽しくすることは、1 年目生にとって大事かな？それぞれ分からないかもしれ

ないけど、KUPI ですごしたらすばらしいよ。そこは、平和な空間がありそうだ。自分の

意思が強いなあと思う。 

 

２．各年度で感じた友だちとのかかわり 

M くんとのこと 

１年目の M くんとはきんちょうした。はずかしくて下をむいて、それで「M くんの研

究」ノートで毎日書きました。「M くんの研究」ノートには、人のしゃべりの聞く人たち

がコントロールできていなくてよくないと思うスタートだった。自分はいっかんして人の

話を聞くようにした。 

M くんは授業にしっかりとりくめず、スマホにしかきょうみがないようだった。今はが

んばっているが、その時はちゅういしようにも M くんからきょひされていた。僕はホント

に友だちになりたかった。それからともだちになれた。きっかけは、体育館でキャッチボ

ールしていてつながったと思った。僕と M くんはつながってます。 

 

2 年目のぼく 

2 年目は、みんながしっかりしてほしいから回りをよく見て、しつこく言った。 

ワークキャンプに岡山まで車と JR を乗り継いで行った。はじめて岡山県で泊まって、

海がきれいですばらしい思い出になった。ボランティアで学びました。細い木を切るボラ

ンティアで手にけがをした。おみやげを張さんと買いました。そうじのボランティアをが

んばり好きな木を選んで持ち帰りました。神戸大学のカンクロウさんと肩をくんで友だち

なりました。ボケとツッコミのように仲良くなった。とてもやさしい面白い人です。 

 

3 年目のぼく 

3 年目は、マイペースですごしました。自分自身よく回りを見ていた。T くんが歩きな

がらテキパキとふりかえりシートを友だちに配る様子を見て感心した。なるほどと思いま

した。 

4 年目になって、僕はふりかえりシートを配れるようになった。 

 

4 年目のぼく 

しずかに友だちのようすが見えるようになりました。回りの世界がよく見えるように

なりました。 

LINE 友だちがふえました。他の学年の友だちと話す様子がみらるようになった。 
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友だちを相手によくしゃべってやりとりするのが楽しそうだ。 

メンター生よりも KUPI 生としゃべってほしいと思う。 

 

３．後輩へのメッセージ 

 友だちをちゃんと意識をもってやってほしい。みんなと楽しむ方がカッコいいと思う。 

みんなと仲良くしてほしい。お互いを知り合って、意識して仲良くしてほしい。 

そのためには、思いを伝えることが大事だと思う。思いがあれば、すばらしいから伝

えてほしい。 

伝える方法として、研究ノートを書くことや、ラップを一緒に踊ることなどしてほし

い。 

自分自身は、みんなに行動で伝えることができて、そこが成長だと思う。 
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5．KUPI 学生の声「KUPI での学びの感想」 

 

▶A さん 

「水曜日の授業でしたこと」 

糸電話とは、離れて話をして、コンテンポラリーダンス体験で名前と世界のダンスを踊

りました。人生とはグループワークやアートワークの家を描くことや、人権と社会保障な

どの勉強をして、KUPI のゆるキャラも考えました。川地先生に作文や筆記具の歴史につい

て学びました。体育館へ移動して、チームに分かれてアルティメットをやりました。フエ

ルトやリボンで作った虹のポーチでした。そして打楽器を演奏して、曲も歌いました。 

 

 

▶B さん 

「KUPI のみんな、授業について」 

 火水金のいろんな先生の授業を学んでべんきょうが楽しかった最高によかったです。印

象に残っているのは岡崎先生の音楽です。知ってる曲があったからです。明日があるさ、

ポニョです。KUPI のみんなは私にとって一番大好きな友だちだとおもってる、クピのみん

なの輪の中にいるとたのしくてたのしくてうれしいからです。みんな大好き。 

 

 

▶C さん 

「神戸大学の思い」 

 メンターさんが好きだなぜなら職場だから草や落ち葉清掃ホウキで丁寧に掃いたり、休

憩中に国文にもたまっに言ったり友達（T 君）も大好きですし、神戸大学に行けてよかっ

たです。指導員の指示も聞いて最後まで頑張りました。 

 僕は福岡ソフトバンクホークスが好きでホークスファンになりました。ホークススロー

ガン鷹！鷹！鷹！（オウ・オウ・オウ）です。だから監督選手コーチ陣好きです。 

 KUPI（クピ）の事、赤木先生の授業と清野先生の授業と岡崎先生の授業と柴田先生の授

業と関先生の授業と津田先生の授業が良かったなぁと思いました。松森さんと柳樂さんと

山本くんと井上さんがメンターさんの中では 1 番好きです。神戸大学の職場の仲間、クピ

の仲間と指導員との話ができ本当に来れて良かったと思いました。景色が綺麗ですし、自

然に恵まれて風も涼しくて来年 4 月から仕事頑張れそうです。 

 

 

▶D さん 

「大好きな皆さんへ」 

私は、ともだちになってくれてうれしかったです。たいけんしんきげきで皆と一緒にして、

楽しかったです。KUPI 仲間いままでうれしかったです。メンターさんはいつでもありがと

うございました。なかよしのともだちありがとうございました。MM さんはとてもやさしく

て、ありがとうございました。大好きです。これからもなかよしで行ってください。KUPI
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の仲間大好きです。 

 

▶E さん 

「KUPI をしたきっかけ」 

初めて KUPI をしました。KUPI は、１年目から、あるのは知っていたけれど、あまりどん

なことをするのか分からないだけど知っている先生もいるし「KUPI やろう」と思いました。

最初は、緊張したり、知っている人がいないだけど少しずつお話しをしたりして声をかけ

てくれたりしてうれしかったです。「KUPI は、またしたい」と思いました。 

 

 

▶F さん 

「きょうはありがとう」 

 KUPI のみんなさまありがとう。卒業するのがさびしいです。おんがくたのしかったです。

ともだちつくりました。つだ先生ラップつくりのがたのしかったです。おか崎先生大すき

です。いままでありがとう。 

 

 

▶G さん 

 初めて神戸大学で最初は、嫌いだったけどでもいじめをしたけど大きくなって怒らっれ

て一緒に父さんと写真を撮ってくれて嬉しかったサックスをタエッネトをしています。母

さんの弁当を作ってくれてうれしいかっったこんな母さん大きだえいしきで走るだりしま

した。自転車は、I のプレゼント買ってもらってうれしい気持ちになった母さん忙しいけ

ど頑張ってくれる母さん I の事を考えてくれてありがとうこれからもかいぎ頑張って下さ

い堺のばあちゃん小学校の時いくせかいのおむかえ来てくれてありがとうばあちゃん大好

きです。母さん I のたんじょう日おにわいしてくれてありがとうケーキまでありがとう母

さん大好き大学歌詞作りをしてくれさった人ありがとうございました。ゴールデンボンバ

ーリームをしてお面白いかった図書館を行って楽しかった黒ちゃんいつもお世話になりま

した。カンラ先生とびたさんに会いてくれてありがとうございました。大学の人たち本当

にありがとうございました。またねさようなら 

 

 

▶H さん 

「皆と楽しく授業できた」 

 火曜日津田先生の授業は自己紹介ラップや曲作りなどをして楽しい時でした。水曜日の

授業は関先生のダンス白鳥はとてもかっこよかったです。赤木先生の授業も楽しいかった

です。時には笑ったりしました。岡崎先生の今日の授業は楽しかったです。金曜日のプロ

グラムはコミュニティボールを使って発表したりして楽しい４カ月間でした。 
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▶I さん 

「WILL の冬のプログラム」 

 僕は、WILL の冬プログラムに行きました。朝、８時４５分に六甲道に集合してそこから

加西市に向いました。オークタウン加西に行きました。大型バス１台で行きました。森林

鍋や丼ぶりバイキングやカレーライスなどをしました。１泊２日でした。森林鍋では、火

おこしをがんばりました。日は、すぐにおこせませんでしたが数分後にまきに着火しまし

た。そして鍋に水を入れてこんぶでだしをとりました。そのあとは、具材などを入れて食

べて行きました。マシュマロも焼きました。鳥肉も焼いて食べたりしました。うどんも食

べました。宿舎にもどってから部屋にもどって布団などをしいて行きました。晩ごはんの

じゅうんびもしました。晩ごはんは、丼ぶりバイキングをして食べました。玉子丼やマー

ボ丼などを食べました。布団に入った時間は、夜中１時過ぎでした。次の朝５時３０分に

目があいてグランドに行きました。グランドでは、大層をしてからサンドイッチを食べて

そのあとは、ちょボラに行きました。加西市内を歩きました。いのししのおりやさるのこ

しかけなどをさがしに行きました。いのししのおりの入口には、米ぬかがまいてありまし

た。キツツキもとんでいました。とても楽しい WILL の冬プログラムでした。今度は、春の

プログラムに行きます。おわり 

 

 

▶J さん 

「KUPI の楽しかった思いで」 

 私はあんまりこれなかったけれどたいけんしんきげきが出来てうれしかったでも KUPI

にこれたことが私の心のささえになった。でも KUPI のみんなとあんまり仲よく出来なく

ててしんどかったけどでも KUPI にこれてうれしかったです。私の一番のお思いでが出来

ました。とくにお思いでにのこっていることはなんとゆってもたいけんしんきげきが一回

さんか出来たことです。みんなとはじゅぎょうのかいすうはすくなかったけど KUPI が一

番たのしかったです。くろさきさんがいてくれて一番がんばれました。今年もあとわずか

だけど KUPI のであった友達メンターさんとっても楽しかったです。いいけいけんになし

ました。いろんな人がいるんだなぁてお思いました。KUPI で出会った人でもがんばってい

るとお思いました一番心のささえになってくれたのはくろさきさんですときどき KUPI に

これた日はとても楽しかったでもつらい時もあったでも苦しいからのりこえられることも

あるとお思いますでもこれからもぜひ KUPI にこれたらいいなぁてお思いましたたのしか

ったです。またいつか KUPI にもういちどこれる日があったらいいなぁておもいますこの

はんとしがんばれなかってけどまた体調をととのえて元気でじゅぎょうをがんばりたいで

す KUPI についてはいろいろなやんだけどつらかったり苦しかったり楽しことがあっての

りこえれるとお思いましただから私の一番心の中には KUPI のたのしさがのこっています。 
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▶K 君 

「KUPI の思いで」 

 自分は KUPI２回目のさんかでまた楽しいはっけんがありました。火曜日のじゅぎょうで

は自己紹介のラップミュージックダンスがとってもたのしかったです。みんなとダンスし

ておどってとてもたのしかったです。２回もダンスみんなでおどれてよかったです。さい

しょはきんちょうしてダンスをおどってくれるにんずうがあつまるかふあんだったけどた

くさんのにんずうでおどれてとってもうれしかったです。できあがりのどうががとっても

たのしみです。 

水曜日は音楽のじゅぎょうがとってもたのしかったです。 

金曜日は体けんしんきげきとってもたのしかったです。KUPI にさんかできてよかったで

す。たのしい思いでをありがとうございました。 

 

 

▶L さん 

「WILL 活動」 

 自分は、初めて、WILL のキャンプに行きました。最初は、不安が沢山ありましたが WILL

のメンバーの力を支えてくれたので楽しく過ごせれました。自分の中で、楽しかったのは、

ふりーズ、リッカ、あっしゅで、一服をした事です。後、お話で着て、嬉しかったです。 

 みんなでした事は、サイコロで、ころがして、でた数字で、お題があって、色々あって

難しかったです。でもグループの人が、一緒に考えてくれました。ご飯で、おいしかった

のは、森林なべとバーベキューです。一から自分たちで、準備をして、やいたり具材を入

れて、大変だったけどみんなと協力し合ってできたのが、良かったです。また、WILL のキ

ャンプに行きたいと思ってます。活動を頑張りたいです。 

 

 

▶M さん 

 体験新喜げきでは写真をとりました。本当は、うごいてとりたかけどお客さんがぶたい

を見やすいようにしながら写真をうしろの方からとったのでもしこのような写真をとると

きは、うごきながらとりたいと思いました。 

 図書館では、調べた事に関係する本をかりました。その本で新しいことをしることがで

きたのでよかった。 

 水曜日の授業はいろいろなおもしろい授業がありました。いんしょうにのこっている授

業は、動物の授業です。動物の授業はほねの標本やイノシシとシカの毛などをみたりさわ

ったりしたのでいんしょうにのこっています。 

 火曜日の授業ではラップとかしをつくりました。ラップか詩のある歌は、自分でとった

写真か動画を使うことができてうれしかったけど少しはずかしかったです。 

 また KUPI を受講する時にはまたいろいろな授業を受けたいです。 
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▶N さん 

「2022 年度 KUPI プログラム４か月間振り返り」 

 火曜日の授業では自分ラップで、自己紹介を作成しました。仕事働いていることや、私

の子供時代、乗り物メンター家族大好き旅行に行ってるのを伝えました。 

 金曜日は図書館へ行って飛行機の本を１冊貸りました。体育館で運動もしました。新喜

劇はおもしろかったです。新喜劇とは別に面白い満ざいがしたかったです。KUPI が終わっ

てもお仕事はフルで頑張ります。電車おでかけ中メンター会えたら嬉しいです。 

 

 

▶O さん 

ががでます。ままがまがばります。まます。まがばりまま

す。まままがままでままがばです。までます。でばまたで

がばだです。がばだ 

（右は O さんの感想イラスト） 
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6．プログラムから何を学んだのか 

 

1）授業担当教員 

 

自己表現を形にする 2 年目 

津田 英二 

 

 今年度の火曜日の授業では、作詞・作曲して歌って（踊って録画して）動画を作るとい

う作業に挑戦しました。昨年度は自己表現を形にするというテーマだったので、そこにさ

らに高いハードルを設けたわけです。 

 難しい作業であることは最初からわかっていたので、どうやったら形になるか、ずいぶ

ん考えました。最初の難関は、伝えたい思いを言葉にするという作業です。これは KUPI 学

生と一般学生やメンター学生とさんざん深い話をしてもらう必要があります。一般学生や

メンター学生はともすると聞き役に徹してしまうので、あえてメンター学生が聞き役にな

るような場面も作りました（成功したかどうかは別問題ですが）。 

 次の難関は、言葉をリズムに乗せるというところです。わかりやすくなくてはいけない

ので、ラップ用のフリートラックの音源を探して、その曲に乗せて自己紹介ラップを作っ

て歌って（踊って）動画にするという作業を入れました。なかなかのできばえのものも多

く、中にはどこに出しても恥ずかしくないレベルの作品を作った人もいて、手応えを感じ

る作業となりました。 

 そして最後の難関は、メロディーを作るというところ。ラップ調でもいいのですが、メ

ロディーに歌詞を乗せることで、さらに自分の思いを伝えることができるという部分を少

しでも体験してもらえたらと思いました。一般学生やメンター学生も作曲した経験がある

という人は少数で、みんなにとっての挑戦だったと思います。もちろん私にとっても挑戦

で、要望に応じて何人かのバッキング音源を作ったり、最後は KUPI 生の熱唱をギターで伴

奏したり、とっても楽しい時間を過ごしました。こんな楽しい授業をするのは私も初めて。

結果的にラップ調になったり替え歌になったりした人がほとんどでしたが、それはそれで

オーケーです。それぞれに思いを言葉にして、初めて経験する作業にせいいっぱい挑戦し

た結果です。 

 毎年、KUPI 生の元気がよくて一般学生が押され気味なので、一般学生がおもしろがって

くれているかなあと、ずっと気にしながら進めています。今年度は、「大学はつまんないけ

ど、KUPI だけはおもしろい」という声が聞こえたり（喜んでいられない声ですが）、「楽し

んでる？」と聞くとニコッと笑顔で返してくれる学生がいたりしました。 

 さあ、来年度はどのくらいのハードルの高さに設定するかな。 
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哲学「人生ってなに？」 

稲原 美苗 

 

2022 年度もコロナ禍の中で KUPI の哲学の授業を実施した。今年度も例年通り、11 月 2

日と 9 日の 2 週連続で担当させていただいた。2 回の授業のテーマを分けずに、「人生って

なに？」という一つの問いをメインに展開した。まず、シラバスでも示したように、「哲学

は、自分について、人生について、世界について、たくさんの問いと向き合うこと」であ

ることを伝え、教室にいる KUPI 学生たちとメンター学生たちと対話をしながら、一緒に考

えることに楽しさを経験してほしいと考えた。特に、2 回にわたって、「人生」 を考える

ための 3 つの問いを用意した。人生を考える際に、時系列で整理してみると分かりやすく

なると考え、メンター学生たちやコーディネイターの協力を得て、画用紙や模造紙などで

作ったワークの教材を準備した。一週目の授業では、哲学について簡単に説明し、その後、

「人生」について考えるために 2 つの問い①「幸せって思うのはどんな時？」②「しんど

いって思うのはどんな時？」を用意した。これらの問いについてグループで対話をし、そ

れぞれの場面について言語化するワークをした。2 週目の授業では、「私たちは何のために

生きているの？」という問いを出して、対話を進めた。画用紙の「家」の中に、将来の暮

らしや夢を描くというアートワークを実施した。その後、KUPI 学生たちが創作したそれぞ

れのアートワークを見せながら、これからの自分の人生（将来）について発表した。 

哲学とは、私たちが幸せに生きるための思索であり、そのために必要なことは何かを問

うことだと、私は常々考えている。それに加えて、哲学は「一つの正解を持つこと」では

なく、「一つの正解を目指す考え方を批判するもの」でもない。哲学の課題は、ものごとの

「良さ」「悪さ」（なぜ良い（悪い）のか・どのような点で良い（悪い）のか）を問うこと

である。1 回目の授業で、私が考えている哲学論を KUPI 学生たちに伝えた。そうすること

で、一人一人の人生（生き方）と社会や世界を「より良い」ものにしようと考えることが

できると信じている。拙い授業であったが、私は一人一人の人生を大切にして生きてほし

いという願いを込めた。その後、「哲学の祖」と呼ばれている古代ギリシャ時代に活躍した

ソクラテスについて言及した。不条理な世界に生きる私たちにとって哲学が必要な理由を

知ってもらうために、現代人が直面している「わからない」ことを 3 つ挙げてみた。①何

を目指して生きていけば良いのか、わからない。②他者（家族や友達、同僚など）とどの

ようにつきあい、どのように関わりあいながら生きていけば良いのか、わからない。③地

域や社会（国家）とどのように向き合えば良いのか、わからない。このような「わからな

さ」に気づくことが、ソクラテスが主張する「無知の知」の考え方に合致する。「わからな

さ」があることを知ることから始めると、わからないことをわかろうとする力を持つこと

になる。人生において、わかることより、わからないことの方が多いのだから、わからな

いことに向き合えるようになるには、哲学することが必要だと思う。恐らく KUPI の授業で

毎年繰り返して伝えていることだと思うが、哲学することは誰でも学べる。KUPI の哲学の

授業には正しい答えも間違った答えもない、そこにあるのは自分の答えだ。事前の知識は

何も必要ない。私が KUPI で大切にしているのは、KUPI 学生一人一人が、自分でしっかり

考えることだ。 
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今年度は、私にとって 4 度目の KUPI の哲学の授業だった、過去に受講した KUPI 学生も

半数ほどいたので、今年度用に新しいテーマを設定して教材を用意したのだが、これで良

かったのかという「わからなさ」（反省点）が出てきた。どうすれば KUPI 学生全員に考え

ることを楽しんでもらえるのかという点において、毎年、自問自答してしまう。今年度は、

ワークが苦手という理由で、授業に全く参加できず、皆と一緒に教室にいれなかった KUPI

学生もいた。私自身、その学生が私の授業内容や（脳性まひによる構音障害がある）話し

方を苦手と感じているのだと、勝手に思い込んでいた。だが、その後に驚く出来事があっ

た。KUPI の授業には参加できなかったその学生が、一般学生に向けたジェンダー論の講義

を見学したいとメンター学生から依頼があったのだ。最初、その依頼に対して躊躇したが、

彼女を受け入れることにした。その KUPI 学生は 2 週連続でジェンダー論の講義を受講し、

ノートも丁寧にとってくれていた。彼女は「大学生らしい経験」をしたかったそうだ。私

は大きな思い込みをしていたことを悔いたが、このことに気付けて本当に良かった。 

4 年間、KUPI 学生全員が楽しく哲学できる授業づくりを考えてきたが、全員同時にその

場にいることを目指さなくても良いのかもしれない。少しでも不快に感じた時に、その場

から退室できる自由があることは、安全な学びの場を作れているということを意味してい

るのではないだろうか。私の講義を聴講して、ニコニコしていた彼女の姿を見て、本当に

うれしかった。私は自分の障害の呪縛から解放されていなかったのだと気づいた。その

KUPI 学生が私に安全な学びの場について考える機会をくれたのだ。この場を借りて、彼女

に深謝の意を表したい。 

 

 

2022 年度 KUPI 報告 

岡崎 香奈 

 

１． 授業について 

1）2023 年 1 月 18 日と 2 月 1 日に、「音楽する人間―音楽表現活動を体験しよう―」とい

うテーマで、2 回授業を行いました。シラバスの授業内容欄には「私たちは、なぜ音楽を

聴いたり歌ったり、楽器を演奏したり、踊ったりするのでしょうか。人が『音楽する』こ

とは、私達の健康に役立つことがとても多いです。生活の中で音や音楽がもたらす効果に

気付き、それを活用する仕事『音楽療法（おんがくりょうほう）』について勉強してみまし

ょう。実際に、授業内で音楽表現活動を体験していきたいと思います」と記述し、授業計

画として次の 2 点、①音楽の作用についてーコミュニケーション媒体としての音楽、②楽

器／身体／声を使った音楽表現、を挙げました。 

昨年度と同様、事前準備として「みなさんの好きな音楽やアーティストについて、教えて

ください。また、音楽表現活動を行うときは強制ではありませんので、無理をしないで、

皆さんの参加したいペースで参加してください。音楽活動を体験しながら、音楽のもつ効

果について考えていきしょう」というメッセージを伝えておきました。 

2）第 1 回目の授業では、まず自己紹介の代わりに、各自の「好きな音楽、アーティスト」

について話してもらいました。この活動は、音楽療法でも使われる「ミュージック・シェ
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アリング」というもので、単に自分の名前や所属を告げる自己紹介ではなく「好きな音楽、

アーティスト」を語ることを通して、お互いの今まで知らなかった面を知ったり、共通の

話題ができて交流が増えたりすることを目的としています。 

この授業のためにジャニーズの「推しメン」のうちわを持ってきて熱く語る人、アーティ

ストの話題から今ハマっているテレビドラマの話に展開する人、1 年前と好きなアーティ

ストが変わっている人、他者の「好きな音楽」と自分のものが同じで身体を乗り出して話

に入ってくる人などなど、教員、メンター学生、KUPI 学生全員がシェアリングを行い、お

互いに「語りたい」「伝えたい」気持ちが盛り上がっていきました。ちなみに、私の今年の

推しメンは、Snow Man の岩本照さんでした（去年は嵐のマツジュンだったけど）。その後、

好きな音楽やアーティストに触れることのメリット、人間にとって音楽を聴くこと・歌う

こと・踊ることがなぜ大切なのか、ということをお話しました。 

後半では、教室の中心に大きな円を作って座り、トーンチャイムで「音のキャッチボール

（トーンキャッチ）」を行いました。中国五音音階、日本五音音階、沖縄五音音階など、同

じ五音音階でも音の配列が異なると、響きや曲想が変わります。それぞれの特徴を感じな

がら、テンポやリズムを変えて即興に挑戦していました。音という「形」のないものを「や

り取りする」行為が、ぶつかったりする物理的な危険を伴わないコミュニケーション手段

となり、またあまりやり取りしたくない場合はアイコンタクトを取らなければ受信拒否を

することもでき、自分の匙加減で参加度を決めることのできる活動となっていました。前

回音が苦手だった KUPI 生も、今回は参加することができていて、よかったです。 

さらに、ブルース音階のトーンチャイムの即興を行ったり、「Over the Rainbow」をメンタ

ーの曽我さんの指揮、橋澤さんのチェロ、私のピアノと共に合奏をしました。4 年生の KUPI

学生が指揮者を志願してくれて、年数を重ねてきた自信を感じることができました。 

 

3）第 2 回目の授業では、前半は楽器を使った即興を行いました。どんな楽器の音でも、全

員で慎重に鳴らしていくと、どこかで「合っている」感覚を感じることができ、「イアーコ

ンタクト」が芽生えてきます。楽譜がなくても、自分の感じるままに、そして相手の音を

聴きながら自分を調整して音楽創りをすることに繋がっていると感じました。 

その後、替え歌活動を行いました。昨年度は「一週間」（ロシア民謡）の歌でしたが、今年

度は「明日があるさ」（作詞：青島幸男、作曲：中村八大）を使いました。替え歌活動では、

既成の音楽的枠組みの中で、自分の希望や妄想、愚痴など、何でも歌詞にでき、それを歌

うことで気持ちの昇華や発散をすることができます。また、時間芸術との音楽表現として、

絵画や造形のように後に残らず、その場限りの表現を可能にします。 

まずは、一人ひとりに記入用紙を配付し、その後グループで話し合って発表をしてもらい

ました。個人的な歌詞では、お気に入りの野球チームを応援する内容や、仕事場で怒られ

て落ち込んだ、という歌詞がありました。グループワークで KUPI 学生、メンター学生全員

が協力して歌詞を作ると、KUPI に関連する内容が多かったです。下記にいくつか紹介しま

す。 
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  仕事終わりに KUPI へ行き 

  みんなで勉強頑張るぞ 

  明日がある、明日がある、明日がある～さ～ 

 

  KUPI の自分のダンスで 

  自己表現で踊れて最高だ 

  明日がある、KUPI と嵐、みんなでダンスしよ～ 

 

KUPI ももうすぐ終わりだよ 

  楽しいこともたくさんあった 

  明日がある、明日がある、明日がある～さ～ 

 

  勉強した 友達出来た 

  夢をかなえる KUPI 

  明日がある、明日がある、明日がある～さ～ 

 

 これらの歌詞で、最後に全員で歌い、授業を終了しました。 

 

２． 振り返りと感想 

KUPI で音楽の授業を担当させていただいて以来、4 年が経ちました。1 回目から参加して

くれていた KUPI 学生たちは、特に 2 月 1 日が最後の授業だったこともあり「今年最後だ

から寂しい」「今日が最後だからしっかりやらなきゃ」という発言がよく出ていて、卒業す

ることを意識しているようでした。 

授業中は、先輩の KUPI 生が、後輩や新しく入ったメンター学生に「こうやるんだよ」と教

えてあげる場面があったり、また相性が悪い仲間同士でちょっと揉めるような出来事があ

ったり、などなど、グループダイナミクスとプロセスにおいても年齢相応の成長がみられ

て、頼もしく感じました。 

今年度も、河南先生や黒崎さんに大変お世話になりました。学生たちの日常の様子や集団

における力動を伝えてくださることで、「KUPI 学生とメンター学生と教員との関わり」が

円滑に行われていたと思います。また、教員の授業準備のために、多くの情報とお気遣い

を賜りましたことに、感謝申し上げます。 

 

 

おどろきの 2022 年度   

川地 亜弥子 

 

 今年度も「人はなぜ書くのか」をテーマに、KUPI 学生さんにもメンター学生にも作文を

書いてもらいました。毎年していても、毎回新しい驚きがあります。  

 まず、今までは好きなものの名前をたくさん書く傾向にあった人が、文章を綴りだした
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ことです。急に文章を書いてくれて、とてもうれしかったですが、経験したことを記録の

ように淡々と書いていくというスタイルだったので、最近印象深かったことを書いたのか

なと思っていました。それが、修了式のときにも、ＫＵＰＩの思い出としてそこに書いた

内容のことを語っていて、（おそらく）本当に大事なことを選んで書いたのだと思います。 

 もう一つは、３グループに分かれて読みあっていた時のことです。私の授業では書いた

らみんなで読むことを大事にしています。（もちろん、読まれたくないという人の分は読み

ません。）普段は好きな時に教室を出ちゃうこともあるという人が、全員が戻ってくるまで

待って、自分の作文を読みたいと言い、もちろんいいですよと答えたら、スタッフの人や

周りの人への感謝とお詫びの作文を読みました。自分でこうしたい！という思いがあふれ

ていました。 

 さらにもう一つ。ＫＵＰＩ新喜劇のときのことです。今年はお風呂屋さんが舞台だった

のですが、湯あたりしてぐったりしていたＡさんが、急に砂川さんへ自分が書いた文章を

渡し、これを読みたいと言ったこと。あとからの砂川さんの話では、Ａさんは、その場で

書いてその場で砂川さんに渡したそうで、砂川さんもすぐに読んで、これはぴったりの内

容だ、と読んでもらうことにしたのだとか。即興劇の中で、自分で文章を書いて読むとい

うのは本当に驚きました。 

 こんな驚きに満ちたＫＵＰＩの取り組みですが、４回（４年度）受講したＫＵＰＩ生さ

んはいよいよ卒業です。卒業論文を書き、堂々と発表する姿。 

 修了式が終わってから、すぐに「今までに書いてきた作文で、みんなで読んでもいいよ

と言ってくれた作文を、私の研究発表で紹介していいですか」とお尋ねしたら、修了生３

人ともＯＫでした！ これから、研究会などでご紹介して、ＫＵＰＩに来たことがない人

とも、一緒に読み深められると思うと、うれしさがとまりません… ぜひ、彼らの大好き

なもの全開、思い全開の作文を、一緒に楽しみましょう！ 

 

 

「コンテンポラリーダンス体験～名前で踊ろう～」 

関 典子 

 

 今年度、初めて KUPI の授業を担当しました。2022 年 10 月 19・26 日の 2 日間、題して

「コンテンポラリーダンス体験～名前で踊ろう～」。1 回目の序盤では、自己紹介も兼ねて、

私の代表作である『瀕死の白鳥』の映像を観ていただきました。この作品には「身体で文

字を書く」振付があり、クイズ形式でお聞きしたところ「SWAN！」と正解を答えてくださ

る方がおられてビックリ。とても嬉しかったです。これを導入として、6 チームに分かれ

て「身体で文字を書く」ダンスの創作を行っていただきました。それぞれのチームごとに

発表していただき、それを撮影して、この日は終了。堂々と踊られ、お互いに惜しみなく

拍手される姿に胸が熱くなりながら、私も心からの拍手を送りました。 

 2 回目の授業では、先週、披露してくださったチームでのダンスの映像を皆で鑑賞しま

した。ソロあり、グループでのユニゾンありと、本当に個性豊かな自己紹介ダンス。楽し

そうに誇らしげにご覧になる方もおられれば、恥ずかしがりながらご覧になる方もおられ、
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反応は様々。ご自身の表現や仲間の表現を客観視する機会になっていれば幸いです。 

その後は、私からの御礼のダンスとして「KUPI」と書く振付を披露しました。「K」は「キ

ック」で蹴る動き、「U」は「アップ」で両手を U の字にしながらジャンプ、「P」はバレエ

経験者もおられたことから、バレエのテクニックである「パッセ：膝を曲げてその爪先を

軸脚の膝にあてるポーズ」と「ピルエット：回転」を織り交ぜました。最後の「I」は、全

身で大きく伸びながら「I」を形作り、深呼吸をするように両腕を広げて、胸の前で「愛の

ハート形」を作るポーズ。全員が一人ずつ、オリジナルの「KUPI」ダンスを即興的に考え

て踊り、皆で真似し合うセッションも行いました。十人十色の表現と動きが繰り出され、

必死で真似して心身ともにワクワクと熱くなった感覚が、今も蘇ります。 

「身体で文字を書く」振付は、私に限らず他の振付家も実践している方法論ですが、私

にとっては、詩人ステファヌ・マラルメ（1842-1898）の次のようなバレエ論へのオマージ

ュでもあります。すなわち、「踊り子は踊る女ではない（中略）彼女は一人の女性ではなく、

我々の抱く形の基本的様相の一つ、剣とか盃、花、等々を要約する隠喩なのだということ、

そして、彼女は踊るのではなく、縮約と飛翔の奇跡により、身体で書く文字を用いて、対

話体の散文や描写的散文なら、表現するには文に書いて幾段落も必要とするであろうもの

を、暗示するのだ、ということである。書き手の道具からすべて解放された詩篇である」

（渡辺守章編『舞踊評論』新書館、1994、110 頁／Mallarmé, Stéphane. Divagations, 1897.）。 

ダンスは非言語的コミュニケーションですが、「身体で文字を書く」振付には、様々な意味

や思いを込めることができます。また、ダンスを創る？！というと躊躇されることもある

と思いますが、書くことをきっかけに自然と動き始めることができたり、その振付を覚え

やすいなどの利点もあります。さらに、どんな色で書くのか？鉛筆なのか絵の具なのかク

レヨンなのか習字なのか万年筆なのか…？様々な質感を試すこともできます。 

KUPI の皆様と一緒に踊れたことは、私にとって、かけがえのない経験でした。能動的に取

り組んでいただけて、さらに私には思いもよらないような表現や動きを教えていただけて、

本当に、感謝の気持ちでいっぱいです。有難うございました。 

 

 

2）一般学生 

 

① 

 このレポートでは、KUPI 生と一緒に授業を受けたことによる感想を 3 点に分けて記す。 

 1 点目は、知的障害のある人が豊かに表現しながら学ぶことの意義である。小学生の時

に知的障害がある人と同じクラスで学んだときは、ずっと怒られて窮屈そうだったり、加

配の先生とばかりコミュニケーションをとっていたりといった姿が印象に残っている。し

かし、KUPI に来ている人は、私が普段受けている授業の人よりも積極的に発言したり、自

分の要望を伝えたりと、私がかつて見たより楽しそうで活き活きしていた。歌詞作りの時

に私もはっとするような言葉が出てきたときや、動画に入れる画像を選びで思わぬ特技や

才能をみせてくれたとき、特にそれを強く感じた。このような個性が表出するのは、KUPI

が自由な表現を許容し、むしろ歓迎する場であることが理由だろうと思う。 
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逆に、小学校はそういった場ではないことが言える。私の主観では、低学年の頃はかなり

自由に遊んだり発言ができたと思っていたが、それも「学校」や「教室」の縛りの中限定

であった。授業中は姿勢良く前を見て座り、静かに話を聞かなければならない、道具箱を

机の左側、教科書類を右側にいれ、真ん中に筆箱を入れなければならない、図工の時は「自

由に」工作しても良いと言われながら「常識的な」ものでなければ手直しが求められる。

このようなルールや暗黙の了解は何の意味も無く、ただ窮屈なだけのもので、この無意味

な縛りに対応できなければ、「できない人」とレッテルを貼られる。私は上記のような学校

教育の空気感が当たり前だと思っていたが、知的障害がある人と接して豊かな表現や感性

に触れることで、非常にもったいないものだと感じるようになった。知的障害がある人が、

大学で様々な内容に触れて学び、自己表現ができる KUPI の意義を感じると共に、誰もが学

びを得られる場がもっと広がればと思った。 

 2 点目は、KUPI 生とのコミュニケーションについてである。私自身が元々人と話すのが

苦手な部分があり、知的障害がある人と話すのは緊張していた。実際、最初は距離感が分

からず、アルバイトで接客をする時のように敬語で他人行儀に接してしまっていた。しか

し、自己紹介ラップのときに同じグループになった N 君や H さんが向こうから色々話しか

けてくれたり、たくさん質問してくれたりと、むしろコミュニケーションを助けてもらっ

たことで、次第に自然体で話せるようになった。同じグループでなくなってからも授業後

に話したり、水曜日や金曜日にすれ違った時に手を振ってくれたり、KUPI の外でも声をか

けてもらえたときは、とても嬉しかった。最近、私は初めての人と会う時には「緊張する」

だとか、「どう思われるだろう」などと気にしていたが、KUPI 生と出会って接することで、

「初めての人と会うのは楽しい」というような、忘れていた気持ちを思い出すことができ

た。 

 3 点目は、一般学生として授業に参加することの迷いである。後半になるに従って、KUPI

生がどんどん自分から新しい表現を見付けていったり、発言したり、KUPI 生同士やメンタ

ーと仲良くしていくにつれて、自分がこの場にいる意味は何なのだろうと考えるようにな

った。一緒に歌作りをしている時、「こうしたら良いんじゃない」と意見を出すことで自己

表現の妨げになっているのではないだろうか、私が無意識に持っている「常識」を押しつ

けているのではないだろうか。全体の中でペアの KUPI 生がたくさん発言したいときに、

「他の人もいるから待って」と注意することで、せっかくの意見がフイにならないだろう

か、あるいは注意しないことで、他の学生の発言を止めてしまっているのではないだろう

か。自分の行動にはほとんど影響力が無いのか、それとも意味を持っているのかも分から

ず、自分の言動によって悪い影響が出ていないかをとても心配していた。また、メンター

として KUPI 生をより深く知って寄り添うことと、一般学生として「共に学ぶ」ことの違い

も分からなくなっていった。メンターの方は長時間 KUPI に関わってボランティアとして

の役割を果たしているが、それなら一般学生は必要なのだろうか。障害者との関わりや、

私たちを取り巻く社会について疑問や意見が生まれ、学んだことも多いが、その学びは果

たして独りよがりなものなのかもしれない。このような迷いについて、自分の中で決着を

付けることができず、モヤモヤしたままなのが心残りである。 
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➁ 

 私が、今回の講義を通して最も感じたことは、感情や想いをありのままに表現すること

が、人間性の豊かさに資する効果、であると思う。文面だけで伝えることは、難しく、ま

たまどろっこしい伝え方になることがなんとももどかしいが、感じたことを伝える。 

 人間は、強弱はあれど何かしらに関心を持っている人が多い。その一方で、現代の社会

においては、感じたことをありのまま披露する場は、今の社会ではとても多いわけではな

い。一方で、KUPI では、自分の想いを吐露したり、歌やダンスという形で自分の内面を表

出できる場が多数設けられていた。 

 ある一人の学生さんは、ダンスが非常に好きで、もともと気さくな方ではあるが、自分

自身でダンスをし、周りも巻き込むときは、躍ることに没頭し周りがあまり見えなくなる

ほど自己表現や場の表現に徹していた。 

 また、別の学生さんは、一人の友人への想いを吐露し、歌に乗せることで少し昇華させ

ているように感じた。一方で、また新たな学生さんは、余り自分の想いを言葉にすること

ができず、隣の学生が滑らかに言葉を発する様子をみて、焦りを覚えているように見えた。

これらの経験を観測して思うこととしては、人はそれぞれ何かしら、自身の想いを形にす

ることに欲求がある学生が多い。 

 振り返ると、自分自身、テニスしかり歌しかり、人に話を聞いてもらうことしかり、自

分自身の想いを五感に触れる形で表出するのは快感であったりストレスの発散に繋がって

いると感じる。そういった意味で、KUPI のような新たな形で自己表現ができる場は、KUPI

学生にとっても一般学生にとっても、新たな人間的な発達を遂げられる場所であると考え

る。 

 

 

③ 

KUPI 学生との関りの中で気づいたことが２つある。１つは個人の意見を尊重されるコミュ

ニティであること。もう一つは、障害とひとくくりにしても多種多様であること。この 2

つの視点から経験を述べる。 

 1 つめの個人の意見を尊重される点においては、一般学生が想像をする以上に自由度が

高く、「やりたい」という意志を尊重し柔軟に場を設ける授業の設計になっていた。例えば、

私と同じグループになった KUPI 学生は「曲を作って動画を作成する」というテーマに対し

て、「ダンスを踊ってそれを動画にしたい」と主張した。そして彼は続けて「一緒に踊って

くれる人をあと 5 人は欲しい」と言っていた。私は授業の最初に言われた内容の指示通り

に行い、それ以上のものは作らないと思っていたので、そのような提案があった時は非常

に感心した。さらに、5 人集めるミッションも楽ではないにもかかわらず、グループ内の

全員が協力的で他のグループにお願いに行って、なるべく実現できるように思考し実行し

た。このように、私の想像した内容を簡単に通り越していき完成させるモチベーションと

それを尊重する場があることが学生から見た KUPI の良いところだと感じた。一般学生は

サポートする側のような感覚を持つかもしれないが、そうではなく一般学生の意見も尊重

される場を作ってくれていた。しかし、私は実際に一般学生の意見が尊重される場が提供
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されていても、自由に発言したり動いたりすることが出来なかった。なぜなら、私が意見

を言うことで KUPI 学生に迷惑をかけてしまうのではないかと心配になったからである。

「もっとこうしたらいいのではないか」という発言をした先にどうなるのかというイメー

ジが無かったため、常に保身的だったことが反省点である。 

 ２つめに、障がい者という枠でも多種多様な人がいることを知識だけではなく接するこ

とでより深く実感した。例えば、恋の話が止まらない方、質問をしても返ってこない方、

リアクションが大きい方、携帯の検索が難しい方、急に教室を飛び出す方、笑いのツボが

どこなのかわからない方など様々な個性を持った人たちがいて、その様な個性をもった人

たちが大きな喧嘩をするわけでもなく同じ教室で授業を受けて共同していることが感慨深

かった。つまり私以上に彼らは違う部分を尊重し合っているのではないかと感じた。一方

で私は障害の人と話す際に「この人はどんな人で何をするとだめなのか」を考えてしまい、

コミュニケーションがぎこちなくなっていた。この私の気持ちは他の人にも存在するので

はないだろうか。障害を持った人が自己紹介をする場面があればもっと私も楽しくコミュ

ニケーションが取れたように感じる。 

 以上、意見を尊重される場と多種多様な障害の方との交流により多くの気づきを得るこ

とが出来た。この経験は私の身近な友人と共有してたくさんの人に知ってもらおうと思う。 

 

 

④ 

 講義の中で紹介されていたことがきっかけで、私は KUPI の存在を知った。「なんだか楽

しそう」というのが第一印象で、メンターを務めることと、一般学生として火曜日の授業

に参加することをすぐに決めた。 

 火曜日の授業では、KUPI 学生とペアになって曲作りを行った。３Q は教育実習の関係で

授業を欠席することが多かったため、４Q の作詞作曲を中心に振り返る。 

 ペアになった KUPI 学生は IM 君である。IM 君は、３Q のラップで海外旅行の経験を歌詞

にしていた。４Q では、誕生日に訪れたユニバーサルスタジオジャパンのことが忘れられ

ないようで、大阪から発展して「京阪神」が曲のテーマになった。 

 IM 君とは私がメンターとして参加する金曜日プログラムで何度か関わったことがあっ

た。絵を描く活動の中で、とても可愛らしい絵を描いていたことが印象的だった。描くキ

ャラクターのチョイスも絵柄も独特で、IM 君には IM 君の世界観があるのだと思った。 

 そして、その世界観は作詞においても発揮された。私には音楽のセンスが皆無であり、

初めから作曲は諦めてカラオケ音源を使用することを決めていた。カラオケ音源を使用す

ると、元の曲に引っ張られて表現の幅が狭まる可能性があると指摘されていた。しかし、

IM 君の場合そのような心配は無用だった。 

 IM 君は、ベースとなる曲（カラオケ音源を使う曲）を二つ提案してくれた。どちらも男

性アイドルグループの曲で、歌詞は英語が中心だった。そこで初めて、IM 君は英語が好き

なのだと知った。IM 君が最終的に選んだのは、テンポが速く、歌詞も多い曲だった。IM 君

は英語を勉強しているようで、元の歌詞を丁寧に日本語に訳そうとしていた。また、その

歌詞をそのまま使用するのではなく、どこかに必ずオリジナルの要素を付け加えていた。
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さらに、テーマが「京阪神」であることから歌詞で京都、大阪、神戸のそれぞれにクロー

ズアップする必要があった。そのため、作詞にはかなりの時間を費やした。しかしその分、

IM 君のこだわりが反映された歌詞を作ることができた。 

 特に印象的だったのは、IM 君がベースとなった曲の「焼けた素肌クラクラ」という歌詞

を、「大根みたいな京都タワー」に置き替えていたことである。作詞にあたっては、京阪神

の観光地をまとめたサイトを参照していた。そこにあった京都タワーの画像が IM 君には

大根のように見えたのだと思うと面白かった。 

 授業が終盤に差し掛かったある週、IM 君が体調不良で欠席した。復帰した IM 君は、遅

れをとってしまったことに焦っていた。他のペアがレコーディングを行う中で、IM 君と私

は作詞を続けた。作詞が終わると、すぐにレコーディングに取り掛かった。初めから丁寧

に作詞に向き合ってきた IM 君は、レコーディングにも非常にこだわった。私のスマートフ

ォンを使いこなし、気に入らないと何度も初めから録りなおしていた。途中からは「消さ

ないで！」「それもうまく繋げるから残しといて！」と私も口を出し、なんとかレコーディ

ングを終わらせることができた。 

 その録音データを用いてミュージックビデオを編集する際には、私の独断で IM 君の描

いた絵を挿入した。作詞では IM 君のペースに乗せられて自分の意見を言うことがなかっ

たが、動画は私が好きなように編集した。IM 君の魅力が詰まったミュージックビデオにな

ったと思う。 

 修了式で修了証書が手渡されたとき、IM 君は KUPI の活動を一つずつ振り、その中で「曲

作りでは一文抜かしていました」と話していた。私はその言葉を聞き、衝撃を受けた。抜

かされた一文の心当たりがまったくないからだ。本人に確認を取れていないため、今もそ

わそわしている。 

 障害があると、社会参加が難しいという話をよく耳にする。私はそのことを完全に鵜呑

みにしており、KUPI 生の普段の生活が想像できていなかった。そんな私が KUPI に参加し

て驚いたのは大学、福祉施設、スーパーマーケット、事業所等で勤務をしながら KUPI に参

加する KUPI 学生の多さである。彼らが多様なかたちで社会の一端を担っていることを知

ると、「KUPI 学生を支えなきゃ」と思っていた自分が少し恥ずかしくなった。 

 私は KUPI を通して、障害や障害者に対する理解を深めることができると思っていた。し

かし、実際に得られたのは「友人」と「楽しい思い出」である。一般学生の中には、火曜

日の授業が知識の獲得に繋がらず、受講を諦めた人もいると聞いた。確かに、人によって

は学びを実感しにくい授業ではあるかもしれない。しかし、障害の有無を超えて楽しさを

共有した経験や、社会に残された問題と向き合うときに思い出せる人ができたということ

だけで、授業に参加する価値があったのではないかと私は思う。 

 

 

⑤ 

 私は本授業を受講して、さまざまなことを感じ、考えた。 

 まず、私は本授業を受講するまで、知的障害の人と深く知り合ったことがなかった。実

際にたくさんの KUPI 学生と知り合い、授業内でいろいろな話をするなかで、さまざまな学
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びや気づきがあった。これまで遠い存在だった知的障害の人々を身近に感じた。最も印象

に残っていることは、ある KUPI 学生に「大好き」と言ってもらったことである。知的障害

の人たちとかかわるなかで、そうか、知的障害の人も、わたしたちも、本質的には同じな

のだ、という感覚を持つに至った。知的障害がある人とそうでない人の違いは、いろいろ

なことがあるが、そういったことを超えて、だんだん仲良くなっていくと、本質的には同

じだと思えると感じた。同じ教室でともに学び、考え、楽曲を制作したり、話し合ったり

していくうちに、さまざまな壁を越えて仲良くなれると感じた。 

 また、私は実際に KUPI 学生と知り合って、知的障害のある人の心の豊かさのようなもの

を感じた。健常者とは違う時間を生きているように感じた。たとえば私がかかわった KUPI

学生は楽曲を制作している間ずっと、嵐の大野君への愛を語っていたが、非常に純粋で、

自分の世界を持っていて、好きな事に一直線で、豊かな世界に生きているのが伝わってき

た。とにかく、KUPI 学生は穏やかな人が多く、好きな事があって、内面が豊かだという印

象を強く持った。こだわりのつよさや、好きな事にたいする思いのつよさは、健常者とは

比べ物にならないほどだが、それが彼らの人生に対するまっすぐな姿勢を表しており、非

常に人生を豊かにしているのではないかと私は感じた。 

 知的障害の人に対するさまざまな差別がある。過去には、優生保護法などの差別的な法

律などもあった。そういった差別は、知的障害の人と深く知り合うチャンスがあれば、防

げたのではないかと私は考えた。実際に知り合って関係を深めるうちに、自分も相手も本

質的には同じだと気付くことができるのではないかと私は考えた。 

 優生思想などは、「能力の高低」で人間を測り、評価し、切り捨てる考え方である。人間

が作った「能力の高低」の「基準」が IQ だと言える。それが低いと知的障害ということに

なるが、本当にそんなもので人間を測ることができるとは私には思えない。「能力が高い」

とは、単に「その場において（偶然）適応的である」というだけのものではないだろうか。

人間の価値とは、IQ で測れるような、そんなに単純なものだろうか。しかし、今述べたよ

うなことも、私は実際に知的障害の人とかかわるまでは、気付かなかったことであり、考

えなかったことである。実際に知的障害のある人々とかかわってみて、初めて考えたこと

である。その意味で、本授業を受講して本当にさまざまな気付きや学びがあり、受講して

良かったと思っている。 

 

 

⑥ 

T 君 マリンバが大好きで懸命に練習しているということがすごく伝わる動画でした。 

MY さん まさにドラえもん博士で、ドラえもんが誕生した工場を初めて知りました。ドラ

えもん愛が爆発していてとてもかわいい動画です。 

Y 君 ダンスを KUPI の大勢のメンバーでしている姿がとても印象的でした。また、発表中

に山本君が泣いていて、それほど KUPI でのこの活動が印象的だったことが伝わりました。 

HH さん 嵐の大野君とももいろクローバーz への愛があふれる動画でした。かわいい赤ち

ゃんを産みたいという所の写真がペンギンだったのが面白かったです。それほどペンギン

が好きってことかな？ 
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IT 君 出発進行から始まり、出発進行で終わるところが印象的でした。好きなもの、好き

な人、やりたいことで詰め込まれていてとても素敵な映像でした。 

MM さん 歌詞を作るときに WILL の話、特に松岡先生の話をたくさんしてくれていて、WILL

が大好きであることがすごく伝わってきていたので、動画でもその WILL 愛が爆発してい

ました。 

HR さん 画像から音楽まですべてオリジナルで作られていて、とても感動しました。コー

ラスまで構成されていてとてもすごいです。 

O さん 特に WILL での写真がみんなとてもいい笑顔で印象的でした。家族旅行や WILL、甲

子園など人とのつながりを大切にしていることが伝わる歌詞と映像でした。 

SY 君 タイムマシンなんていらないから前に進もうという歌詞がとても印象的でした。写

真一つ一つ、映像やタイムラプスもとても美しくてきれいでした。 

SM 君 津田先生のことが本当に大好きで細かいところまでよく見ているんだなと思いま

した。イラストやを切り抜いて津田先生の写真をはめているところがとても面白かったで

す。 

HK さん 歌詞作成の時に、15 分ほどで作っていて、本当に彼氏の愛にあふれていました。

ずっと恋バナをしていて楽しかったです。 

T さん HK さんと一緒に作成していて、二人とも大野君が大好きなのですが、似たような

動画ではなく、それぞれの色が出たとてもいい映像になっていました。 

HY さん 動画を作る際に、大野君の写真を 40 枚くらい送ってくださって、大野君ばかり

どうしようと思ったのですが、最後に加えられてよかったです。大野君が好きすぎて嵐に

なりたいというところが面白かったです。 

IM 君 動画編集技術の高さに驚きました。京阪神とリズミカルな音楽の組み合わせがとて

もマッチしていて見ていて楽しかったです。 

NT 君 明るくて楽しい音楽と NT 君歌声が合わさってとても明るいメロディーラインにな

っていました。公園の写真で NT 君の飛び切りの笑顔が印象的です。 

M 君 発表中に動画を撮影していて、とても思いがこもった動画なのだなと感じました。

職場の同僚への許してという嘆願から始まりますが、一貫して同僚がとても大好きな友人

であることがとても伝わってきて、そんな友人の存在がとてもうらやましく感じました。 

NR 君  とても切ないメロディで尾崎豊みを感じました。Youtube 風の編集がとても凝ら

れていて面白かったです。津田先生のギターと二四岡君の歌声がとても合っていました。 

I さん 一番と二番の出だしが繰り返されていて歌詞にとても工夫を感じました。また、

お母さんへの感謝と心配の気持ちがストレートに表現されていて、感動しました。お母さ

ん大好きという気持ちは普段から思っていてもなかなか伝えられないことであるので、私

も I さんを見習って母親に感謝の気持ちを伝えたいと思います。 

 メンター生、一般学生含め、皆とてもやさしく、温かい場でした。仲良くなるうちに心

を開いてくれて好きなことや彼氏の話、家族の話などたくさんしてくれるのが非常に嬉し

かったです。皆自分の好きなことにまっすぐで、自分を表現することができていて、私自

身全員の前で好きなことを熱く語れるくらいオープンでまっすぐな人間にならないといけ

ないと感じました。歌詞を一緒に作り、動画を作成する過程で多くの交流があり、たくさ
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んのことを学ぶことができました。ありがとうございました。 

 

 

⑦ 

 障害を持っている人たちとこんなにしっかり関わるのは初めての経験であったため、一

緒に歌をつくるなどの創作活動は楽しく、貴重な体験になりました。障害とひとくくりに

言っても、みんなそれぞれで喋らない子もよく喋る子もいて、ひとりひとりに合わせた関

わり方を考えるきっかけとなった。この子は今どのようなことを求めているのかを考えて

関わろうとすれば少しずつ話してくれるということも分かり、とても楽しかった。 

 

 

⑧ 

 KUPI に参加してみて、一番印象的だったのは、生き生きと学びに取り組む KUPI 学生の

姿だった。私が普段接する学生や今までかかわってきた人たちに比べてみても、彼らの学

びに対する姿勢はとても真摯で純粋なまなざしがあるように感じた。自分から進んで大学

の講義を聞きに行って資料をもらってきたという学生もいて、彼らのポテンシャルと学び

への渇望を目の当たりにし、自分の中にあった純粋に学びを求める心を思い出したことも

あった。 

 私の知る範囲では、KUPI 学生は、極めて高い学習意欲を有するとともに、自己顕示欲を

満たし自己効力感を得るための活動にも強い関心を持っているように見えた。自分の好き

なキャラクターやアイドルの話や、家族、恋人、所属する団体の活動やお仕事のことなど、

自分の個人的な話をすることが特別好きなようであった。加えて、人とかかわることが好

きな学生が多い印象だったが、その関わり方は「相手のことを知りたい」というよりは「自

分のことを知ってほしい」という働きかけかたのほうがより強く記憶に残っている。もち

ろん、私に対して全く興味がないわけではなく、私との対話を楽しんでくれたり、私に対

して積極的に話しかけてくれたりする学生が多かった。ただ、自己顕示欲は公共の福祉的

な発想で考えると全員分のそれを同じ程度で満たすことが難しいので、KUPI の授業で対話

を引き出そうと意図して言葉を発する際、どのようにふるまうべきか葛藤した場面もあっ

た。この授業は大部分が自然な流れや個人の積極性に任されており、私もその意図を組む

ように活動に取り組もうと思っていたが、放任の程度と最終的に作品を完成させるという

目標達成を見越して作業を進めることの両立にかなり悩んでしまった。しかし、私個人の

学びは悩むこととつながっているので、ここで悩めたことは自分にとって有意義で成長を

促すものだったと考えている。 

 今回、私がお手伝いしたのは作詞作曲による自己表現の活動だったが、自分が受けた音

楽関係の授業で得た知識と併せて音楽による自己表現の可能性を感じた。音を楽しむとい

うだけでなく、自分で紡いだ言葉によって自己を表現するということには単なる口頭の対

話とは異なる魅力があった。第一に、曲に乗せることを前提とした詩には「ポエムになっ

てもいい」という妙な安心感がある。この特徴には、普段言葉にするのが難しい本音や、

あるいは音楽にすることで気持ちよく話せる内容を外に出せるという利点があり、自己表
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現をかなえる上でかなり役に立っていたと思う。一方で、そもそものボキャブラリー不足

や言葉にするまでが難しいという内容に関しては、どうやって引き出すか、本人の意図に

沿うように形にできるかが周囲の環境にゆだねられており、手伝う際に意識すると突然そ

れが高等な技術のように思えてきて、困難を感じてしまう面もある。それでもやはり、歌

を作るという名目で個人的な話を聞き出せたことは純粋に楽しく、人間関係を構築すると

いう意味でも私にとって有価値な時間になった。 

 KUPI の授業はある種特別なものであった。人と人との関係を主軸にして学びの時間を作

ったような感覚があり、それゆえに悩んだことも多かったが、自分にとって学びのある、

楽しい時間を共に作ってくれた学生さんたちや先生方に深く感謝している。今後は「一般

学生さん」と呼ばれることはないかもしれないが、ここで築かれた関係が続いていくこと

を願う。 

 

 

⑨ 

 KUPI での経験を振り返ると、まず始めに障害のある同世代の人と長い時間を共にするの

は中学生の頃以来であると気づいた。高校に進学してから私の生活で、KUPI 学生のような

個性豊かで自由な人と接する機会は少なかったように思う。基本的には KUPI 学生との会

話は楽しく、和気藹々と進んでいったが、担当の KUPI 学生ひとりひとりと向き合う中で考

えさせられることもあった。一つは、コミュニケーションの仕方である。私は早口で話す

癖があるが、担当だった KUPI 学生は早口で話をされるのが特に苦手だったようで困惑し

ている姿を見ることがあった。早口で話をされるのが苦手だとわかるまでは、何が伝わっ

てないのだろうと不安だった。使用する言葉が原因なのか、私のことを信頼してくれてい

ないから話したがらないのかなど色々な可能性を考えて悩んだ。早く話されるのが苦手な

んです、と彼女が KUPI の授業内でみんなに向けて発言し、話し方が原因であるとわかって

からはコミュニケーションがより円滑に進むようになった。あの言葉は確かに KUPI の授

業参加者全員に向けられたものであったが、私自身に向けられているとも思った。普段の

生活でも、早口であることを指摘されることはあっても、自分の中でそれほど重大に捉え

ていなかったが、今回の経験を通して、相手によってコミュニケーションの方法を変化さ

せる必要性を感じるきっかけとなった。また、第 3、4 クォーターで KUPI 学生の言葉を引

き出そうと努める中で、言葉の難しさにも気付かされた。KUPI 学生の中には、感情や経験

が言葉としてうまく分類されていない人もいたため、歌詞を作るにあたって苦労した。こ

ちらがある程度想定する言葉がうまく引き出せないことも多く、そのことから私が正解を

想定してしまっていること自体が良くないのかもしれないと思う一方で、作品としては良

いものを残したいという葛藤があった。結果として、誘導なども出来ず、KUPI 学生から出

てきた言葉を並ぶて歌詞にしたが、もっと彼らの心の底や爆発的な感情を引き出すことは

できなかったのではないかとの後悔がある。彼らにとって KUPI の時間が果たして学びに

なったのか疑問が残る。また、今回動画編集や音源作成などある程度の技術が必要な作業

が多く、それは一般学生側がやるべきものであり、やってあげるものになってしまってい

たと感じる。それが単に学生にとって負担でもあったが、それ以上に支援-被支援の関係が
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生じてしまいそうだった点が心残りである。特に動画編集に関してはほとんど作業であり、

共同制作的な感覚が薄いように感じた。あの時間は KUPI 学生にとって学びの時間となっ

ていたのか疑問である。以上に挙げたように後悔や反省もあるが、KUPI 学生と過ごした時

間は楽しく、KUPI 学生一人一人のの人間と向き合う経験は私の人生において重大な意味を

持っていると感じた。 

 

 

⑩ 

 最初に私がこの講義を受けたいと考えた理由は、「限られた大学生活の中で、もっと色々

な人と関わってみたい」と考えたからだった。大学で過ごしていると、自分と似た性質の

人と関わっている時間が殆どであると気付く。しかし、もっと多くの人と関わり、その中

でお互いに学び合うとはどういうことかを明らかにしたいと臨んだ。結論として、私は「お

互いに学び合うこと」とは、お互いが「嬉しい」「楽しい」といった、未来に繋がるプラス

の気持ちを感じる瞬間が生まれることなのかもしれないと考えるようになった。 

 「学習者の特性や背景を理解し、適切な学習支援の方法を身につける」。これは、この講

義の目標としてシラバスに掲げられていた文言である。この目標に向かって私たちは、KUPI

学生と共に歌作りをしながらコミュニケーションをとっていた。 

 関わり方は人によって違ったが、私は 1 人の KUPI 生と毎週関わり続けるというよりは、

毎回関わる KUPI 生の人が変わっていた。従って、最初に想像していたような「1 人の人と

向き合う」というような経験ができているのかが分からなかった。しかし最後の発表会の

時間、何人かが私の名前を、発表の感想や制作した歌の中に取り入れてくれており、大き

な喜びを感じた。これは、毎時間違う KUPI 生の人と関わることができたからこそ感じられ

た喜びだと思う。 

 歌作りを通して、歌詞を一緒に考えたり、メロディーを探したり、KUPI 生の方が考えた

踊りを一緒に踊ったり、動画編集をしたりした。それらの活動を通し、自分自身が得意な

ことや苦手なことが、講義前よりも理解できた気がする。また、私が苦手なことを KUPI 生

の方と一緒に行うことで「助け合う」ことの重要性を感じることができた。おかげで、こ

の講義前に考えていた「自分がどういう人間なのか」ということが、より講義後明確にな

ったように感じている。 

 最も印象に残っているのは、歌を通して「感謝の気持ちを伝えたい」という姿勢の KUPI

生の方が多かったように感じたことだ。そのことに気が付いた私は心が温かくなったし、

自分も感謝を忘れないようにしたいと思った。この気付きは、自分自身の未来で行動を選

択する際にプラスに働くと感じている。歌を一緒につくったことで、KUPI 生の方が同じ気

持ちになっていてくれたらうれしい。 

 講義は終わってしまったが、私以外の人が KUPI 生の方とどんな関わり方をしていたの

か、どんなことを感じたのかということをぜひ聞いて、学びを深めたいと考えている。 
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⑪ 

 半年間 KUPI に参加させていただいて、色々な経験を得ることができました。 

 まず、KUPI については、津田先生の障害共生教育論の授業で初めて知りました。当時は

大学教育の目的をどう置くかによっては、なぜ大学でやらなければいけないのか分かりま

せんでした。大学の授業のレベルや研究内容によって大学受験が行われていて、それとは

別に、大学で内容的には義務教育レベルと思われるような内容をやることの矛盾を感じて

いました。しかし、実際に参加してみて、イメージが変わりました。思っていたよりもみ

んな学びへの意識が高く、本来の学びとは何か、と学びの根本を考え直すきっかけになり

ました。 

  実際の活動では、今まで知的障害を持つ人とコミュニケーションを取ることはありまし

たが、何週にもわたって関係性を作っていく経験はありませんでした。また、今までは「障

害」の特徴や内容を理解することが目的に置かれていたので、学生それぞれが抱える障害

にクローズアップするのではなく、色々な障害を持っている前提で、目的に向かってみん

なで活動していくことが、新鮮でした。「障害がある人」としてではなく、「ひとりの仲間」

として接することができた理由だと思います。障害の有無や種類によって必要な配慮や支

援は異なるため、サポートの方を強く意識してしまいがちなのは理解できるし、それも必

要な意識だとは思います。しかし人によって必要な配慮や求めている接し方が異なるのは

障害のない人も同じで、障害があっても、まずは障害だけではなくその人自身を見つめ、

接する意識を持つことが大切なのだと気付かされました。しかし同時に、障害に対する知

識をつけることが、内面まで理解することにつながるとも思いました。また、学びの姿勢

について、とても勉強になりました。同じ内容の授業を一般の神戸大学生が受けても、無

難にこなしたり、見栄えの良いものを作ろうとして、本来の目的の、自分を見つめてみん

なに表現する、ということを達成するのは難しいように感じました。授業を「こなす」姿

勢ではなく、家で歌詞を考えてきたり、写真を用意してきてくれたり、編集ソフトを勉強

して自分でやりたい！と言ってきたり、授業を「うけたい」という気持ちが伝わってきま

した。これから教育について考えていく上で、とても貴重な経験ができました。関わって

くれた K U P I 生も、キャンパス内で偶然あって声をかけてくれたり、直接お礼のメール

を送ってくれたり、素敵な関わりができました。とても思い出に残る、楽しい授業でした。

貴重な経験をありがとうございました。 

 

 

3）メンター学生 

 

堀太陽 

はじめは先生からお声掛けをいただき、自分自身も障害者教育には興味があったため、

やってみてもいいかなと思いメンターをすることに決めた。メンターとして活動する前ま

では障害者が学ぶ場に対して、自分たちですすんで学びたいと思っているのだろうか、親

から勧められるがままに来ているのではないかなどのイメージを持ってしまっていた。も

しかしたらきっかけはそうかもしれない。しかし、KUPI 学生はみんな自分から意欲的に学
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んでいることに最初から驚かされた。まるで小学生のように、といっては語弊があるかも

しれないが、目を輝かせながら授業を受け、活動に対しては真剣にかつ楽しそうに取り組

む姿を見て、学び始めたころに感じていて、しばらく忘れていた「学ぶ楽しみ」に改めて

気づかせてくれた。  

教える側の醍醐味には、生徒たちの成長を生で感じられるところがあると個人的には思

っている。私は塾講師をしており、普段から学校の成績が伸びた生徒たちは見ているが、

この KUPI では人が成長していく姿を見ることができたと感じる。最初は陰口ばかりで、面

と向かって「こうしてほしかった」とは言えなかった学生たちが互いの主張をぶつけ合う

ことができるようになっている。自分の感情をなかなか表現出来なかった学生が、「楽しか

った」「○○ができた」ということを文字で表現出来るようになり、さらには態度にも表す

ことができるようになった。それらの姿を見て、私はとても嬉しくなった。  

自分は教える側としてこの KUPI に入ったと思っていたが、この半年間で様々なことを

KUPI 学生から学ぶことができたこと。また、メンターと学生という垣根を超えて友達のよ

うな存在になれたことがとても良かったと思っている。 

 

 

岩井夏葵 

メンター学生として、火曜日の自己表現の授業に関わることで、私自身 KUPI 学生から数

多くのことを学んだ。ここでは、この４ヶ月を通して私が感じたことを、記述しようと思

う。 

今回、私がメンター学生として、KUPI に関わることで意識していたことは、絶対に自分

を偽らないということである。苦手なこと、わからないことは正直に KUPI 学生にも伝え、

わからないことは一緒に考えてもらい、苦手なことは積極的に KUPI 学生に手伝ってもら

うようにした。「手伝って」と言うと、「しょうがないなあ」「貸して、やったるわ」と言い

ながら手伝ってくれる KUPI 学生に、幾度となく助けられた。 

自分の苦手なことは一人で抱え込まず手伝ってもらう、という当たり前といえば当たり

前とも言えるこの経験を通して、私自身が気がつかない心の奥底で、支援―被支援という

関係性を強く意識し、KUPI 学生とメンター学生を見ていたのかもしれない、ということに

気がついた。もちろんメンター学生の主な役割として、KUPI 学生のサポートが挙げられる

ことは間違いないが、障害の有無に関わらず、対等な関係で KUPI 学生と向き合っていたつ

もりでいた私にとって、無意識的にこのように考えていたというこの気づきは衝撃的なも

のであった。 

また、自己表現の授業を通して、KUPI 学生の意欲的な学びへの姿勢を目の当たりにした。

自分自身を表現する、ということはそう簡単なことではないと思うが、ラップや作詞作曲

だけではなく、写真で、手話で、ダンスで、動画編集で、と、自分の納得のいく形で自己

表現をする KUPI 学生たちは生き生きとしていた。また、友達の自己表現の形を見て、新し

い表現手段を知り、自分自身に取り入れる等、KUPI 学生自身の自己表現の幅が広がってい

る様子も見られた。思っていることを素直に言葉にして伝えることが苦手な私にとっては、

このようなまっすぐな自己表現が羨ましくも感じ、憧れを抱いた時間でもあった。また、
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そのような自己表現に関わらせてもらい、非常に楽しいひとときでもあった。 

しかし、もちろんこの４ヶ月は楽しいことばかりではなく、メンター学生として、自分

はどのように立ち振る舞うべきなのか葛藤することも少なからずあった。KUPI 学生同士、

そして一般学生と KUPI 学生のつながりのために、自分ができることは何なのか等、悩んで

も悩んでも「これが正解だ」という答えのない問題に対して、試行錯誤を繰り返した４ヶ

月であった。「ああしとけばよかった」と、あとになって後悔することも数えきれないほど

あり、それは自分の中で、今後の関わり合いの課題として残った点である。 

ここまで、メンター学生として関わって感じたことを記述してきたが、ドキドキ、ワク

ワクしながら、これからどんなことが起こるのか、不安と期待を織り交ぜながら参加した

入学式が、ついこの間のことのように感じるほど、この４ヶ月はあっという間であった。

メンター学生という立場でありながら、KUPI 学生とともに授業に入り込み、そして KUPI

学生からも多くのことを学んだ、楽しくも学びの多い、濃密な 4 ヶ月であった。 
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7．コーディネイターの感想 

 

コーディネーターとして 4 年間をふりかえって 

コーディネイター 河南 勝 

 

１．KUPI 学生の学ぶ意欲に感動 

 4 年前に文科省の委託事業を神戸大学で受けること、そのコーディネーターとして来て

ほしいと津田教授から言われた時に、自分の夢である「知的障害者に大学教育を」がまさ

に実現するという思いで、喜んで受けました。 

 そこから、4 年にわたる KUPI の実践は様々な感動、驚きと成果を生んできました。そ

の一つは何と言っても KUPI 学生の学ぶ意欲の高さです。KUPI 学生は日中の仕事や作業所

等での活動を終えて、夕暮れに神戸大学に週 3 日通ってきます。それだけでも大変な中、

5 時からの授業に参加し、ふりかえりも含めて 8 時ぐらいまで学ぶというのは並大抵のこ

とではないでしょう。それだけでも感心しますが、授業に対しても意欲的で積極的に質問

や意見を発表する姿は、意見が的をえていないことがあるとか内容的に理解できているか

どうかは別にしてその学ぶ意欲の強さを実感しました。 

 

２．大学の学びの魅力 ～水曜日プログラムに取り組んで～ 

 私が担当した水曜日のプログラムを中心に、大学での学びの魅力について思い返しま

す。 

赤木先生が授業の中でも強調されましたが、「大学の学びに正解はない」ということを

学びました。当事者研究の授業の際に「自分の悩みを出し合い、解決について話し合う」

という設定で授業が展開しました。もちろんいろいろな意見が出ます。独特でユニークな

意見にもそれぞれに理由がありました。そこには正解はないのです。自分の考えを発表

し、意見交換することに意義があります。大学の学びって、今までの正解ありきの学びで

はなく、「そういう考えもあるのか」「そういう角度から考えるのか」という多様性こそ大

事だとわかりました。稲原先生の哲学の授業では、その多様性を認め合うことがテーマだ

ったように思います。「愛ってなに？」「人生ってなに？」などの問いかけにそれぞれの感

じたことを発言して、あるいはイメージして絵などで表現していきます。多様な考えや多

様な生き方を認め合うことを、実践を通して学び合います。哲学の本質につながる学びだ

ったように思います。 

伊藤先生の「人間と宇宙」の授業は、内容的には難しいものでした。地球の誕生にま

つわる話や、宇宙には生物が存在する地球に似た星があるのかといった内容を学びまし

た。私個人は大変興味深く学びましたが、「むずかしい」という感想を述べる学生もいま

した。授業の終わりに「138 億年も前のことを知るのは、普段の生活で何になるのです

か？」と聞きに行った学生に対し、しばし考えた先生の答えが『人間は、知らないことを

知りたいと学ぶものです。そこに科学の進歩も社会の発展もあります。それこそが、テー

マにある「よりよく生きるための科学と文化」に沿った学びではないですか。』といった

趣旨の話をされました。なるほどとうなずいたものです。 
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 清野先生の授業では、哺乳動物の骨格標本を持参されて、そのあごの造りや歯の形、鼻

の奥の形などを観察し、触って感じたことを出し合いながら学ぶスタイルでした。骨格と

いう具体物を通して自分の五感を使って学ぶことは、大学の学びにも当然必要なことで

す。 

1 年目の渡部先生の「赤ちゃんの発達年齢を、NHK 大河ドラマ『葵徳川三代』の映像を

見て当てる」という展開でした。人間の発達を研究した先生ならではの面白い授業でし

た。 

こうした学びに共通するのは、専門性を生かした学びを、知的障害のある青年たちに

いかにわかりやすく本質をはずすことなく伝えるかという力量が問われるということで

す。ここでは紹介できていない授業も含めて水曜日の授業の面白さを KUPI 生と一緒に学

びながら感じました。 

 

３．青年期教育の実践がベースに 

 私事になりますが、長く特別支援学校の教育に携わり定年退職で教職を終えてから 8 年

間にわたり福祉事業型「専攻科」エコール KOBE の事業にかかわらせていただきました。

エコール KOBE での実践は、すでに蓄積のあった学校型専攻科での実践や全国で始まった

学びの作業所での実践を参考にして、福祉事業だけれど学校卒業後の学び、教育といえる

内容でプログラムを組み実践を進めてきました。その柱は ①主体的に学ぶ ②豊かな体

験 ③仲間と共に の 3 つでした。 

KUPI での取り組みは、この福祉型専攻科での実践、つまり青年期教育の流れがベース

にあるのではと感じました。金曜日の授業での話し合いやメンター学生も一緒に自分たち

の意見で企画していくところや、水曜日プログラムでの自由で主体的な学び、KUPI の活

動全体で形成する人間関係や仲間づくりなどに実感しました。もちろん、大学での学びは

大学教育ならではの専門家の先生方による授業、メンター学生として神戸大学生と一緒に

学ぶ、サポートしてもらうという学びのスタイルがあります。さらには、半期週 3 日の授

業を受けて単位の取得を証明してもらえるという新しいステージの学びだと思います。 

 

４．知的障害者の学ぶ権利を保障する歩みのさらなる前進を 

 私は、知的障害児の教育と卒業後の青年期の学びを経験してきたことで、知的障害者の

学ぶ権利の保障という視点で歩みをふりかえることができます。1979 年の養護学校義務

制、高等部への希望者全入実現（兵庫では 1993 年 3 月）、そして福祉型専攻科での学び、

学校卒業後の生涯学習の取り組みと、障害者の学ぶ権利を保障する歩みと共に取り組んで

きたように思います。障害者権利条約のいう「他の者と平等に」という理念で高等教育、

生涯学習など保障されるためには学校教育、高等教育の制度の中での学びを保障が必要で

す。そこまでは到達できていないとはいえ、神戸大学の取り組みは高等教育に一つの道を

開く先進的でモデルとなる実践だと思っています。全国の大学で同様の取り組みや実践が

広がっていって、当たり前に知的障害者も大学のキャンパスで学べる時代がくることを願

っています。この歩みがさらなる前進につながるよう期待しています。 
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５．4 年間ありがとうございました。 

 何と言っても、毎回の授業を楽しく一緒に学ぶことができ、学びを通して成長する実践

のすばらしさを教えてくれたのは KUPI 生でした。KUPI 生に感謝です。 

4 年間のコーディネーターの仕事を無事に終えることが出来たのは、津田先生、赤木先

生、川地先生をはじめ多くの神戸大学の先生方、そして大学の支えがあってのことでし

た。メンター学生のみなさんには、同世代ならではの感覚で KUPI 生のサポートしてもら

いました。毎回の授業後のふりかえりでは、授業の進め方、KUPI 生の様子や態度をどう

見るかなど意見をもらいながらプロフラムを運営することができました。 

最後に、ここまで一緒にプログラムを進めてきたコーディネーターの黒崎さんの存在なし

にはこの事業はできなかったと言っても過言ではありません。細かい事務的なことはもち

ろん、大学事務や先生方、メンター学生はじめ関係者への連絡・調整、授業づくりまでお

世話になり本当にありがとうございました。 

 

 

4 年間が終わって思うこと 

サブコーディネイター 黒崎 幸子 

 

 4 回目の修了式が終わった。今年は卒業論文発表会が行われたが、発表前の 3 名は落ち

着いた表情をしていた。発表会の前に河南先生や加戸さんと最後の読み合わせと段取り確

認を行ったが、発表を成功させるために頑張っている様子が遠くからも感じられた。頼も

しかった。卒論の指導は河南先生と加戸さんが連携を取

りながら進めた。河南先生は水曜日の授業前や休憩時間

も利用して個別に丁寧に対応をした。彼らが書いた文章

の意味や想いを丁寧に確認した内容は、翌日には加戸さ

んと黒崎に共有する情報が届き、金曜日は加戸さんが続

きを担当する、という流れを繰り返した。研究生の加戸

さんは論文のプロ！なので、論文の取り組み方について

はとても丁寧に説明をしてくれた。元メンター学生へのインタビューについては、インタ

ビューの依頼の仕方から KUPI 学生に伝えた。オリジナルの記録シートを作成してくれて、

インタビューの仕方やまとめ方など、全てを引き受けてくれた。加戸さんはいつも明るく

前向きで、一緒に楽しんで取り組んだと話してくださ

ったが、完成するまでに費やした時間を考えると感謝

しかありません。3 名の卒業生が最後までやる気を持

って取り組んだからこそ寄り添って指導をしてくだ

さったが、河南先生と加戸さんには大変お世話になり

ました。卒業論文の取り組みが KUPI 学生にとって素

晴らしい経験になりました。 

 

プログラムはコロナ禍だが不便を感じることなく進めることができた。受講生は過去最



111 

 

多の 19 名だった。（再受講生 11 名、初参加 8 名）開講当初から、再受講生が慣れた様子で

受講することに不安を感じる人、「音（声）が気になる」という訴えで何かを伝えたい人、

色々と正したい風紀委員さん（たくさんいましたよ！）などなど、素敵な個性と強い訴え

がたくさんあった。入学式の翌日は赤木准教授の授業があった。初日から音（声）が気に

なる発言が多かったが、教室の声の響き方について一早く気付いてくださり、翌週から教

室変更をすることができたことはありがたかった。 

 

KUPI 学生からのたくさんの訴えや想いを聞いて向き合うことは、私にとっても学びであ

り楽しみの一つだが、これは訴えなのか？ワガママなのか？じっくりと耳を傾けるべき

か？を見極めることが難しいこともあった。話しを聞いたあとは個々の対応が必要な場合、

話しは聞くが私が入らない方が良い場合、聞くだけで良さそうな場合があった。時には

KUPI 学生に呼び出されてダメ出しをされたが、こちらが考える以上に深いことを考えてい

て、時には友だちのことをじっくりと見ていた。KUPI 学生はとても鋭い。 

人との関わりはとても大切だけど難しいと改めて感じた。KUPI が楽しいか楽しくないか

は、授業の難易度や興味によるところも大きいが、友だち関係がうまくいっているか、そ

うでないかによって左右されることが大きい。しかし、それを避けるのではなく、友だち

に関心を持って関わりを持ちたいと思う気持ちが大切で素晴らしいと感じた。だから様々

なことが起こって、それに対して向き合うことも勉強なのだ。 

 

授業や活動に参加する上で心掛けていることがある。私の動きが邪魔にならないように

することだ。しかし思い返すと反省する部分があった。私が授業に入らない方がいいかも

しれないと思うこともあった。ある火曜日の授業のふり返りで KUPI 学生同士の人間関係

について意見が飛び交うことがあった。津田教授やメンター学生とのふり返りで報告をす

ると、「授業の感想はないのかなー」と先生が話した。確かにその通りである。KUPI 学生

には「話してくれてありがとう」というスタンスで全てを聞いて、皆に情報共有をしたが、

そればかりを重視するのは適切ではなかったと反省をした。少し離れたところから全体を

見なくてはいけない時もあると感じた。 

 

今年は「ESD プラットフォーム WILL」の冬キャンプに 5 名の KUPI 学生が参加をした。毎

年、KUPI の課外活動（任意参加）として WILL メンバーの学生が案内をしてくれる。5 名の

内４名は既に様々な活動に参加をしているが、WILL で出会った新しい仲間と広がる世界は

とても楽しそうだ。これからも益々活躍することを心から祈っています。 

 

今年度で河南先生が引退されることが決まった。初年度から大変お世話になりました。

これまでのご経歴を聞いて、KUPI のコーディネイターとしてふさわしい河南先生と素人の

私が一緒に働くことになり、多くの事を教えていただいた。中でも KUPI 学生との向き合い

方は、正面から本音で向き合っていた。河南先生に嘘やごまかしは利かない。何か問題が

起こると、KUPI 学生の話をじっくり聞いた。場合によっては「ダメなものはダメ」とスト

レートに話して、KUPI 学生のモヤモヤした気持ちをスッキリさせていた。時には厳しい言
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葉もあったが、威圧感が全くないところが不思議だった。普段から KUPI 学生と同じ目線で

接して、KUPI を楽しんでいるからだと思った。KUPI 学生との関わり以外にも、KUPI の広

報について広がった部分はとても大きく、どこへ行っても誰もが「河南先生には大変お世

話になっている」と話された。その他、KUPI の運営会議の進行や式典の司会など、コーデ

ィネイターとして全てにおいて担当をしてくださった。引退をされるのは非常に残念だが

新しく参加してくれるメンバーと一緒に続けていきたい。 

 

4 年間、大変お世話になりましてありがとうございました。お疲れ様でした。 
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8．おわりに 

 

円熟しつつ，創造する KUPI 

赤木和重 

 

 早いもので KUPI も 4 年目を終えることができました。日々の運営を様々な側面から支

えてくださっている研究科長，事務職員の方々はじめとする関係者のみなさまに，こころ

より御礼申し上げます。 

今年度の KUPI の特徴を一言でいうのであれば，「円熟」と表現できるでしょう。はじめ

て参加する KUPI 生もいた一方で，KUPI に参加するのが，2 回目・3 回目・4 回目という KUPI

生も多くいました。KUPI 生をサポートするメンター学生や，授業を担当する大学教員，実

務を担うコーディネーターも，同じように KUPI にすでに参加している方々が多くいまし

た。そのため，全体としては，様々な細かいトラブルはありつつも，運営・実践の見通し

をあらかじめ共有できました。特に，KUPI の参加が 4 年目（つまり，フル参加！）になる

KUPI 生が 3 人もいたことで，「それぞれが自由に思ったこと・好きなことを表現できる」

KUPI の文化が受け継がれたかと思います。このような文化が，はじめて参加する KUPI 生，

メンター学生，大学教員の表現を後押ししてくれたのだと思います。少しおおげさかもし

れませんが，円熟期を迎えたといってよいでしょう。 

ただ，円熟しただけではありません，円熟するからこそ，創造される部分がありました。

創造は以下の 3 つに象徴されます。1 つは，「卒論」です。4 年目の KUPI 生 3 名に対して

は，今年度をもって「卒業」することになりました。そのため，卒論の執筆に取り組みま

した。円熟したからこその新たな創造的取り組みといえるでしょう。本報告書にも，その

内容が記載されております。ぜひお読みください。2 つは，火曜日に津田先生が担当され

ていた「障害共生教育論」の授業です。なんと，今年は，KUPI 生と一般学生が，ラップを

共作するというもの。残念ながら，私は直接，発表会に参加することはできなかったので

すが，KUPI 生，メンター生に様子を尋ねると，「笑いあり，涙あり」の感動を共有できる時

間だったそうです。現在，「共に学ぶ」というインクルーシブ教育の推進が叫ばれています

が，その 1 つのモデルにもなりえるでしょう。表現を通して，それぞれの知性と感性を響

かせ，作品をつくる姿は，これまでの KUPI の蓄積のうえになされる創造のかたちです。3

つは，階段アートです。これまでの KUPI はどちらかといえば，KUPI 内で完結し，外に発

信する部分はそれほど多くありませんでした。しかし，メンター生・KUPI 生のなかから出

てきた階段アートという試みは，今後，さらに大学内外へと発信する新しいステップとし

て位置づけることができるかと思います。 

もちろん，ここに挙げた以外にも，体験新喜劇など外部専門家の協力もいただきながら，

多くの創造的営みがありました。KUPI が円熟しつつも，マンネリに陥らないのは，KUPI 生

ひとりひとりの学びを求める熱意ゆえです。ここだけの話ですが，日々の忙しさで，摩耗

している私は，KUPI 生を教えているというよりも，KUPI 生やメンター生の熱意に支えられ

ていました。おそらく他の同僚も同じでしょう。KUPI 生に感謝するとともに，引き続き，

新たな創造的営みを続けることができればと思います。 
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なお，最後になりましたが，相当量の実務を担っていただいているコーディネーターの

河南勝先生，黒崎幸子さんに改めて感謝いたします。河南先生は，今年度で「卒業」され

ます。本当にありがとうございました。 
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